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「喜べ、フェリア！　お前は王様のお妃きさき様さまに選ばれたぞ」

　熊くま男おとこはバターンと家の玄げん関かん扉とびらを開くと同時に声を響ひびかせた。奥おくまった台所で芋いもの皮かわ剝むきをしていたフェリアにまで聞こえるほどの大声で。

　フェリアは一いつ旦たん手を止め、桶おけにたっぷりの水を入れると玄関まで急いだ。

「兄さん、また飲んでいるのね」

　バッシャーン

　勢いよく桶の水をかけられた熊男は、ブルンと体を震ふるわせて水すい滴てきを撒まき散ちらす。

「やめてよ、兄さん！」

　水滴の被ひ害がいにあったフェリアは、着けていたエプロンを取り顔を拭ぬぐう。

「酒は飲んでねえぞ。お前は王様のお妃様になれるんだ！」

「うんうん、わかったから。まず、熱いお茶でも飲んで頭を覚まそうね。ほんと、手間のかかる大おお兄にいさんだわ」

　やれやれとも言わんばかりに、フェリアは台所に戻もどっていく。

　それを追うように大兄ことリカッロはついていった。

「でな、フェリア、お前は王様のお妃様になれるんだ！」

　台所でも、リカッロは大声を響かせる。

　フェリアは眉まゆを寄せた。確かに酒くさくはないが、言っていることがまともではない。

「リカッロ兄さん、王様のお妃様は爵しやく位いを持ったお貴族様の令れい嬢じようや、他国のお姫ひめ様さまがなるものよ。こんな辺へん鄙ぴな薬草領主妹の田舎いなか娘むすめがなれるものでもないし、お声だってかからないわ」

　ドカッと座すわったリカッロに濃こいお茶を出し、フェリアは新しいエプロンをつけて芋の皮剝きを再開した。

　今夜は月に一度の芋いも煮に会である。たくさんの芋を煮て、領民に振ふる舞まう日なのだ。薬草畑を主とするここカロディア領は、ダナン王国の僻へき地ち中の僻地である。険しい絶ぜつ壁ぺきの上にある深い森に囲まれた小さな領地で、東側は海、それ以外は大河に挟はさまれた三さん角かく州すのような形をしている。容易に近づける地ではない。故ゆえに、ダナン国の東端にあるこの領地を、『天空の孤島領』と揶や揄ゆする者もいる。

　フェリアの兄リカッロは、カロディア領主である。三年前に事故で亡なくなった両親に代わり領主になったばかりの新米だ。

「ふふぁあ、リカッロ兄さん……声が大きいって」

　台所に現れた背が高い男は、水が入った桶にボサボサの頭を突つっ込こみ、そのまま勢いよく頭を上げる。これまた、辺りはボサボサ頭から振りまかれた水滴で水みず浸びたしだ。

「やめてよ、ガロン兄さん！」

　フェリアはまたも叫さけぶしかない。二枚目のエプロンも被害にあった。

　水滴が頭に残るガロンは、深夜の薬草畑守りを昨晩こなしていた。そのため昼間に寝ねていたのだが、リカッロの大声で起きてしまったのだ。

　カロディア領の深い森には、薬草畑を荒あらす大型魔ま獣じゆうが棲すんでいる。魔獣は夜行性であり、深夜の薬草守りは当番制だ。男衆は二人組、女衆は三人組で当番にあたる。カロディア領で生いき抜ぬくには、女であっても武器を持ち魔獣と戦う強さが必要だ。もちろん、フェリアも例外ではない。

　そんなカロディア領で、いくら何でも王様のお妃様の打だ診しんなど現実味がない。

「リカッロ兄さん、会合で何かあったんだろ？」

　ブツブツ言いながらお茶を淹いれるフェリアのことなどおかまいなしに、ガロンはリカッロに問うた。

「ああ、フェリアを31番目のお妃様にと隣となりの領主に頼たのまれたんだ」

　とたん、フェリアとガロンは飲みかけたお茶を、リカッロの顔めがけて吹ふき出だした。

「なんだよ！　二人とも汚きたないぞ」

「マジな話だったのかよ」

　隣の堅けん実じつな領主からの話となれば、酔よっぱらいの戯言たわごとでないことは明らかだ。

　ガロンは椅い子すからズルズルと体を滑すべらし、天てん井じようを見上げている。

　フェリアは見開いた目がかたまり、一種のホラー顔になっている。

「ああ、ほら……31番目のお妃様ってなかなか決まらねえだろ。31番目は最下位のお妃様だからって、お貴族様らは娘を出さねえ。一番下っぱ男だん爵しやくの娘ですらな。全国にお触ふれを出しても手を上げねえらしいんだよ。んで、単なる領主やら地方守もりやら、大だい富ふ豪ごうやらに声をかけたがだーれも頷うなずかん。それで、最後の手段とばかりに家に話が回ってきた」

　シーンと静まる台所。

　確かに二十二を過ぎたフェリアは嫁とつぎ遅おくれてはいるが、誰だれが王様との縁えん談だんを持ってくると思おうか。

　フェリアはゴツンとテーブルに頭をぶつけ突つっ伏ぷした。

「まあ、一年のお勤めだ。楽しんできたらいい」

　リカッロは能天気に発した。

「ああ、まあそうだよなあ。どうせ王様は上位の妃しか相手にしねえだろうし、夜のお渡わたりのお役目一年無しで帰ってこれんだろ。それに、確かお召めし三カ月めで妃自身の意向が通るんだっけ？」

　ガロンはちゃんと椅子に座り直し、隣で突っ伏しているフェリアの頭を撫なでながら言った。ふふぁあとまたあくびをして、他ひ人と事ごとのようである。

「お前、昔さ、『王子様が迎むかえにきてお姫様になるのお』って言ってただろ？」

　ガロンとは対照的に爛らん々らんと瞳ひとみを輝かがやかせ、リカッロはニコニコな笑え顔がおで言った。

「いつの話をしてるのよ！」

　フェリアはガバリと起き上がり、能天気なリカッロを指さした。幼女の頃ころの戯言を持ち出すリカッロのバカさ加減に、フェリアは呆あきれ怒おこるしかない。

「ここの男どもには、ぜーんぶ断られたんだ。王都に行けばお前を見み初そめる男が居るかもしれんだろ？」

　リカッロのその言葉が、フェリアの怒いかりに油を注ぐ。

「王様のお妃様になるのに、男漁あさりなんかできるわけないでしょぉぉぉぉ」

　リカッロの耳をむんずと摑つかんだフェリアは、大声で叫んだのだった。




　31番目のお妃フェリアは、こうして召し上げられることとなったのだ。
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　ガタゴトガタゴト

　……お迎えってないの？　お妃様って牛車に乗って行くものかしら？　待って、きっと夢なのよ。これはきっと夢。早く覚めてくれないかしら？……




　フェリアはブツブツと呟つぶやいている。

「フェリア、もうすぐ城門だ」

　リカッロはそう言って目前に迫る城門へと牛車を歩ませる。

「はあぁぁ」

　フェリアは特大なため息を吐はき出だした。やっぱり夢ではないのだと、がっくり肩かたを落とした。

　前方に視線を移すとそびえ立つ王城が見える。城は高い壁かべに囲まれており、フェリアらが進む先に城じよう壁へきを唯ゆい一いつ通過することのできる城門があった。城門をくぐれば、最低三カ月は出てこられない。

「止まれ！」

　フェリアがまた、はあぁぁとため息をついていると、城門兵が牛車を止めた。

「何者だ？」

「31番目のお妃様を連れて参りました」

　リカッロらしからぬ言こと葉ば遣づかいにフェリアはブッと笑いを漏もらした。リカッロにギロリと睨にらまれたが、フェリアはフンッと横を向き知らん顔をする。

「……お妃様？」

　城門兵は訝いぶかしげに、じろじろと牛車や令嬢らしからぬフェリアを見る。馬車でなく牛車の荷台に乗り、平民服を身に着け参じるお妃様など在あろうものかと、怪あやしんでいる顔つきである。

　フェリアはあまりに不ぶ躾しつけな視線に当然嫌いやな気分になった。

「リカッロ兄さん、入れてくれないんじゃしょうがないじゃない。もう、行こうよ」

　こんな所、さっさとおさらばしたいとフェリアはつっけんどんに言い放った。

　リカッロも、城門兵の態度に顔をしかめていた。フェリアの言葉にそれもそうだなと思い、牛車を反転させる。

「王都見学でもして帰ろうぜ。あーあ、せっかく名のりをあげたってのに、これじゃ可か愛わいい妹を任せらんねえ」

　城門兵の待てとの言葉も華か麗れいにスルーして、リカッロとフェリア、つまり牛車一行は城下町に戻っていった。

　王城の前に広がる王都の城下町は、大きく三つに分かれている。王都入口の宿場町、中央の庶しよ民みんの台所露ろ天てん市場、そして、王城の前には立派な作りの貴族御ご用よう達たしの店が並んでいる。

　フェリアとリカッロは賑にぎわう露天市場に向かった。せっかく来た王都なのだからと、観光気分である。

　しかし、フェリアの安あん堵どの時間はほんの一いつ瞬しゆんであった。露店で買ったクルクルスティックパンをカプリと食はんだ瞬間、王城より汗あせだくになって現れた騎き士しらが、リカッロとフェリアを取り囲みそれは終わりを告げる。モグモグや、ゴックンする間もなくあれよあれよと担かつがれて、城門に後あと戻もどりした。

「じゃあ、フェリア……元気でな」

　リカッロはたくさんのお土産みやげを牛車の荷台に積み上げて、満面の笑えみで去っていく。

　フェリアは、モグモグしながらリカッロを見送った。もちろん、心の中では罵ば詈り雑ぞう言ごんを積み重ねて。

「フェリア様、大変失礼致いたしました」

　フェリアは食べきれていないパンをゴックンして、騎士に頭を下げる。

「いいえ、こちらこそ」

　この騎士が悪いわけではないのだからと、フェリアはちらりと城門兵を見た。

　城門兵は脂あぶら汗あせをだらだら流して目をさ迷わせていた。

「こちらへ」

　騎士の先導でフェリアは王城に入った。見上げる城は絶壁のカロディア領より低い。フェリアは思わず鼻で笑ってしまった。フェリアの感想は『簡単に登れそう』であった。すぐに視線は別に移る。

　しかし、先導の騎士はそんなこととは露つゆ知らず発する。

「圧巻すぎてびっくりしましたか？」

　一いつ般ぱん的てきなお妃様ならば、王城に目を輝かせても不思議ではない。しかし、フェリアは、薬草畑を主とする天空の孤島カロディア領から来たふてくされた田舎娘である。城よりも、土ど壌じようの方に興味があった。

　庭園の草花は、種類に応じて適した土が撒まかれ生き生きと咲さき誇ほこっていた。土壌にまで改良を加える庭師の力量がうかがえる。庭の端に、腐ふ葉よう土どを作るためであろう石の囲いを見つけフェリアは頰ほおを緩ゆるめた。庭の景観にも気を使った石垣は、手前に背の低い生いけ垣がきを作り見み栄ばえも良い。

「ええ、良い土ですね」

　フェリアの返答に騎士は振り向きしばし固まった。フェリアが見ているのが、城でなく土であることに気づくと、アハハッと笑い出す。

　その騎士の姿に、フェリアは呆あつ気けに取とられた。取られたが、自分を笑っていることは雰ふん囲い気きでわかっている。目いっぱいしかめっ面つらをして騎士の前へ歩き出した。

「お待ちを。失礼しました。全く予想しなかった返答に、思わず笑ってしまいました。悪気はありません。お許しを」

　騎士は軽かろやかにフェリアの前に進んだ。

「こちらです。この門が後宮の入口になります。最低三カ月はここから出られません。と言っても、31番目のお妃様が決まっていなかったものですから、30番目のお妃様まですでに二カ月ほど待機されています」

　そんなどうでもいい情報なんて聞きたくもないフェリアは、騎士の説明を右から左に流していく。

　入口からくねくねとえらく遠く歩かされ、邸やしきにたどり着いた頃には夕ゆう陽ひが門もん扉ぴを照らしていた。

「31番目のお妃様の邸てい宅たくになります」

　ガチャンと門扉が開く。

「素す敵てき」

　邸はこぢんまりしたものであったが、広がる庭園は背せ丈たけほどまで伸のびた元気のよい雑草が、夕陽に照らされて黄こ金がね色いろに輝いていた。

「……素敵ですか？」

　手入れもされていない庭園や邸宅は、他のお妃様なら失神するほどの荒こう廃はいぶりである。

　しかし、フェリアはスキップでもしそうな勢いで土壌を確かく認にんしている。

　土を瘦やせさせないために、庭師は庭園を休ませていたようだ。さらに、たい肥を加え土壌に手を加えている。勢いよく伸びた雑草が土壌の良さを物語っていた。

　あまりにも熱心に土を確認するフェリアに、騎士は声をかけるタイミングを失う。

「失礼します。あの方が31番目のお妃様でしょうか？」

　その声は、騎士の背後に現れた女官長のものである。

　騎士は肩を竦すくめ、『そうです』と答えた。

　女官長の瞳がフェリアへと移り、片眉がぴくりと持ち上がった。表情の変化を片眉だけで抑おさえるあたりは、ベテランの域である。長年勤めている貫かん禄ろくと自信であろうか、女官長はフェリアを値ね踏ぶみするように見つめている。

「31番目のお妃様、少々よろしいでしょうか？」

　騎士とは違ちがい、女官長は躊ちゆう躇ちよせずフェリアに声をかけた。

　そのフェリアはいつしか現れた女官長の存在にびっくりしている。

「何でしょう？」

「私、女官長をしております者にございます。侍じ女じよはいつ頃いらっしゃいますでしょうか？」

「……」

　フェリアは無言で返す。

「31番目のお妃様？」

「……侍女はいませんし、いりません」

　フェリアはうんざりしていた。僻地中の僻地の田舎娘に、侍女なんて者が仕えていようものか。フェリアは何でも自分のことは自分でしていたし、侍女が必要とも思わない。

　今、フェリアに必要だと思われるのは、侍女などではなく、この庭園を畑に変える農機具たちだ。それに何よりも、この女官長はフェリアのことを『31番目のお妃様』と呼んでいる。案内してくれた騎士でさえ名前を知っているなら、この女官長が知らぬわけがないはずだ。

「……そうでございますか。では侍女はつけません。31番目のお妃様につきたいという王城の侍女もおりませんでしたので、実にありがたいことでございます」

　騎士の眉が上がり、眉み間けんのしわが険しくなった。

「でしょうね。私だって、ここに来たくて来たわけではありませんし。最下位のお妃様でしょ。三カ月に一度の三十一日しか王様のお越こしがない、貧びん乏ぼうくじのお妃様。私にとっては好都合ですわね」

　フェリアは負けん気が強い。女官長の横おう柄へいな態度に屈くつすることを良しとはしないのだ。

　一般的な低位令嬢であるなら、見下された態度に打ちひしがれるだろう。奥歯を嚙かみしめ、涙なみだぐむこともあろう。しかし、フェリアに女官長のそれは通用しない。横柄な態度には、余よ裕ゆう綽しやく々しやくな態度で返す。それがフェリアである。

「では、三十一日までどうぞご自由に」

　女官長はフンッと鼻でも鳴らすようにそっぽを向いて去っていった。

　それを見送る騎士は申し訳なさそうな顔つきでフェリアに頭を下げる。

「侍女の代わりと言ってはなんですが、私が毎朝御用聞きを致しましょう」

「では早さつ速そくですが、農機具一式が欲ほしいです！」

　黄金色の雑草が風になびく中、フェリアの元気な声が邸に注がれる。

　雑草と同じくフェリアの顔も夕陽に照らされ輝いていた。




　フェリアの後宮生活の始まりである。
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　フェリアの視線の先に王塔とうが見える。辺りはまだ薄うす暗ぐらい。

　ここダナンの王城は、三方を高い城じよう壁へきで囲み、背後を岩山で守られる強固な城である。

　中央には王塔と王おう妃ひ塔がそびえ立っており、王妃塔は少し低い。その王妃塔の眼下に後宮が扇せん状じように広がっており、各邸やしきは、蛇へびがくねるような道で繫つながっている。その一番端はしにあるのがフェリアの居る31番邸だ。扇おうぎの内に入らず、ぽつんと離はなれている。

　綺き麗れいな扇状の後宮は、妃きさき選びのしきたりができるまでは、他国の使者や来らい賓ひんらの宿しゆく泊はく地ちであった。数十代前の時代、伝でん染せん病びようで王族の血が絶える危機が迫せまった時に、三十あった宿泊地を後宮へと開宮し、数多あまたの妃が入宮したのだ。

　その後に始まったのが、妃選びのしきたりである。王太子は二十五歳の時に妃選びをすること。一日は１番目の邸に、二日は２番目の邸に……三十一日は31番目の邸にと決められた。ダナン歴は通常一カ月三十日で、三カ月に一度だけ三十一日がある。しきたりが始まる時に、妃候補が三十一人いたことから、31番邸は変則であったが、綺麗な扇を崩くずさぬよう、離れた位置に新しく造ることになった。

　王妃塔から見た31番邸は、扇状の後宮からさらにくねくねと進んだ先に建ち、井い戸ど番小屋のように見える。三十一ある邸の中で唯ゆい一いつ井戸があるため、そう見えてしまうのだ。

　フェリアは王塔に背を向けた。陽ひも出ぬうちから体を動かすのが日課のフェリアは大きく伸のびをして体を起こした。

「さて、やりますか」

　そう言うと、邸の横にある井戸から水を汲くみ上あげた。これが例の井戸である。

　フェリアは、長い髪かみをリボンで軽く結ゆった。それから、バシャンバシャンと顔を洗い、エプロンポケットから取り出した布で顔を拭ふく。

　そうしているうちに朝陽がゆっくりと昇ってきて、辺りを照らしていく。

　その瞬しゆん間かんが好きなフェリアはいつも早起きして眺ながめているのだ。

　陽の光を浴び、フェリアの髪が艶つやめく。一見黒く見えるが、陽に照らされると濃こい藍あい色いろの艶めきが現れる。さらりとリボンが解かれると、真まっ直すぐな髪が微風そよかぜになびいた。

　目を閉じ陽と風を感じているフェリアの瞳ひとみがゆっくりと開く。藍色の瞳は潑はつ剌らつと庭園を見つめた。

「今日もお願いします」

　朝陽に向かって手を合わせて祈いのる。これもフェリアの日課である。それが終わると、邸てい宅たくに戻もどっていった。

　後宮生活二日目が始まった。

　例えばフェリアがどこぞの深窓の令れい嬢じようなら、この状じよう況きようを悲観し呆ぼう然ぜんとしていただろう。

　しかし、フェリアはあの僻へき地ち中の僻地、魔ま獣じゆうの生息する『天空の孤こ島とう領』たるカロディア領で逞たくましく育った生きつ粋すいの田舎いなか娘むすめである。

　侍じ女じよがいなくとも、邸の部屋が整備されていなくても、台所がなくとも、井戸しかないこの31番目の妃の邸宅で、羽を伸ばすが如ごとく自由に過ごすことができる。

「まずは、芋いも煮にでも温めよう」

　庭園に落ちていた小枝を拾い集める。荷物の中から火打石と芋煮が入った鍋なべ、鍋台を取り出して、小枝を集めた所に持っていき、火をつけ鍋を温めた。この程度のことができぬフェリアではない。カロディア領において、フェリアも夜の薬草守りをすることがあったし、あの地では野営ができねば生きていけないからだ。

　美お味いしそうな匂においがたち始めた頃ころ、御ご用よう聞ききが邸を訪おとずれた。

「……何をしているのでしょう？」

　御用聞きの騎き士しは、目前で美味しそうに芋を頰ほお張ばるフェリアに問うた。

「あ、おはようございます」

　フェリアは、騎士の問いを華か麗れいにスルーした。

「食べますか？　美味しいですよ」

　騎士は確かに美味しそうだと思ってしまう。

　そんな気持ちが顔に出ていたのだろう、フェリアは察して騎士に芋煮を振ふる舞まった。

「私の荷物の中に、兄さんの荷物も紛まぎれ込こんでいたんです。今頃、兄さん慌あわてているわ」

　フェリアがこの邸に持参したのは三つの荷物箱である。その一つが、リカッロの野営箱と入いれ替かわっていたのだ。火打石や鍋、鍋台の他、芋煮まで入っていた優ゆう秀しゆうな野営箱である。フェリアの失った箱には、本がぎっしり入っていた。どうせ、三カ月暇ひまだろうと、ガロンが詰つめ込んだ迷めい惑わくな箱であったため、フェリアは内心ほくそ笑えんでいる。

「……そうですか」

　なんとも規格外なフェリアに、騎士はどう答えていいかわからず、ただそう言って笑い出す。

　昨日と同じで、フェリアは口を尖とがらせ騎士を睨にらんだ。

「いやあ、申し訳ありません。悪気は」

「ないのでしょ！」

　昨日とは違ちがい、二人は笑い合った。とそこに、見知らぬ騎士らが大きな荷物を持って登場する。

「隊長、一人だけサボってたんですか？」

　地面にどかんと置かれた荷物は農機具である。

　フェリアは飛び上がらんばかりに喜んだ。騎士らを労ねぎらい、またも芋煮を振る舞う。

　騎士らは最初、フェリアを侍女と思っていたのだろう。気軽に芋煮を貰もらい、『お妃様は邸宅ですか？』とフェリアに問うた。

「目前にいるのだけど？」

　そう言って口を尖らせたフェリアに、騎士らは最初どういうことか理解できなかったが、『ええ、わかっていますとも。私では妃に見えないんでしょ』とのフェリアの追発言で、驚きよう愕がくの顔をさらす。驚おどろきのあまり、熱々の芋煮をゴックンと喉のどに通してしまうほどだ。

　そして、むせぶ騎士らを案じて、井戸に水汲みに向かったフェリアの背を見ながら一人の騎士がぽつりと呟つぶやく。

「……ビンズ隊長、俺おれにはお妃様に見えないんですが」
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　皆みな、同意だと言わんばかりに頷うなずいている。質素な服で食事を作る令嬢など聞いたことがない。騎士らは、口をポカンと開け、フェリアの動向を見つめてしまう。

　フェリアの御用聞きである騎士隊長ビンズは、ニヤリと笑んだ。

「あの女官長にも物もの怖おじせず牙きばを剝むいていたぞ。全くとんだお妃様じゃないか。お前ら四の隊はこれからの三カ月、楽しみだな」

　ビンズ騎士隊は今、四つに分隊し妃邸の警護にあたっている。一の隊は１～10番のお妃様、二の隊は11～20番のお妃様、三の隊は21～30番のお妃様、そして、四の隊がこの31番目のお妃様の警護である。

　四の隊だけ人数が少なく、今、芋煮を食べているたった三人だ。他は三十人ほどであるが、警護対象の人数の違いから妥だ当とうと言えよう。

「あのきっつい女官長に？　そうっすね。最初は、なんで味み噌そっかす隊に入れられたんだって文句言っちゃいましたが、他のお妃様の警護……大変そうだし。あのお妃様なら、楽しいかも。それに芋煮美味しいし」

「そうだな。芋煮美味しいし」

「そういや、15番目のお妃様担当の奴やつらなんて半泣きだったぞ。下げ僕ぼく扱あつかいらしい。しきりに変わってくれって頼たのまれるし。俺、この邸の警護で良かった。芋煮美味しいし」

　三人の騎士は、そう言い合って笑っている。

　それを聞き、ビンズは……

『王様、初日が15番目のお妃様じゃあ、今日も機き嫌げんが悪いだろうな』

　と、遠く離れた主の心中をおもんぱかるのだった。
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　さて、時は少し前にさかのぼる。

　フェリアが朝の日課をしていた頃、時を同じくして王も日課に勤いそしんでいた。

　ダナン国王マクロンは、がっちりとした逞しい上半身をさらして木刀を素す振ぶりしている。

　こちらもフェリア同様、陽が昇る前に起き出しての日課である。濃いグレイの髪から汗あせが滴したたり落ち、漆しつ黒こくの瞳は、ぶれることなく木刀の動きを見つめていた。

　三十手前のマクロンであるが、力みなぎる身体の美と呼応するように、面おも持もちも若々しさを保っていた。煌きらびやかさとは違うマクロンの力強い美しさは、王城女官の瞳に熱がこもるほどだ。

　だが、この日課の場はマクロン専用であり、視線の煩わずらわしさはない。それ故ゆえ、マクロンは木刀が空を斬きる音と自身の吐はき出だす息しか聞こえぬこの日課を大事にしてきた。

　しかし、二カ月前よりマクロンの睡すい眠みんは障害が伴ともない、寝ね起おきのスッキリした覚かく醒せいはなくなった。気だるく起き、自身を叱しつ咤たし木刀を握にぎる。だがその睡眠障害もやっと終わりを告げるための態勢が整った。

『後三カ月だ。後三カ月の辛しん抱ぼうだ』

　マクロンはそう一心に唱えながら木刀を振っていた。

　ここダナン国での妃選びは、１～31番の妃候補が揃そろわねば開始されない。

　召めし上あげた中から妃を選ぶのは王たるマクロンではあるが、勝手に選べるわけではない。三段階もの通過儀ぎ礼れいがあるのだ。

　まず、三カ月の交流。三カ月後にマクロンと妃候補の意向を合わせて残る妃候補を選ぶ。

　次に妃候補への九カ月間の教育。最後に、マクロンの意向を最大限聞き入れた王妃、側室らが決められる。

　妃候補らではあるが、皆、王城にいる間は『お妃様』と呼ばれている。正式なお妃様が決まるまで、会議などでは、都合上『○番目のお妃様』と通つう称しようされることが多い。

　妃選びの悶もん着ちやくは、かなり前から続いている事案だ。

　それはマクロンが王になった時にさかのぼる。

　マクロンが王に就ついたのは二十五歳の時である。父である先王の逝せい去きよにより、玉座に就くことになったマクロンには課題が山積していた。

　まず、自身の勢力の弱さである。

　母は、マクロンの弟出産後に亡なくなっており、母の後うしろ盾だてはない。先王の血族は皆女性であったため、周辺国へと嫁とついでいる。これも後ろ盾にはならない。そして、時期の悪いことに、ダナン国のしきたりでは二十五歳の時に妃選びを行うことになっていた。

　娘を差し出して、王に取り入り権力を握ることを目論もくろむ貴族らに、『二十九になるまでの四年間で王政を安定させ、その後に妃選びを始める』と宣言したのはマクロン自身である。もちろん、貴族らは反対したが、『先王の喪もが明けぬうちから、婚こん儀ぎなどの慶けい事じを口にする不届き者は許さぬ』と正論をぶつけて黙だまらせた。

　それからの四年間は孤こ軍ぐん奮ふん闘とうで狡こう猾かつな貴族らと渡わたり合あってきたのだ。

　そして、二十九の時がきた。貴族らはここぞとばかりに妃選びをマクロンに迫った。

　マクロンとて力をつけた今ならばと、了りよう承しようはした。だが、その妃選びの第一段階より前ですでに躓つまずいてしまった。

　妃候補が三十一人集まらない。集まらなければ妃選びの交流は開始されない。

　本来妃選びを統括するのは、政治から退いた長老たちの仕事である。長老らの事前調査を経て、会議を行い、三十一人を確保し、通達によって妃候補らは集められるはずであったが、貴族らが我先にと娘を王城に送ったことから当初より混乱が生じた。

　妃選びに関して、マクロンの意向が通るのは、交流三カ月が過ぎてからである。よってこの躓きの間、額に青筋を浮うかべながら、マクロンはいっさいの口出しをしなかった。

　そして、集まったのは三十人。一人足りないという状況であった。

　慌てて貴族らに打診するも、貧びん乏ぼうくじである31番目のお妃様に手をあげる者はいなかった。

　そんな状況であっても、すでに王城に入った妃候補を知らぬふりはできず、結局相手をせねばならない。相手といっても、いわゆる男と女の関係ではなく、単なる交流である。それも多種多様な妃候補らとの交流だ。

　ダナンに姫ひめを出して協力したという姿勢を示すためだけに、他国からまだ十にも満たぬ姫が候補として送られてきていたり、気位ばかり高い姫の相手やら……自国の貴族の娘は特に大変である。皆、王妃の座を取り合うために目の色をかえてマクロンと接する。そんな者三十人の相手をすでに二カ月ほどしてきたのだ。睡眠障害が出てしまうのも頷ける。

　マクロンの木刀が空を斬った。

『やっとだ。やっと後三カ月だ！』

　苦行の二カ月で精神的にも肉体的にもマクロンは限界に近づいていた。

『なぜ私が、ままごとなどせねばならんのだ！』

　木刀が空を斬る。十もいかぬ姫の相手のことである。

『なぜ、笑みもせぬ女と美味しくもない茶など飲まねばならんのだ！』

　木刀が空を斬る。気位ばかり高い姫の相手のことである。

『なぜ、香こう水すい臭くさい女とダンスせねばならんのだ！』

　いっそう、木刀は空を斬った。浮かび上がった妖よう艶えんな妃候補らを叩たたき切っていた。どう見ても、マクロンに心を寄せているのではなく、王妃の座に心を持っていかれた妃候補らである。マクロンのこめかみには青筋が浮いていた。

「王様」

　木刀が止まる。青筋の顔のままマクロンは声の主の方に視線を向けた。

　マクロンに声をかけたのは、騎士隊長のビンズである。

「おはようございます。今日も素す晴ばらしい鍛たん練れんですね」

「世辞はいい。用件を言え」

「本日からお妃様選びが開始されます。本日は十五日ですので、15番目のお妃様との交流から始まりとなります」

「……そうか」

　木刀を持つマクロンの手に力が入る。あれほど、鍛練によって後三カ月だと自身を鼓こ舞ぶしていても、今日がやっと始まりで、まだ三カ月もあるという事実に思わず身構えた。

　その内心は重い。最初の一カ月こそ気を使い、集められた妃候補らに笑え顔がおを向けていたマクロンであったが、心を伴わぬ交流に……マクロン自身を瞳に映さぬ妃候補らに、気持ちが冷めていくのは致いたし方なかった。

　そのマクロンの横顔に陽があたった。マクロンは昇った陽に向かっていつものように心の中で祈った。

『今日もお願いします』

　日課を終えたマクロンは、さっさと嫌いやな事を終えようと、気持ちを最も冷えさせる15番目の妃邸に向かった。




　その15番邸にて、マクロンは早くも疲ひ弊へいしていた。一言二言言葉を交かわし、退こうと画策していたが、15番目の妃ミミリーはマクロンにしなだれかかり、執しつ拗ように甘あまえてくる。

「マクロンさまぁん、ミミリー、辛つろうございましたの。だって、十五日にしか会えませんでしょお？　ミミリー、寂さびしかったんだからぁ」

　しなだれかかられた左半身に鳥とり肌はだがたつ。マクロンは、『ヒッ』と声を漏もらしそうになったのをなんとか堪こらえた。

「すまぬな。だが、これがしきたりである。さて、我は仕事に向かう。ゆっくり過ごせ」

「むぅ」

　ミミリーは頰を膨ふくらませ、マクロンの腕うでを離さない。

「また、お越こしになって。来ると言ってくれなきゃ、離さないんだから」

　マクロンの鳥肌が全身に及およんだ。

『辛抱だ、マクロン』……マクロンは自身を奮い立たせる。ミミリーは夜のお渡りをせがんでいるのだ。

「ああ、わかった。来るよ」

　マクロンは若じやつ干かんひきつった笑みをミミリーに向ける。

「きゃ、ミミリー、嬉うれしい！」

　首に抱だきついたミミリーにより、マクロンの全身が粟立った。もう限界だと訴うつたえている。心も体も……。マクロンはミミリーを幾いく分ぶん強ごう引いんに剝はがして足早に門もん扉ぴへ向かった。

「ああ、また来るよ。次の十五日にな」

　邸を離れると同時にマクロンは叫さけんだ。ミミリーの足が走らんばかりに動き出す寸前で、マクロンは颯さつ爽そうと仕事に向かった。いや、逃にげた。走った。逃げ切った。

　その背後の邸で、15番目のお妃様の警護を担当している騎士らは顔を青くしている。この後、どんなとばっちりを受けるのかと思って。




　ビンズはフェリア邸を担当騎士に託たくし、王の元へと向かっている。途と中ちゆう、15番目の妃邸の横を通り過ぎる時、女の金切り声が響ひびいた。ビンズはこめかみを押おさえる。

『すまんな』と担当騎士の苦労を理解しながらも、そこは心の中で謝あやまり足を動かした。あのお妃様以上に機嫌が悪い主の元に向かうために。

　そして、マクロンは予想通り不機嫌であった。

「ビンズ、全力を尽つくし今日を三カ月後にしろ」

　顔を合わせて早々の無理難題に、ビンズは引きつった笑いを向けるしかない。

　マクロンはそれでも心底真しん剣けんにビンズにもう一度言い放つ。

「もしくは、残りを一カ月にしろ。すでに二カ月は相手をしてるだろ！」

　マクロンは感情をあらわにした。初日がまさかの15番目の妃では心身ともに瀕ひん死しである。辺り構わず喚わめいているようだ。日課の鍛錬によってなんとか抑おさえていた感情が堰せきを切って溢あふれ出だす。そこに王たる平静さはない。

　マクロンとて、妃選びが必要なことも十分に理解している。してはいるが、二カ月間毎日神経をすり減らし接してきた疲つかれがピークに達していたのだ。

「私にそんな権限はありません。それに、三カ月の期限がないと……31番目のお妃様には会えません。ご辛抱を」

　ビンズは単なる騎士隊長であって、マクロンの要望に応えるのは、そのしきたりを任されている長老たちである。その長老たちもマクロンの機嫌の悪さのとばっちりを受けないように、すでに別室に避ひ難なんしているようだ。

「辛抱ももう限界だ」

「……ええ、騎士らもそのようですね。15番目のお妃様の邸から金切り声が響いておりました。私もさっさとこの任務から解放されて、本来の騎士の仕事がしたいものです」

　ビンズは同調しながら、マクロンの苛いら立だちを落ち着かせようとする。

　マクロンの無理難題には応えられない。しかし、一案なら持っているビンズは、それを告げた。

「すべてのお妃様と平等に接するため、交流は朝の一時とする。これは候補が決まらず、二カ月ほど長く王の身が拘こう束そくされていたことで生じた仕事の停てい滞たいを補うためでもある。ということをお妃様選びの長老会議に進言したいと思います。騎士の本来の仕事も不都合が出てきましょう。何せ、百人もの騎士が城下町の治安から引いたのですから」

　ビンズの提案に、マクロンは平静さを取とり戻もどし、王たる顔に戻った。

「流石さすがだ、ビンズ。やはり持つべきものは、友であるな」

　マクロンは立ち上がり、ビンズの肩かたに腕を乗せた。その腕をビンズが煩わしそうにポイと払はらうが、マクロンはお構いなしだ。

「さあ、行こうビンズ。さっさと長老たちを頷かせるぞ」

　マクロンはビンズを引ひき摺ずるように、逃げた長老たちの部屋へと連れていく。

　その後、ビンズの進言が通り、マクロンの心の負担が軽減されたのは言うまでもない。
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　夕方になり、ビンズは今朝フェリアに頼まれた物を手に、邸宅を訪れた。

　邸では、三人の騎士が邸の生おい茂しげった雑草を刈かりいい汗をかいている。その奥おくで、フェリアが今朝と同じように鍋を温めていた。

　鎌かまを持った騎士らとお玉を持ったフェリアの姿がビンズの目に映っている。その光景にビンズは一いつ瞬しゆん固まった。ここはお妃様の邸のはずだよな……との思いが頭をかすめたのだろう、こめかみを押さえていた。

「頭、痛いの？　ちょっと待ってて、薬草を煎せんじるわ」

「いや、いい、いいです。単にあり得ぬ光景に現実逃とう避ひしていただけですので」

「いい加減慣れてくれないかしら？　初日から私を知っているのに、今さら私がその辺の令嬢らしくあったら、逆に可お笑かしいでしょう？」

　フェリアはニンマリ笑ってビンズを労いたわった。加えて担当騎士らは、はぁとため息をつきながら肩を落とすビンズをブックックと笑っている。

「まあ、いいわ。とりあえず、食べるでしょ？」

　今朝と全く同じように、フェリアは騎士らに食事を振る舞った。

　魔獣の骨から出だ汁しをとり、魔獣の干し肉を加え、臭みを抑える薬草と、たっぷりの根菜を煮込んだスープである。リカッロの野営箱の材料で作ったものだ。長期間保存できる固いパンもついている。パンをスープに浸ひたして食べる典型的な野営御ご飯はんだ。

　素そ朴ぼくであるが、騎士らが作る野営飯とは違い、格段に美味しい。食欲をそそる料理に皆舌した鼓つづみを打つ。

「根菜だけじゃなくて、豆もあったら最高なのだけど」

　フェリアは鍋をかき混ぜながら呟いた。

　ビンズはここで気づかねばならなかった。だが、フェリアの規格外にのまれていたのだろう。次のフェリアの一言で、その失念がさらされた時には、騎士らの顔は青ざめた。

「食事も出してくれないなんて、ダナン国の国庫って大だい丈じよう夫ぶなの？」

　そう、この一言で。ビンズはゴックンとスープに浸して軟やわらかくなったパンをのみ込んだ。そして、フェリアに勢いよく頭を下げた。もちろん、他の騎士らもである。

　フェリアは突とつ然ぜんの騎士らの行動に、頰を引きつらせる。その真剣な様に、楽しい夕げが一変し若干戸と惑まどっている。

　そして、謝罪と言い訳を聞くことになった。

「なるほど、つまり本来は侍女が運ぶのね。それをいらないと言った私に対しての、あの女官長の仕返しってことね。私に頭を下げさせて、食事をお願いさせたかったわけか」

　フェリアはニヤリと笑った。ここで悔くやしがらないのがフェリアである。この気骨が、カロディア領で伴はん侶りよを得られなかった原因でもあるのだが……。悔し涙なみだを流す程度の心の弱さがあれば、それを包もうとする腕はあっただろう。

　フェリアはお玉を王城に向けた。

「上等よ！　侍女も食事もいらないわ。売られた喧けん嘩かは買わなきゃ、カロディアの女の名が廃すたるってものよ！」

　それは、清すが々すがしいほどの啖たん呵かである。

「ですが、それではダナン国の、いえ王様の顔がたちません。召したお妃様に食事を与あたえぬなどとは」

　すかさずビンズはそう言って、騎士に食事を持ってくるように指示した。だが、フェリアはそれを止める。

「食事はいらないわ。代わりに材料を持ってきて。王様はちゃんと私に食べ物を与えたことになるわ」

　お玉はまだ王城を指している。後宮の妃邸とは到とう底てい思えぬ奇き妙みような光景であった。




　フェリアの後宮生活二日目は、こうして幕を下ろした。

　こめかみを押さえたビンズの苦く悶もんの表情とともに。

　騎士らの何かを期待するような瞳の輝かがやきとともに。

　そして、フェリアとマクロンが出会うのはまだ先である。なぜなら、三カ月に一度しか三十一日は来ないのだから。
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　庭園であったのなら、そこには花か壇だんがある。花壇にはレンガがある。レンガがあれば簡単な窯かまを作れる。フェリアにとって、容易にできる窯作りを担当騎士三人が手伝ったのだから、さらに簡単に時短で出来上がった。後宮生活三日目の朝のことである。

「これで美味しいパンを作れるわ」

　そこに、ビンズが現れた。肩には大きな袋ふくろを担かついでいる。はぁとため息をつき、荷物を下ろした。

「食事の材料です。本当に食事は……」

　……いいのですか？　との問いは、目前の美味しそうな朝食を見た瞬間、不必要だと悟さとる。そして、また五人で食事を摂とるのだ。

　朝食後のフェリアは整備されていない荒あれた邸宅の掃そう除じに取りかかった。

　こぢんまりした邸宅である。カロディア領の自室よりは流石に広いが、カロディア領の自宅よりは小さい。

　それもそのはずだ。なぜなら、カロディア領の自宅は、自宅兼けん、店てん舗ぽ兼、薬草調合室兼、薬草研究室兼、薬草倉庫と増築に増築を重ねた巨きよ大だい邸宅なのだから。

　毎日、その巨大邸宅を掃除していたフェリアには、このくらい、赤子の前かけぐらいの広さにしか感じない。

　フェリアがただ黙もく々もくと邸宅の掃除をしている間、騎士らは外で草刈りを続けている。

　王と侍女以外は普ふ通つう妃邸に入ることはなく、男である騎士らもフェリア邸に入ることはない。

　初日、邸宅に案内され、こぢんまりしているがピカピカに磨みがかれた入口を目にした時、フェリアの心は浮き立った。

　だが、中は酷ひどい有あり様さまで、埃ほこりでむせ返り、浮き立った心は瞬しゆん時じにすぼんだ。小さなため息をつき、埃を被かぶったベッドの掃除から始めた初日であった。

　三日かけて綺麗にしてやっと落ち着いたフェリアは、へとへとの体で夕食を作っていた。

「侍女も食事もなくて、邸宅内もみすぼらしい。お妃様って、案外不ふ遇ぐうなのね」

　コロコロと笑いながら発する声は、夕刻に訪れたビンズの耳に槍やりを突つき刺さすが如く聞こえた。昨日と同じように。そう、昨日と同じなのは、その後の言葉だ。

「兄さんたちが言っていたのとは大違い。お妃様だから何でも揃っているはずだからって、三日分の服しか持ってこなかったのに、邸には埃以外なーんにも無いのだもの。びっくりしちゃったわ。やっぱり、ダナン国の国庫って大丈夫なの？」

　まさかそんなことはないはずだと、ビンズは慌ててピカピカ扉とびらの邸宅を開け部屋をくまなく点検する。本来あるべき姿見や鏡台はなく、さらにはお妃様に贈おくられる衣類の詰まった簞たん笥すもない。あるのは硬かたい寝しん台だいだけだ。フェリア持参の野営箱三つ以外何もないという結果に、ビンズは昨日と同じように頭を下げた。

　担当騎士らもびっくりだ。男である騎士らが、邸宅に入れなかったのが仇あだとなった。これは流石に酷い仕打ちである。

　ビンズは、ここの準備を女官長にキッチリ命じてある。それにもかかわらず、邸宅の中は酷い有り様だった。いや、フェリアが掃除した後を見てそう思うのだから、それ以上であったと、ビンズには容易に想像できた。ピカピカの邸宅の扉に騙だまされていたのだ。庭園は整備できなくても、邸宅内は綺麗に整えられたと。

「あんの女ぁっ！」

　騎士隊長らしからぬその叫びに、フェリアはポカンと口を開けた。

「ここの準備金をくすねやがったな！」

　地じ獄ごくの底からの声とは、このようなものかもとフェリアは思った。

　ポカンと見つめる先の怒いかれる鬼おにのようなビンズは、グルンと体を回転させ駆かけ出だしていた。それを追って慌てて騎士らも走り出す。

「隊長！　落ち着いてください！」

　騎士の一人が大声で叫び、一人はビンズに体当たりし、一人は邸の門を閉める。

　怒れる鬼ビンズは三人の騎士によって何とか足を止められたが、ふぅふぅと鼻息荒あらく自身の抑よく制せいに必死だ。

　そのビンズの脇わきにフェリアは軽かろやかに進んだ。フェリアのために怒おこっているとはいえ、騎士の迫はく力りよくある怒ど気きを見せられて、普通でいられるフェリアは肝きもが据すわっているのだろう。

「女相手に荒くれたら、騎士の名が廃るでしょ。女には女の戦いがあるわ。……いいえ、田舎娘には田舎娘の誇ほこりがあるの。気位の高いこの王城の女官や侍女らは、田舎娘の世話をしたくないものね。お前はその程度の存在だと認にん識しきさせたいし、自分のプライドを保ちたいのよ。準備金はくすねたのではないわ。『あなたなんか、お妃様だと認めないわ！』って、そういうことでしょ。泣いて助けてくれって頭を下げたら、ふんぞり返ってここに来るはずよ。それが目的の嫌がらせなのでしょ？」

　ビンズに向けて発するフェリアの声は、どこか愉たのしげだ。だが獲え物ものを見つけた獣のように鋭するどい。

　ビンズは熱くなった頭が急激に冷えていった。

「フェリア様、何をお考えで？」

「昨日、売られた喧嘩は買うって言ったじゃない。忘れちゃったの？」

「手助けは不要だと？」

「ええ、この程度のこと痛いたくも痒かゆくもないわ。田舎娘の誇りをなめないでほしいわね。昨日届けてもらった布で衣類は作れるし、食材だって届けてくれるのでしょ。なーんの不自由もしていなくってよ。あの女に助けてくれだなんて絶対に言ったりしないわ！」

　ビンズは昨日の夕刻、頼まれて届けたものを思い出していた。王都で流行の布が欲ほしいと要望したフェリアに、透すかし織りの布を届けていたのだ。テーブルクロスにでもするのかと、微ほほ笑えましく思っていた自身を、殴なぐって目を覚まさせたい気分だ。

　今朝もまた、布を頼まれたのだ。無地の布とレースと刺し繡しゆう糸を。

　まさか、衣服を作るためだなどと思ってもいなかった。他のお妃様のように、刺繡を楽しむものだと吞のん気きに考えていたのだ。

　フェリアが普通の令嬢だったのならば対処のしようもなく、女官長の思おも惑わく通りその頭こうべを垂れて、助けを願い出ていただろう。誇りを踏ふみにじられていただろう。それが女の嫌がらせというものなのだ。しかし、フェリアは困ってはいたが、この程度のことは自力で対処できる。元より女官長の嫌がらせとすら思っていなかったのだから。フェリアは女の戦いに意識せず勝っていたのだ。

　ビンズが激怒するほどのことが、フェリアにとってはさほどたいしたことではなかった。

　現に、目の前のフェリアは打ちひしがれてなどいない。堂々たる佇たたずまいである。

　その事実に、ビンズはフェリアの前で膝ひざをついた。

「……お心のままに」

　大おお海うな原ばらを初めて目にした時、胸打ち震ふるえ自然に膝が折れたように、山頂から見た雄ゆう大だいなる自然に跪ひざまずくように、ビンズは膝を折っていた。フェリアにそれを感じたのだ。

　ビンズが今まで膝を折った存在は二人だけだ。先王とマクロン、そして今日、新たに一人加わった。フェリアがその三人目になったのだ。

　三人の騎士も従う。フェリアに感じる何かに心が動いた。

　ビンズも騎士らも同じ感情だろう。
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　ダナン国の妃選び。その会議の真まっ只ただ中なかである。

「まず、１番目のお妃様はまだ七歳さい。ダナンに姫を一時出した……つまりダナン国の妃選びに協力したとの事実認にん定ていにより、お妃様からの辞退になりましょう」

　マクロンが我が慢まんを強しいられたままごと姫である。二十九歳のマクロンが七歳の妃候補とどう交流できようか。しきたりは形けい骸がい化され、隣りん国ごくからの妃候補は違った意図で送られてくる。マクロンの心の疲弊はこのようなことからも起こっていた。無理に妃候補を出し、互たがいに時間と労力を取られる一方の妃選びにである。

　国家間の親交を深めるには、有効な手段ではあるし、必要な外交だ。

　だからこそ、意図をくみ取り適切迅じん速そくに処理していくことをマクロンは望んでいる。

「次に、５番目と６番目のお妃様も同様のようです。先方より内々に辞退の申しん請せいがきております」

　長老の報告がマクロンに笑みをもたらした。

「では、一日、五日、六日は妃の相手をしなくていいな」

　マクロンが妃候補の国の意向をくみ取り発言した。しかし、長老たちは眉まゆを下げる。

「そういうわけには……」

　笑みが消えたマクロンに対し、長老のその後の言葉は尻しりすぼみになり続かない。それを補うように、ビンズが声を上げる。

「お妃様との朝の一時の交流は、外せません。交流とは例えば、贈り物と添そえた手紙でもいいでしょう。先ほど報告があった姫様方には、ダナン国が貴国の協力を感謝するという記念品を贈れば、それを賜たまわり任務を果たしたと胸をはって帰国できましょう。長老の皆様、いかがでしょうか？」

　長老たちは、それならばと頷くと、マクロンも頷き笑みが復活した。

　よほど、ままごとが嫌なのだ。子供が嫌きらいなわけではない。ただ、妃候補との交流の時間で滞とどこおってしまう国政に頭を悩なやませているのだ。こんなことをしている場合かと自身を叱責してしまう。必死になってダナンを背負ってきたマクロンの気質とも言えよう。それほどに、この四年間は狡猾な貴族らと壮そう絶ぜつに渡り合ってきたのだ。

　そして、マクロンは強い王へと変へん貌ぼうした。

　今、マクロンを支えているのは、真の忠臣だけである。長老たちとて、マクロンの忠臣である。その長老たちの苦言がわからぬわけではない。

　辞退を申し出ている国も、大国ダナンの王が望めば辞退を覆くつがえすだろう。辞退は姫の体面を保つための一種の駆け引きでもある。互いの腹の内をいち早く理解するための方法だ。

　三カ月の期間を、妃として過ごすのか、国家間の親交を深めるために尽じん力りよくするのか、その選せん択たくのための辞退申請である。つまり、ダナンの王マクロンの意向に沿うとの意思表示であり、高度な外交でもある。

　長老らが危き惧ぐしているのは、マクロンがどの妃候補らにも興味を示していないことだ。

　マクロンとて妃を選ばねばならぬことも理解している。しかし、マクロンの心はどの妃にも動かされはしなかった。

　会議を客観視しているビンズは、マクロンの気持ちも長老らの心配も痛いほど理解していた。だからこそ、苦笑いを王である友に返した。マクロンもビンズの苦笑いに頷いて応えた。

　この二人だからそれで通じ合える。なぜなら、マクロンとビンズは友であるからだ。それも厄やつ介かいな友である。

　マクロンは幼い頃、お忍しのびで城下町に出向いた時にビンズと出会った。ビンズはその頃から台頭するリーダーで、幾いく人にんかの子分を引き連れて町を闊かつ歩ぽしていた。少年期独特の『○○団』みたいなグループを作り、騎士団の真ま似ね事ごとをして遊んでいたのだ。

　マクロンが庶しよ民みんの露ろ天てん市場で迷子になっているところを、ビンズ率いる『烈れつ火か団』が拾い上げたことから二人の関係は始まった。

　まだ世間知らずのお坊ぼっちゃんであったマクロンが、ビンズに染まるのも仕方ない。ビンズもマクロンを王子とは思っていなかったし、子分として『烈火団』に入れたのだ。

　そんな幼い頃からの付き合いが、まさかここまで来るとはと、ビンズは苦笑いし、マクロンを感かん慨がい深ぶかげに見つめるのだった。
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　一カ月半が過ぎた。

　フェリア邸は大きく様変わりしていた。まず、背せ丈たけほどあった雑草は刈り取られ、干し草となって、邸の入口に増設された農機具小屋に蓄たくわえられている。

　根は掘ほり返かえされて焼しよう却きやく釜がまで焼かれ、できた灰は肥料として保管されている。

　視界の広くなった庭園は、他のお妃様の邸ならば、可か憐れんな花や豪ごう華かな大輪の花で彩いろどられるであろうが、フェリア邸は畝うねが山脈のように連なっている。

　大きく六つに分かれた畑では、リカッロの野営箱から拝借した薬草の種が蒔まかれた。葉物薬草、根薬草、花薬草、新芽薬草、蔦つた薬草などどれも収しゆう穫かくの早い物で、三カ月以内に収穫できる。

　開かい墾こん一カ月半であるが、畝には濃い緑やら、紫むらさきの蔦やらが勢いよく育っていた。

　さらにフェリア邸が様変わりしたのは、この一カ月で訪れる者が増えたことだ。

　他の隊の騎士がフェリア邸の朝食を食べに来ることで多くなったのだ。お妃様には三名ずつ騎士がついているのだが、仮か眠みんや休みに入る時に、このフェリア邸の朝食に赴おもむくようになった。なぜそうなったかというと、味噌っかすの四の隊が楽しげに邸を警護している様子を偵てい察さつに来て、そのまま緊きん張ちようを要しないフェリア邸に居い座すわるようになったからだ。

　フェリアからは朝食が振る舞われ、その代わりに邸の畑作りを手伝って騎士の体の鍛練を行う。美味しい食べ物と、適度な体の疲れが良い睡眠へと促うながされ、農機具小屋のふかふか枯かれ雑草ベッドへと誘さそわれ、そこで眠ねむってしまう。

　今やフェリア邸は騎士のオアシスと化していた。

　フェリアは農機具小屋に転がる数名の騎士らを呆あきれ顔がおで見ている。

「帰る家がないの、この者たちは？」

　フェリアの呟きに、フェリア邸担当の警護騎士の一人であるゾッドは肩をすくめる。

「他のお妃様の警護って神経を使うらしいですよ。それに、警護といっても何かあるわけでもなく、体は鈍にぶっていくのです。動かしたくともその時間は三人体制では無理ですからね。お妃様をほっといて庭園で剣けんなど振れませんし。それに、三カ月の予定が五カ月にも延びていて、騎士らは心も体もキツいんです」

「ふーん、そんなものなの。で、この『神経を使わない』私の邸で伸びていると？　私もお妃様であるのに、皆元気に剣やら鎌を振り回しているように見えるのだけど？」

　フェリアは、農機具小屋の前で繰くり広ひろげられている剣対鎌の戦いを一いち瞥べつしてからゾッドに視線を送る。

　じとりとフェリアに見つめられたゾッドは、『いやいやいや』と大おお袈げ裟さに手を動かした。

「心も体も癒いやされるこの『女め神がみ邸』のおかげで、皆このように寛くつろげるのです。あのように鍛錬ができるのです。流石、フェリア様でございます」

　今さら持ち上げたところでと、フェリアは思ったが、これが存外いい気分になった。根っからの姉あね御ご肌はだのようだ。

「仕方ないわね。時間がきたら起こしてあげてね」

　優やさしい言葉にゾッドはホッと胸を撫なでおろした。

　フェリアが農機具を持って出ていくと、こめかみを押さえたビンズがやってきた。この男はいつもこめかみを押さえているなあと思っていると、ビンズはフェリアに頭を下げた。

「本当に頭が痛くて、薬草を煎じて頂けませんか？」

「あら、頭痛ね。ちょっと待っていて」

　フェリアは農機具を小屋に戻すと、ゾッドに命じてビンズの寝ね床どこを作らせた。ビンズをそこに寝かせると、フェリアは薬草を煎じるために邸に走っていく。

　農機具小屋には、ビンズとゾッド、深い眠りの騎士数名が残っている。

　横になったビンズに、ゾッドが顔色をうかがいながら問うた。

「何かあったのですか？」

「……ああ、まあな」

「ここより、医務室がいいのでは？」

「いや、わかっているが、自然とここに足が向いてしまったのだ」

「確かにフェリア様の薬草茶は、体の不調によく効きますからね」

　フェリアは、朝食以外にも騎士らに与えているものがある。カロディア領特産の薬草茶である。症しよう状じように合わせてフェリアが淹いれる薬草茶は、よく効いた。ビンズが思わず、フェリア邸に足が向いてしまったのはそういう事情があるからだ。

「お妃様同士のいざこざが起こっているのだ」

　ビンズは大きく息を吐き出して、ゆっくり目を閉じた。

　目に浮かんだのは、髪を振ふり乱みだし取っ組み合いをする15番目と20番目のお妃様。

　朝の一時の交流しか王に会えない状況が、妃を暴挙に駆り立てた。二度の交流を終えた15番目のあの妃が、王と20番目の妃の交流時に偶ぐう然ぜんを装よそおい参入したのだ。

　二人だけの交流を邪じや魔まされた妃は、王の退散後に激高した。たとえ、15番目の妃が侯こう爵しやく令嬢であろうと、20番目の妃である伯はく爵しやく令嬢は果か敢かんに言い放ったのだ。しきたり違い反はんのお妃様には資格がないと。王のお妃様になる資格はないと。

　そこからは乱らん闘とうだった。騎士は妃らの警護はするが、妃同士の乱闘を止める術すべがない。

　なぜなら、妃に……淑しゆく女じよに触ふれることができぬからである。

　取っ組み合いの乱闘を体に触れることなく止めるには、マクロンを呼ぶしかなく、ビンズは執しつ務む室に戻ったマクロンに助けを求めた。

　しかし、マクロンの答えは素っ気ない。『ほうっておけ』たったそれだけであった。ビンズは仕方なく、ただ乱闘を見守るしかなかった。

　二人の令嬢が勢いをなくした時を見計らい、ビンズは告げる。

「王様はお二人に興味がなく『ほうっておけ』とのことでした。こんな乱闘をする方を王様がどう思われるか、お二方ともにお考えください！」

　そう発した後に、二人の令嬢から天を切きり裂さくような悲鳴が上がる。

　かくして、ビンズはこめかみを押さえここフェリア邸にいる。未いまだに耳に残る悲鳴に頭がズキズキと痛むのだ。

「女性の悲鳴、叫さけび声ごえに駆けつけて守るのが騎士の仕事だと思っていたが、私は逃げ出したいと思ってしまった」

　ビンズの告白にゾッドはうんうんと頷いた。

「あら、良い口実ができたじゃない」

　そこに現れたのは、フェリアである。サッパリとした香かおりが漂ただよう薬草茶を持っている。

「口実？」

　ビンズはフェリアの言葉を復唱した。

「ええ、そんなお妃様は落第だってね。長老会議だっけ？　それにかけてどんどん面めん倒どうな妃をふるい落としたらいいのよ。それで、穏おだやかで、心の抑制ができて、自己の主張を控ひかえた……王様にとって良いお妃様だけが残るのでなくって？　王様とお妃様の交流だけが目的ではなくて、王様との相あい性しようと……うーん、妃の資質を見み極きわめたらいいのよ」

　フェリアは好きなように意図なく発言している。自身がその妃候補であることなど、念頭にはない。他ひ人と事ごとなのだ。

『穏やかで、心の抑制ができて、自己の主張を控える』など、フェリアは全く持ち合わせてはいない。カロディア領で育ったフェリアは生まれてこのかたそのような淑女に会ったことはない。全くもっていい加減な発言である。

　フェリアはコポコポとカップにお茶を淹れて、出で来き栄ばえに満足しビンズに差し出した。

「フェリア様、ありがとうございます。いえ、ありがとうございました。これを飲みましたら、すぐに対処しましょう」

　ビンズはそんないい加減な発言に何かを得たのか、気難しげだった顔を晴らした。

　フェリアの軽いノリの発言が、他のお妃様を蹴け落おとした。いや、まだだ。長老らとの会議が開かれるまでは。




　フェリアの発言は、ビンズの進言となって会議にかけられた。それにより……。

　マクロンは機嫌がいい。灰色であった景色が鮮せん明めいになっている。

　つまり、ビンズの進言で妃のふるい落としが始まったからだ。問題を起こした妃は随ずい時じ報告され、長老会議でそれが発表される。

　申し分ない位であっても、容姿がずば抜ぬけて良くても、……王が気に入っても、資質のない者を王妃には据えられない。そんな至し極ごく当たり前のことではあるが、このダナン国では妃選びのしきたりによってそれが蔑ないがしろにされてきた感は否いなめない。

　というか、三十一人も揃えばそれなりの者が王妃となってきたのだ。資質とやらを鑑かんがみなくとも選ばれてきたと言えよう。

　しかし、時が過ぎれば形骸化されていく王妃選びと、変わりゆく実体。

　昔は１～31のお妃様はそれなりに素晴らしい資質の者が集められたが、今や体てい裁さいや欲望や野望を抱く者らが集つどってしまっている。

　マクロンはここでやっと本ほん腰ごしを入れた。ビンズの進言で妃選びの本質を摑つかんだからだ。

　王妃の器うつわに相応ふさわしいか否かで見極める。その一点で妃候補らを判断すれば、自おのずとふるい落としは進んでいく。

「１、５、６は辞退。15、20は資格がない。まあ、王妃としてはだがな。20に今回のいざこざの責はないが、その後が悪い。15をたしなめるまでは良かったが、取っ組み合いの乱闘まで起こしては、王妃の器ではあるまい。互いに、そうならぬような場の仕切りができぬ者ではな。後は……12、24、30が召し上げられたのは親の欲であろう。私に、令嬢らは泣いて訴えてきたぞ。婚こん約やく者しやがいたのに引き離されたとな。ついでに言っておく。２の気位が高いニコリとも笑わぬ姫は論外だ。表情を変えぬことを美徳とする国から来たからであろうが、このダナンにおいて、民たみに笑みを向けぬ王妃ではやっていけぬ」

　マクロンは長老に睨みをきかせながら、次々に言い放っていく。

　基準は王妃として、ただ一点だ。三十一人の妃らの半分はふるい落とされた。

　本来なら、三カ月の交流期間後に決めることが、マクロンの大なたでどんどん進んでいく。マクロンの機嫌は上々だ。

「では、内々にお妃様らに告げていきましょう。承知くだされば、王様との直じかの交流はなくし、二カ月後に……いえもう一カ月半後ですな。お妃様候補に選ばれた名めい誉よを掲かかげ、帰っていただきましょう。承知されぬお妃様に関しては、王様申し訳ありませんが、しきたりに従い引き続き交流をお願い致します。失敗の挽ばん回かいの機会を与えるのも、王の器でございましょうから」

　そう長老は締しめた。

　マクロンは納なつ得とくしないものの、反論せず無言で是ぜを示す。あの15と20の妃は承知しないだろうと頭をかすめていた。

　確かに20番目の妃は災難だったであろう。しかし、選ぶのは王妃である。高位令嬢の横暴くらい上う手まく処理できねば、その資質はないと言えよう。むろん15番目の妃も同じである。低位の者の言葉を上手く心の内で処理できない度量では、王妃には相応しくない。何より、人の言葉を受け入れる耳がなければ、国など背負えぬ。

　そう考えを巡めぐらしていたマクロンは、少々苦く笑しようした。自身も長老らの言葉を受け入れてはいないと気づいて。

「では、二度の失敗があれば強制辞退だ。一度は機会を与えよう。王妃に二度の失敗はあり得ぬからな」

　長老らは口を開きかけたが、マクロンが立ち上がり会議は強制的に終わりとなった。

　その後、執務室に戻ったマクロンはビンズを呼んだ。今後の報告に関して密命を出すために。

「担当騎士らに報告させる。いつも警護している者こそ、妃の本質や資質、器の力量を知ることができるはずだ。密命であるぞ。私は騎士らの目を信じている。妃らには気づかれるなよ。まあ、気づかれたとて、その後の行動でさえも報告させろ。金を積む者もいるかもしれんな」

　マクロンは歪ゆがんだ笑みをビンズに向けた。狡猾な貴族らと渡り合い、培つちかってきた力の有り様が顔に表れていた。妃選びも、マクロンにとっては渡り合いなのかもしれない。身構え、相手のミスを探す。自身の弱み（心）を見せない。その姿は王としては見事と言えるが、人としては大きな歪みである。

　その歪みに、ビンズはため息をついた。マクロンは肝かん心じんなことを蔑ろにしている。

「お妃様も人間です。どんな性格であれ、王様に気に入られようと頑がん張ばっている者たちです。都合上○番目のお妃様とお呼びしておりますが、皆名前があるのです。生身の人間なのです。心があるのです。王様は、今、自身の責と辛い現状を打破するために尽力しすぎて、見なくてはならぬもの、感じなくてはならぬもの、想おもいを馳はせねばならぬものに気づいておりません。選ぶのは生しよう涯がいの伴侶なのです。王様はその伴侶を番号で呼ばれるおつもりですか？　心を寄せ合う努力をなさってください。……お辛い状況は前回の進言と、今回の会議でなくなったものと考えます。これ以上のお妃様へのなた振りは、王様を愚ぐ王おうにさせますよ」

　マクロンとビンズの間に沈ちん黙もくが流れた。

　先に動いたのはマクロンである。立ち上がりビンズの前へと進む。

「流石『烈火団』の団長だ」

　マクロンはビンズの肩に手を置き、ポンポンと叩く。

「すまん。いつも私を正気に戻すのはお前だな。長老が言わんとしていたことだろ？　そうだな……本当にそうだ。妃でなく王妃を選ぶ。だが、それ以前に王妃でなく生涯の伴侶を選ぶのだな」

　マクロンは自身の傲ごう慢まんさを自省した。知らず知らずに身構えて、妃らと接してきていたのだ。『生涯の伴侶』と『心を寄せ合う努力』というビンズの言葉に、マクロンの肩の力が抜け、和やわらいだ表情が自然と滲にじみ出でていた。

　ビンズはそんなマクロンにホッと一息ついた。ここからが、妃選びの本番である。マクロンの心がささくれたままでは、たち行かなくなるのだ。

　ビンズはふとフェリアを思い出す。あのお妃様も、マクロンとは違った意味で心の土台ができていないのではないかと。いや、土台以前の問題で、唯一マクロンに会っていないのだ。始まりたくとも始まっていないお妃様である。

　ビンズは眉を寄せて、渋しぶい顔になった。

　元々フェリアは帰りたがっていたと思い出して……。

　フェリアとマクロンはまだ出会えない。三十一日までまだ一カ月もあるのだから。




「へっぷし」

　フェリアはくしゃみをした。鼻をヒュッとこするが、鼻水は出ていない。

「何だろ、寒気がするわ」

　その呟きにゾッドが反応した。

「フェリア様、どうぞ邸宅にお入りください。後は私たちが片付けておきますので」

　フェリアはうーんと唸うなって考えた。たまにはいいかと思い、農機具をゾッドに渡し邸宅に向かった。

　邸宅の中でフェリアは暖だん炉ろに火をつける。いく分厚いと思われる服に着き替かえ、薬草茶を淹れた。

「ちょっと疲れたのかな」

　リカッロの野営箱から丸薬を取り出すと、フェリアは鼻を摘つまんで一気に飲のみ込こんだ。すぐに薬草茶を飲むが、それでも悶もん絶ぜつした。この滋じ養よう強きよう壮そう丸薬の臭くさいこと臭いこと……。

　しばし悶絶したのち、ベッドに倒たおれるように吸すい込こまれていった。

　やはり、慣れぬ土地での開墾と、後宮生活に疲ひ労ろうが蓄ちく積せきしていたようだ。夕食も食べることなく、フェリアは眠りこける。

　外では三人の騎士が心配そうに邸宅を見守り、朝がくるのを寝ずに待つことになった。侍女がいない不便さが際きわ立だった夜だった。

　翌朝、熟じゆく睡すい一夜で元気を取り戻したフェリアが勢いよくドアを開けると、心配気な騎士ら三人が目の下にうっすらと隈くまを作って立っていた。

「あれ？」

「フェリア様、良かったです。昨日の夕刻から出てこられないものですから、心配致しました。お腹なかはすいておられませんか？　腕は悪いですが、作ってあるので食べてください」

　フェリアは目を見開いた。こんな風に心配されて、瞳がウルウルと揺ゆれ出した。あたたかい気持ちになると、涙が出るのはなぜだろう。

　フェリアが、ありがとうと潤うるんだ声で答えると、騎士らが嬉しそうに笑顔になった。

「フェリア様、今日はのんびりしてください。たまにはいいではないですか。ね」

　ゾッドの提案にフェリアは口を尖らせながら頷いた。

　邸宅から椅い子すを引っ張り出して座ると、朝陽がやわらかくフェリアを包んだ。

　フェリアが騎士らの作った朝食を食べていると、いつも朝食を食べに来る騎士たちがフェリア邸に訪れた。

「お見み舞まいです」

　手に持っているのは花だ。

　フェリアは目をパチパチさせた。お見舞いなんてもらった覚えがないのだ。騎士が差し出した黄色のガーベラを受け取る。フェリアの好きな元気な色、お日様色の黄色である。

「ありがとう！　お見舞いは初めてなの。嬉しいわ」

　その言葉に花を贈った騎士らが驚き慌てる。初めての存在が自分たちでいいのかとの焦あせりだ。

　本来ならお妃様へのお見舞いは王様が贈るものだろう。しかし、王様のお越しはこの31番目の妃邸にはまだない。仕方のないことだ。さらに、侍女もいなければ妃の不調が王に届くわけもない。

　騎士らは眉を下げた。不遇のフェリアをおもんぱかって。

　そんなことなど思ってもいないフェリアは、嬉しそうに黄色のガーベラをクルクルと回し眺めているのだった。
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　二カ月が過ぎ、最後の一カ月が始まる。

　マクロンは、フッと息を吐き出して15番目の妃邸へ赴いた。やはり、予想通りであったが、いざこざを起こした妃らは内密の通知を承知せず、王との最後の交流を望んだ。よって、マクロンは赴く。

「おはよう、ミミリー嬢」

　マクロンは名を口にした。ビンズの忠告を受けての行動である。

　ミミリーは、瞳にいっぱいの涙を溜ためてマクロンに頭を下げた。

「先日の御ご無ぶ礼れいお許しくださいませ」

　頰を伝う涙をマクロンは見つめる。気にするなとも許すとも答えられないのは、妃候補に求めるものが、それを許容できないからだ。

「マクロン様、王様……私が間違っておりました。どうか、お許しを」

　そう言って、ミミリーは膝を崩した。

　マクロンはこの芝しば居いがかったミミリーの行動を無表情で眺めていた。

　ミミリーには、許しを得ることしか頭にないのだとわかる。謝ること、間違っていたことを認識すること、どうすべきであったかを見つけること、対処すること、それをマクロンに報告することによって、初めて許しの言葉が紡つむがれるべきなのだ。

　涙を見せすがるなど、どこの三文芝居だというのか。これで、許すなど純情な青年か、優やさ男おとこ程度であろう。決して王に対する行動ではない。マクロンは心を鬼にして告げる。

「妃としてこの邸にいる立場のそなたである。妃に求めるものをそなたが持ち合わせていないのは、明らかである。そなたは、我に許しを乞こう以外に何をした？　失敗の対処もできていない。件くだんのあれは、我に対する無礼でない。

　誰だれに謝り、（20番目の妃に）

　自身の間違いを気づき、（自己欲のためしきたりを軽んじた行いを）

　どうすべきであったかを考え、（自じ我がを抑えること）

　妃候補のそなたがどう対処するか、（責任をとる行いを自らできるか）

　自分に妃としての資質がないことを気づき得るか……そなたが自身を叱責し身を引く姿勢を見せたなら、我はそなたを許したであろう」

　マクロンはそこで一息ついた。

　ミミリーは顔を真っ赤にして、ぷるぷると体を震わせている。頰を伝っていた涙は消えている。怒りや悲しみ、悔しさなどがごちゃ混ぜになったような瞳でマクロンを見ていた。そこに一瞬、すがるような色が見みえ隠かくれしている。

　この表情をもってして、先ほどまでの謝罪が心を伴っていないものだと理解できる。マクロンは、首を小さく横に振った。そして、言葉を紡ぐ。

「我は、そなたミミリー侯爵令嬢に妃辞退を求む。我は今日をもってこの邸に来ることはない」

　王マクロン自身の口から最後通告がなされた。

　ミミリーは首を横に振った。『いいえ、いいえ』と小さな声で呟いている。

『いいえ、いいえ、私が選ばれぬわけはないわ』……マクロンにはそんなミミリーの心の声が聞こえている。

「三カ月の……交流……、妃の意向の確かく認にん……、辞退しなければ、ここに居られますわね。妃選び三カ月後は、妃の意向が通るしきたりですもの！」

　ミミリーは足あ搔がく。なりふり構わず足搔く。件の令嬢と取っ組み合いの乱闘をした如く。つまり、マクロンの言葉はミミリーの心には届かなかったということだ。

「浅ましいな」

　マクロンは足搔くミミリーに冷たく言い放った。

　マクロンが許容できるのは公言している通り一回だけの失敗である。王妃の器を判断基準にするならば、二度目の失敗は許されない。それがたとえ人情のかけらもない非道な決断だとしても。国を背負う者の責務であるからだ。

「再度告げる。我は今日をもってこの邸に来ることはない。そなたの意向が通ろうが、我はここには来ない。残りの九カ月、日にちこそ指定されるが、我の意思で妃と交流することがしきたりだ」

　マクロンの意思、つまり、ここ15番目の妃邸には来ないということだ。

　ミミリーは青ざめ、『いいえ、いいえ』と首を横に振る。

　そのミミリーに心の隙すきなどいっさい見せず、マクロンは踵きびすを返かえした。

「お待ちを！　マクロン様！」

　マクロンは振り向くことなく邸を後にした。

　後宮のくねった道を進むマクロンの心は重い。いくら、妃の心の内が自分には向いておらず、王妃という座に固こ執しつしているとわかっていたとしても、女性の涙に対して心を鬼にする行こう為いは、自身の心をも傷つけるものだ。それを、後何人の妃候補に行えばいいのか……マクロンは心痛を抑え込むように腹に力を込める。王たる芯しんを崩さぬように。

　マクロンは、後宮の出入口で一いつ旦たん振り向いた。しかし、すぐにそびえ立つ王城に視線を移す。心に負った小さな傷は、王という責務で蓋ふたをした。

　マクロンが庶民であったなら、もしくは単なる一貴族であったなら、15番目の妃の行いは可か愛わいらしいものであると許容できたかもしれない。男の甲か斐い性しようとして、我わが儘ままな令嬢を虜とりこにする甘い言葉を吐くこともできただろう。

　しかし、マクロンは王である。その妃は、王と同じ責務を負う。今、マクロンが負った傷を生涯共に受け続けることが妃に求められるのだ。

『あの傷を、この責務を生涯共に背負える妃……』

　マクロンは心の内で、まだ輪りん郭かくさえも現れぬ妃を求めていた。しかし、見えぬ妃は姿を変え15番目の妃が追いすがってくる。先ほどの残像がマクロンを襲おそった。

　今夜にでも、警護騎士からマクロンに報告が来るだろう。15番目の妃はきっと辞退しない。そうマクロンは予想した。今夜は当たり散らすか……それとも、侯爵に使いを出し圧力をかけてくるかと考えながら王塔へと歩を進める。

　マクロンはすでにこの令嬢の名を呼ばない。ビンズには悪いが、名を口にする気は起きない。それがマクロンの率そつ直ちよくな気持ちであり、妃候補らへの線引きである。




　未だマクロンが心を込めて呼ぶ名はいない。
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「本日は三十一日にございます」

　早朝、訪おとずれた女官長の言葉である。

　妃きさき選びも二カ月半が経たち、やっとフェリア邸ていへの王マクロンのお越こしの日となった。

「はあ」

　フェリアは素っ気ない返答を漏もらす。

　女官長は顔こそ動かさないものの、邸やしきの様子を瞳ひとみが探さぐっていた。侍じ女じよもおらず、食事も届けなかったこの邸の怪あやしさの答えを瞳に焼きつけている。

　侮ぶ蔑べつの眼まな差ざしで緑豊かな畑になった庭園を見つめ、フッと鼻で笑った。

「華はなのないことですこと」

　庭園を言っている風に見せかけて、フェリアに華がないと言っているのだ。その意味がわからないフェリアではない。フェリアもフッと鼻で笑い、薬草畑を見み渡わたした。

「実のなる華がもう少しで咲さきますわ。愛めでるだけの華より、実の力を持つ華が私は好きですの」

　実の力、実力が私にはありますのよと、フェリアは応戦している。

　女官長の目の色が変わる。女官長の低位妃候補に対する嫌いやがらせは、フェリアだけではない。だが、応戦するのはフェリアだけである。それも、怒おこることなく、悔くやしがることなく、涙なみだすることなく、そして頭こうべを垂れることもなく。

　だからこそ、女官長は躍やつ起きになる。どうにかして、フェリアを貶おとしめたい。気落ちさせたい。自身にすがらせたい。そんな思いが女官長の口こう撃げきに表れる。

「では、華が咲くまで……実を成すまで、愛でる御お方かたの来訪はなくても良いでしょうに」

　王の来訪は必要ないだろうと女官長はニヤリと笑えんだ。フェリアもニヤリと笑みを返した。笑みには同じ笑みで。口撃には口撃で。フェリアのモットーである。

「元よりそのつもりだと二カ月半も前にお伝えしましたが、お忘れに？」

　確かにフェリアは二カ月半前に、女官長に言い放っていた。『ここに来たくて来たわけではありませんし』と。女官長の仕返しも、王のお越しもフェリアにとって、どうでもいいことなのだ。

　女官長は、いっさいへこたれないフェリアに地じ団だん駄だを踏ふむ思いである。体を強こわばらせ瞬まばたきもせず、フェリアを凝ぎよう視ししている。頭を回転させ、次なる口撃を考えている。

　しかし、先に仕し掛かけたのはフェリアだ。

「王様のお越しを邪じや魔ました方がいいわよ。だって、私はこう言えばいいのですもの。『侍女も居ず、食事も届かない、衣服もなく邸は埃ほこりまみれ、楽しい二カ月半の後宮生活でしたわ』とね」

　女官長は大きく目を見開いた。自身の行った仕打ちが自分に返ってきたのだ。そんなことがマクロンに知られてしまえば、女官長の立場はなくなるだろう。懲ちよう罰ばつものである。

　しかし、フェリアに屈くつすることをよしとしない女官長は、ギリリと歯は嚙がみしフェリアに対たい峙じした。

「これだから、田舎いなか者ものは……女の宮の美徳も知らぬとは嘆なげかわしい。女の宮での処しよ遇ぐうを口にするは恥はずべきこと。ご自身の誇ほこりもないのですか？」

　後宮のことは後宮内でおさめるのが美徳と言っている。女官長はふふんと笑った。それに対して、フェリアはうふふと笑う。

「ええ、田舎娘むすめですから、このような立ち回りしかできませんの。あら、ごめん遊ばせ。そろそろパンが焼き上がりますわ。失礼」

　フェリアは女官長の反はん撃げきも意に介かいさず、日常に戻もどっていった。

　女官長は怒いかれる拳こぶしをそのままに、フンッとこれまた踵きびすを返かえす。その足は王を引き止めるべく、邸を出てくねった道を早足に進む。そうすれば、フェリア邸に向かっている王と出くわすのだから。

　そして、女官長は見事マクロンを足止めする。邸の管理についての諸問題を訴うつたえ、31番目の妃邸に向かうのを阻そ止しし続けたのだ。

　やがて、王の元に仕事の催さい促そくをしに文官がやって来る。女官長の思おも惑わく通り、マクロンとフェリアの最初で最後であろう朝の一時の交流は見送られた。

　しかし、これが女官長の後こう悔かいとなる。一人一人の妃候補らと、きちんと向き合う努力をしているマクロンは、31番目の妃邸へ……夕刻向かうことになったのだ。




　夕刻はやってくる。

　王のお越しの日だということを、フェリアも騎き士しらも失念していた。女官長を追おい払はらい、もう来ないだろうと思っていたのだ……。

　ビンズは急ぎ足でフェリア邸に向かっていた。王の来訪の先さき触ぶれを告げるために。

　侍女もいないフェリア邸にそれを告げる者はいない。今朝は女官長が行ったが、その女官長の妨ぼう害がいでフェリア邸へマクロンの訪問はなくなっている。

　二カ月半前のマクロンであるなら、縁えんがなかったと邸には行かない判断を下しただろう。しかし、マクロンは努力している。生しよう涯がいの伴はん侶りよを選ぶために。後宮に色んな理由で召めし上げられた妃らに向き合うために。

「フェリア様、急ぎお着き替がえください」

　ビンズは夕食を作っているフェリアの元に駆かけつけた。

　窯かまの前のフェリアは煤すすけていた。

「ふへ？」

「王様がお越しになります。急ぎ……湯あみとお着替えを」

　フェリアは思いっきり眉まゆを寄せた。

「嫌よ」

　そう答え、作業を続けている。

「フェリア様」

「このままでいいわ。これが私だもの」

　ビンズはフェリアを嗜たしなめようとしたが、フェリアはそれを許さない。ふんわり焼けたパンを窯から取り出したフェリアは、煤けた顔で最高の笑みをビンズに向けた。

「綺き麗れいなお姫ひめ様さまや、ご令れい嬢じよう様は見み飽あきているでしょ。飾かざるのは、髪かみにつけたリボンだけ。ドレスも着ず貧乏くじのお妃様の方が王様には楽しくってよ」

　フェリアの髪のリボンが風に揺ゆれた。緻ち密みつで清せい楚そな刺し繡しゆうを施ほどこしたお気に入りの濃こい緑色のリボンである。

　ビンズや担当騎士らは固まった。やはり、規格外のお妃様だと。加えて思う。やっぱり、侍女が必要であったのだと。自分たちでは、このお妃様を強ごう引いんに着替えさせられないのだからと。
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　夜も迫せまる夕刻に、マクロンは31番目の妃邸に向かっていた。夕食前のこの刻しか体が空かなかったのだ。夕食後も、城下町の手て薄うすになった警護をビンズと協議する仕事が残っている。騎士の少なさから、宿場町の喧けん嘩か事の仲ちゆう裁さいが間に合わないとの報告やら、露ろ天てん市場でもスリ騒そう動どうの増加など、四カ月半にわたる百名の騎士らの不在の問題が表面化していた。

　後二週間の妃選びも佳か境きようだ。ここで、王都の治安が悪化するのは避さけたい。

　マクロンはふと足を止め、目め頭がしらを押おさえた。それを近この衛えが心配気にうかがっている。

「すまぬ、問題ない。行くぞ」

　再度歩き出したマクロンの足は重い。疲ひ労ろうは限界で、さらに邸はかなり遠いのだ。重い足を引ひき摺ずるようにマクロンは31番邸に向かった。

　邸の入口が近づくと、そこからビンズが飛び出してきて、マクロンは足を止めた。

「どうした、ビンズ？」

「いえ、何でもありません」

　フェリアに断られはしたが、ビンズはドレスを調達しようとしていたのだ。

　そんなことなど知らぬマクロンは訝いぶかしげにビンズを見る。

「どうぞ、王様」

　ビンズは背筋を伸のばしマクロンを促うながした。

　マクロンは初めて31番邸に足を踏み入れた。すでに夜のような暗さの夕刻は、畑の様相をぼやかしていたため、マクロンはそれに気づかない。

　ただ、なんとも落ち着いた、ホッとする香かおりに体が馴な染じんだ。むせ返るような花の香かでなく、薬草の香がマクロンを包み、自然と深呼吸をしていた。

「（妃は）いるか？」

　マクロンは息を吐はき出だすと、門もん扉ぴの横に並んでいた三人の担当騎士と侍女に問うた。四人とも小首を傾かしげたが、侍女が一歩前に出てマクロンを先導し始める。

　時おり振り返る侍女の頰ほおが煤けており、マクロンは無意識に手を伸ばし拭ぬぐおうとしたのだが、侍女の怪け訝げんな顔つきにハッとし、誤ご魔ま化かすように手を目頭に持っていく。ホッとする甘あまい香りが侍女から放たれていて、マクロンはそれに誘さそわれていた。

　邸宅に近づくにつれ、その香りは増していく。窯で焼かれているパンの香りだとマクロンは気づいた。

「こちらにございます。どうぞ、お入りください」

　窯を見つめるマクロンの足は止まっていた。侍女に促され、こぢんまりした邸宅に入る。

　部屋にはすでに夕食が配はい膳ぜんされている。どうやら妃は湯あみのようだ、と判断したマクロンは、顔には出さないものの参ったなと内心思う。マクロンにそのつもりはない。しかし、来た時刻が悪かったのだろう。この刻に来れば、そう考えても不思議ではない。つまり、夜のお渡りであると。最初で最後の一日に全てをかけているのだろうと。

　そうとわかっていても、マクロンは口にする。

「すまぬが、一時の時間しかない」

「はい。ご遠えん慮りよなさらず、お召し上がりください」

　侍女は、マクロンの発言を意に介さず夕食を勧すすめてきた。目の前の素そ朴ぼくな夕食が、マクロンの空腹を刺し激げきする。甘い香りのするパンは見ただけで美お味いしいとわかる。妃が来るまではどうせ暇ひまであるなと思ったマクロンは、席に着き勧められるまま食事に手をつけた。

　焼きたてのパンはふわりと口に優やさしく、自然の甘さがする。この香りは癖くせになるなとマクロンは納なつ得とくした。

　メインの皿は懐なつかしい肉の包み煮にである。まだ、マクロンの母が健在だった頃ころ、よく食べた料理だ。大人になり、ガッツリした肉を好むようになってからは食べていなかった。

　大きな葉っぱに包まれたひき肉は口の中でほろりと溶とける。幼い頃に、母に切り分けてもらい食べさせてもらった記き憶おくが蘇よみがえり、思わず口元がほころぶ。

　疲つかれが溜たまっているマクロンには懐かしく優しい味が体に染しみ込こんでいく。

　ほっと一息つくと、侍女がスープを運んできた。黄こ金がね色いろのスープだ。

　丁てい寧ねいに出だ汁しを取ったのだろう。濁にごりも灰あ汁くもなく、一口入れた時には、流れる川の如ごとく口に残ってはいなかったが、旨うま味みの残像が次の一口へと促した。体の中が洗われるようなスープに、マクロンの手は止まらない。

　その横で、侍女は茶を淹いれている。

　マクロンは、懐かしく美味しい食事と、何とも落ち着く香りのする居い心ごこ地ちのよい邸宅に体がほぐされていく。

「お好きなだけ、お寛くつろぎを。では、失礼致いたします」

　侍女はそう言って茶を差し出し、邸を出て行った。

　きっと妃の湯あみの足し湯を取りに行ったのだろう。マクロンはふぅと息を吐き出した。茶を飲みさらに体の力が抜ぬける。そして、ゆっくり目を閉じた。

『参ったな。会えずに出ることになるか。それとも、顔だけでも見ていくか。女の準備は時間がかかるはずだ。戻ってきた侍女に妃の準備を促すか……いや、そうやって急せかせば、勘かん違ちがいするやもしれん。参った……眠ねむい』

　マクロンは椅い子すからずり落ちそうになり、重い体を必死に持ち上げ茶を再度飲んだ。

　このままでは意識が飛びそうだと、立ち上がりうろうろと歩く。

　暖だん炉ろの前の揺り椅子が視界に入る。そんなところに体をおさめてしまえば、どうなるかはわかっているのに、体はマクロンの意に反するようにそこに向かってしまっていた。

　体に逆らうことができなくなったマクロンは、吸すい込こまれるように椅子に座すわった。揺り椅子の揺れが心地よい。瞼まぶたはもうくっつく寸前だ。

『まずいな。まずい、眠い……』

　とうとう、意識がとんだ。




　その頃、邸宅を出たフェリアは、ビンズ、近衛、担当騎士に囲まれていた。

「フェリア様、どうされたのです？　なぜ、お一人で出てこられたのです？」

　ビンズは矢や継つぎ早ばやに訊きいてくる。フェリアは口を押さえ何とか堪こらえていたが、クスクスと笑い出した。

「あー、おっかしいの。もう、お腹なか痛いわ。笑うのを必死で堪えたのよ」

　近衛はここでやっと、この侍女らしき女性が31番目のお妃様だと気づいた。ビンズの呼んだ名で。

「私をたぶん侍女だと思っているの。私、夕食を勧めて、お茶も出したわ。あの疲労は酷ひどいわね。騎士に出している疲労回復薬草茶を出したから、きっと今頃眠っているわ」

　フェリア以外の者が、クワッと目を見開き固まった。これでは、事実がどうであろうが夜のお渡りになってしまうのだ。明朝までこのフェリア邸にマクロンが滞たい在ざいしたなら。

　フェリアはそんなことには全く気づいていない。ただ王の疲労が重いことから、フェリアにできることをしたまでだ。それは、いつも邸に来る騎士らにするのと同じことであった。

　しかし、ビンズはここで英断する。

「近衛は王様を寝しん室しつに運べ。その後は邸の入口で待機だ。担当騎士は門扉で警護を。フェリア様は王様のお傍そばでお世話ください」

　その英断に、近衛も担当騎士も異議はないようで、サッと行動に移る。しかし、フェリアは違ちがった。

「寝ねている人のお世話なんてないわよ。寝顔をただ見ているだけなんて、なんて拷ごう問もんなのよ。私は、枯かれ草くさベッドで寝るわ。明日も早いしね」

　フェリアはあくびをかみ殺しながら、農機具小屋に向かっていく。慌あわてたのは、ビンズと担当騎士である。邸に戻ってほしいと何度も懇こん願がんしたが、フェリアは頷うなずかない。

「王様は私を侍女だと思っているわ。妃だと認にん識しきしていないの。その程度だってこと。私はその程度よ」

　フェリアは少しだけ瞳を伏ふせた。

　ビンズは最初の間違いに今さらながらに気づき後悔した。きちんと、フェリアをマクロンに紹しよう介かいしていなかった失敗を。邸に入ってすぐに紹介すべきだったのだ。いくら慌てていたとしても大失態である。

「フェリア様」

「いいのです、ビンズ。私は、私の素のままでいいのです。着き飾かざることは私ではないし、僻へき地ちの田舎娘、二十二の嫁とつぎ遅おくれが、生涯に一度王様にお会いして、その給仕ができたのですもの、誉ほまれよ。だから、もう寝かせて。明日もできたら、王様に朝食をお出ししたいわ。あんなに酷く疲れるまで公務をなさっていると知ったら、私の精いっぱいのことをしたいわ。最後になるものね……」

　ビンズの呼びかけを遮さえぎったのは、慰なぐさめなど聞きたくないフェリアの誇りであろう。

　フェリアからこぼれ落ちた言葉が、ビンズと担当騎士らの胸を摑つかんで締しめつけた。




　翌日、フェリアと担当騎士らはいつものように朝あさ陽ひに向かって祈いのる。それから、いつものようにパンを焼き、根菜スープを作る。至って素朴な朝食は王の体の疲れを考えてのこと。

　ちょうど朝食が出来上がった頃、バターンと邸宅の扉とびらが開いた。

　邸宅から出てきた王の顔が幾いく分ぶんスッキリしているのを見て、フェリアは笑んだ。

「こちらへどうぞ」

　フェリアは、いつも騎士らと食を摂とるティーテーブルの上に、手作りクルクルスティックパンと根菜スープを並べた。

　パンは、フェリアが王都に来て初めて食べた露天市場のクルクルスティックパンである。パン生き地じを細く伸ばした後に、クルクルと棒キャンディのように渦うず巻まきを作って成形し焼き上げるパンだ。疲れのある体への補給に、シュガーを練り込み焼き上げた。

　根菜スープは、薬草畑から収しゆう穫かくした芋いもを使っている。葉は痛みを和やわらげる薬草になり、芋は食べられるが苦味がある。その苦味が滋じ養よう強きよう壮そうになるタロ芋である。疲れが溜まった王の体には効くはずだ。ほくほくとした雛ひよこ豆まめと苦味を抑おさえる薬草と一いつ緒しよに煮込んである。薬やく膳ぜんスープと言って良いだろう。

　昨日と同じ素朴な食事に誘われ、王は無言で促された椅子に座った。

「……（この邸の）主は？」

「……お気になさらず、どうぞお召し上がりください」

　フェリアは、給仕に徹てつした。

　王の手は、真っ先にパンを取った。パンを頰ほお張ばりながら、王の瞳が緑豊かな畑を眺ながめている。

　少し小首を傾げる王の姿にフェリアは笑みを浮うかべた。きっと、庭園のおかしさに気づいているのだ。

　ここは庭園でなく、すでに薬草畑である。朝あさ露つゆのついた薬草が朝陽を受けてキラキラと眩まぶしい。そよぐ風は、緑の香りを運ぶ。自然と大きく息を吸い込むのは、この邸に赴おもむいた者全て同じである。

　王の体は内から洗われていく。瞳は、何も言わずただ緑を追っている。疲れた目にはよい景色だ。

「頭がスッキリと冴さえる薬草茶でございます」

　フェリアは、コポコポと王の目前でカップに注いだ。湯気が王の疲れた皮ひ膚ふに潤うるおいを与あたえる。

　王は目を閉じ、湯気と香りを吸い込んだ。ゆっくり息を吐き出して緑の茶を眺める。

「良い香りだ」

　王は顔を上げた。

「ありがとうございます」

　フェリアは軽く頭を下げる。そして、ゆっくりとフェリアの頭が上がる。王の視線はフェリアに向いたままだ。

　フェリアとマクロンの瞳が初めて重なった。微ほほ笑えみが二人の顔を彩いろどる。

「我わが名はマクロン。フェリア嬢、そなたの心こころ遣づかいに感謝する」

　マクロンは気づいた。あの一いつ瞬しゆんの微笑みで全てわかったのだ。

　この邸の主はずっとマクロンの傍にいたことを。ずっとマクロンの体を気遣っていたことを。名のりもせず、短い時間であったがずっとずっと……。
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　マクロンが気づかねば、最後まで給仕に徹していただろう。

　マクロンの言葉でフェリアの目は見開かれた。それから、徐じよ々じよに頰が熟うれていく。マクロンの瞳がずっとフェリアを見つめていたからだ。

　そんなに真まっ直すぐに、優しい瞳で見つめられたことのないフェリアは、ただただ頰を桃もも色いろにさせるだけであった。




　こうして、フェリアとマクロンは初めての出会いを果たしたのだった。
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　フェリアはマクロンの背を見送った。それから、いつものように騎き士しらと朝食を食べ、いつものように畑仕事に精を出した。

　いつものようではあるが、一心不乱にいつものことをしているフェリアに、騎士らの気持ちは浮ふ上じようしている。時おり、ニヤッと笑ってしまうのは、あの時のフェリアの桃もも色いろに変わった顔を思い出してだ。心がポワンとあたたかくなり、王の横に並ぶフェリアを想像してはニヤッと笑うことの繰くり返かえしだ。

　そんな騎士のことなど見向きもせず、フェリアは新しい畝うねを作っていた。今さら新しい畑を作っているのは動どう揺ようの表れである。

　なぜなら、三カ月しか居ないと言っておきながら、二カ月半が過ぎた状態で新しい畑を作るとはどういうことか、フェリア自身が気づいていない。

「あれが芽め吹ぶけばいいのだけど」

　フェリアはそう言って邸やしきの中に入っていった。

　邸てい宅たく内で、リカッロの野営箱からあれと呼んだ布ぬの袋ぶくろを取り出す。中には貴重な薬草の種が入っていた。カロディア領では気候と土ど壌じようが合わず育たぬ種である。リカッロはこの種が育つ土地をカロディア領以外で探したが、ダナン国内でまだそれは見つけられていなかった。

「やってみよう。ここの気温と土壌は適しているわ」

　フェリアは新しい畑へと向かった。

　そこには、担当騎士らが待っている。皆みなが笑え顔がおだ。

「ここにはそれを？」

「ええ、なかなか育ちにくい薬草の種よ。ここの土壌にかけてみようと思うの」

「へえ、どのくらいの期間で育つのですか？」

　ゾッドが問うた。

「芽吹きまで二カ月、花まで二カ月、種まで二カ月。その後、残った葉を収しゆう穫かくして薬草になるまで……二カ月。二年目からは花弁の収穫、三年目から二葉の収穫ができるようになれば、特効薬もできるわ」

　ゾッドはうんうんと頷うなずく。そして、急せかすようにフェリアに種たね蒔まきをさせた。

　フェリアは種袋から四分の一程度の種を取り出して、祈いのるように蒔いていった。

　蒔き終わったフェリアに騎士らは満面の笑みを向ける。極ごく上じようの笑みだ。

　フェリアは訝いぶかしげに騎士らを見つめた。『その笑みは何なの？』とでも言うように。

「これで、ここから出られなくなりましたね、フェリア様」

　そう言ったゾッドは、嬉き々きたる笑みだ。

　意味がわからず、小首を傾かしげたフェリアに、ゾッドが答える。

「特効薬は後二週間ではできないのですから」

　答えを聞いたフェリアは、これ以上開かないというところまで目を見開いた。その後、両手を頰ほおにあて『なんてこと！』と叫さけんだのだった。

　フェリアは自身で自身の外そと堀ぼりを埋うめてしまっていた。




　さて、フェリア邸を後にしたマクロンは颯さつ爽そうと歩いていた。後宮のくねった道も苦痛にはならない。ここ数カ月感じなかった体の軽さである。

　つと、疑問が頭をかすめた。スッキリした頭がそれに気づいたのだ。

「ビンズ、なぜフェリア嬢じようは食事を作っていたのだ。……それに、なぜ食事が運ばれてこなかった？　まさか、私をもてなすためではあるまいに。昨日は予定外の訪問であったはずだしな。ん？　侍じ女じよは、侍女はどうした？　それにだな……」

　続くマクロンの疑問に、ビンズはアチャーと頭を押おさえる。ビンズは一妃きさき候補に肩かた入いれできる立場になく、フェリアの不ふ遇ぐうは今まで報告していない。他の位の低い妃とて何らかの不遇は受けているからだ。ゾッドからは、妃としてのフェリアに何ら問題はなく、報告はたった一行。『問題なき素す晴ばらしいお妃様です』だけであった。

　ゾッドはあえて、フェリアの不遇を伝えなかった節がある。ビンズもゾッドの立場なら報告しなかったであろう。真っ向勝負の決けつ闘とうに、口出しする騎士がいないのと同じ感覚である。

　いや、フェリアの手しゆ腕わんを見たかったのもあるし、フェリア邸の楽しい毎日をただ単に続けたかったとも言える。

　やっと、ことの次し第だいはマクロンに伝えられる。

　ビンズの話の途と中ちゆう、マクロンの顔は鬼おにの形相になったが、話し終わる頃ころには愉ゆ快かいな顔になっていた。

「あれが、実のなる華はなだというなら、私はその華を見てみたいと思う。あれは、まだ、咲さいてはいないな。私があれの華を咲かせる男でありたいものだ」

「……王様もまだ蕾つぼみであらせられますよ。彼かの嬢同様に咲いてはおりますまいに」

　少しの間をおいて答えたビンズは、ニヤリとした笑みをマクロンに見せる。

　その笑みに、マクロンは目を丸くさせ驚おどろいた。次第に細められる目は、何かに挑いどんでいるようで愉たのしげに見える。

「いや、私は自覚している。さて、我わが友ビンズよ。すぐに態勢を整えろ。言っている意味は」

「わかります」

　マクロンに最後まで言わせず、ビンズは即そく答とうした。

「まずは、信しん頼らいのおける侍女をつかせろ」

　マクロンの発言に、ビンズはある人物が思おもい浮うかんだ。

「一名、心当たりがございます。王命ということでよろしいでしょうか？」

「ああ、そうしてくれ。女官長には知らせるな」




　ビンズは、マクロンと別れたその足でフェリア邸に向かった。

　邸の門もん扉ぴにたどり着くと、フェリアの叫び声が聞こえてきた。

「なんてこと！」

「どうしたのですか？」

　ビンズは慌あわてて門扉をくぐった。ビンズの目に、両手を頰にあてプルプルと震ふるえるフェリアが映る。騎士らは満面の笑みを浮かべている。

　なぜか地じ団だん駄だを踏ふみ騎士らを睨にらんだフェリアが、唇くちびるを嚙かみしめながら邸宅に退散して行くのを、ビンズは何があったのかとただ首を傾げて見つめていた。

　そして、ゾッドによってことの次第はビンズに伝えられる。フェリアの新しい畑のことを聞き、『よくやった』とビンズは褒ほめた。農機具小屋で二人はこっそり話している。

「これで辞退の意向を申し出なければいいのだがな。フェリア様は、少々我々の想像の域を超こえるお方だしな。……それと、王様のお渡わたりの件は他のお妃様にもそろそろ伝わるだろう」

　ビンズの発言にゾッドの顔が引ひき締しまる。

「警護を強化します。ですが、他のお妃様と違ちがってフェリア様は邸を出ませんし、他のお妃様からのお茶会の招待もありません。ご訪問もないですから」

　フェリア邸を訪問する妃は一人もいない。何の繫つながりもない、得にもならぬ妃を訪問する姫ひめや貴族令れい嬢じようはいなかったのだ。

「ああ、だがな。盲もう点てんをついてこよう。何せ、女の戦いだ。特に女官長には気をつけろ。確固たる態勢が整うまでな」

　ビンズとゾッドは互たがいに確かく認にんし合った。それから、ビンズはハッと思い出したかのようにゾッドに頼たのみ事ごとをした。

「お前には歳としの離はなれた有名な姉がいただろ……フェリア様の侍女にしたいのだが、どうだろうか？」

　ゾッドには姉がいる。十も歳の離れた姉は、昼間に騎士舎の洗せん濯たく係をしており、刀かたな鍛か冶じの旦だん那なと元気な二人の男の子との四人暮らしだ。

「侍女を選別している時間はない。信頼のおける者を即刻つかせろと王様が命じられた。今の仕事と同じ昼間だけでいい。とりあえず一人確保したいのだ。頼まれてくれ」

　ゾッドはその日のうちに、姉に報しらせを出すと、翌日返答だと言って意い気き揚よう々ようと現れた姉のケイトをフェリアに紹しよう介かいしたのだった。

　そのケイトの手によって、フェリア邸は整えられていく。野営箱三つに硬かたいベッドしかなかったフェリア邸は、この日を境にどんどん変わっていった。

　フェリアの知らぬうちに、着々と外堀は埋められようとしていた。
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　夜のお渡りの影えい響きようは翌々日から始まった。

　侍女ケイトの登場である。ゾッドの姉であるケイトは、大おお柄がらな女性だ。騎士であるゾッドに近い背せ丈たけの女性である。起き床しよう後に邸宅から出た目の前にずんと現れ、フェリアは小さな悲鳴とともに後退さった。

「私、久しぶりにご令嬢様のお世話ができるとのこと、歓かん喜きに打ち震えております。全身全力で余すところなくお仕え致いたします」

　ケイトの勢いのある声にフェリアはまた後退さった。

「フェリア様、ケイト姉さんは結けつ婚こん前には数多あまたのご令嬢の侍女をしておりました。短期間で素行の悪いご令嬢方を強制更こう正せいさせる、敏びん腕わん侍女として有名でした」

　ゾッドがゾッとするようなことを言い、フェリアはふらふらとよろめいた。フェリア自身わかっていた。令嬢にも達していないフェリアに、侍女がつけばどうなるか。令嬢たるに見うる教育、つまるところ口うるさい者がいつも近くに居る状態になると。

「私、侍女はいらないと言ったわ」

「王様のご命令ですので」

　ビンズが笑顔でスパンと返した。

「そ、そんなこと言ったって、今までだって侍女はいなくて平気だったわ。いらないわよ」

　フェリアは必死に訴うつたえる。あーだこーだと言って、侍女は必要ないと説得している。

　とそこで……今まで黙もくしていた者らが声を上げる。

「はあぁぁぁぁ、仕事もできず追い出されるなんて、この先どうやって生きていけばいいのでしょう」

　ケイトが、膝ひざを崩くずし肩かたを震わせて泣き出した。いや、泣いているふりをしている。

「姉さん一人に背負わせはしないよ」

　ゾッドはケイトを労いたわるように声をかけた。

　フェリアの前で何やら劇が始まったようだ。崩れたケイトに寄より添そうゾッドは、さらに台詞せりふを続ける。

「一いつ緒しよに責任をとって王城を下がろう。田舎いなかに行けば皆でなんとか暮らせるさ」

　哀あい愁しゆうを漂ただよわせる二人は、手に手を取り合い美しき兄弟愛を演じている。

「ちょ、ちょっと待ってよ。なぜ、そんなことになるのよ？」

　そんな二人に、フェリアは慌てて訊たずねた。

　蹲うずくまるケイトとゾッドの顔がニヤリと笑む。

「王命を全うできない者がこのままお咎とがめもなしに王都で暮らせましょうか？　姉の責任は血の繫がった私も同じです。フェリア様、短い間でしたが、とても楽しく過ごさせていただきました。ありがとうございます。本日をもって、……王城を下がらせていただきます」

　ケイトとゾッドは肩を落とし歩み出す。まるで示し合わせたかのように。

「王命ですから（仕方ないです）ね。反すればそうなりますね。後日お咎めが通達されましょう」

　そんな台詞でビンズも芝しば居いに参加する。

　フェリアはビンズの発言で、ことの重大さを理解し『待って！　わかったわ。ケイトは私の侍女について。ゾッドも戻もどって』と二人を引きとめたのだった。もちろん、重大さは演出されたものであるが。

　その言葉を待っていたかのように、ゾッドとケイトは振ふり返かえる。

　振り返った二人の顔がニンマリと笑んでいるのを見て、フェリアはしてやられたと、啞あ然ぜんとした。そして、『カロディアの女に二言はないのですよね？』とのビンズの追つい撃げきたる一言でガクンと項垂うなだれた。穏おだやかで充じゆう実じつした生活は終わったのだと自覚して。




　そして、ケイトの赴ふ任にん早々事件は起こる。その赴任を知らぬ女官長の登場によって、女の戦いが幕を開けた。

「まあ、何ということでしょう！　女官長たる私が報告を受けていないのですが？」

　門扉の前で不敵に笑うケイトと、大おお袈げ裟さに騒さわぎ立たてる女官長が対たい峙じしている。

　女官長は王の夜のお渡りのあったフェリア邸に偵てい察さつに来たのだろう。いや、さらなる意地悪を企たくらんでいたが、ケイトによって邸内に入れない。邸内に入ろうとする女官長をケイトは阻はばんでいたのだ。

　ケイトはすでにフェリアの置かれた状じよう況きようをゾッドから聞いていたため、女官長を警けい戒かいしていたのだ。戦いが始まる。ケイトが反はん撃げきを開始した。

「まあ、それはそれは……王様のご命令で来ておりますの。信頼のおける者はすでに報告を受けているはずですのに……それはそれは（信頼されておりませんのね）」

　ケイトの応おう酬しゆうに女官長の額に青筋がたつ。その青筋を見ながらケイトは続けた。

「私、ケイトと申します。フェリア様の侍女を王様に命じられまして、馳はせ参さんじましたわ」

　大柄なケイトが、女官長を見下すように発した。

　プルプルと女官長の拳こぶしが震えている。高位お妃様の侍女ならともかく、末まつ端たんのお妃様の侍女ごときにやり込こめられるわけにはいかないのだろう。女官長は見下ろすケイトをキッと睨み上げた。

「私は女官長ですの。名のりはしませんわ。仕える女に名は必要ありませんので。では、31番目のお妃様の侍女の方、私についていらっしゃい。どうせ、後二週間ほどしか居おりませんでしょうが、後宮の裏を案内しましょう」

　女官長は長としての立場を大いに生かして応戦する。

　二人の間にバチバチと火花が散った。

　そして、二頭の雌め豹ひようの戦いを呆ぼう然ぜんと見ていたフェリアに、二人の火花散る瞳ひとみが同時に突つき刺ささる。門扉から二人の矢のような視線がフェリアに向かっていた。

　ケイトと女官長は、フェリアの許可を待っているのだ。二人が冷気を帯びながらも張りついた笑みを見せるのはここが後宮である故ゆえか。客観的には、笑みを交かわす女官長と侍女の構図だ。笑みを浮かべ、邸の主であるフェリアに許可を伺うかがう作法は本来なら和なごやかであろうに、そこにいっさいの穏やかさを感じない。

　フェリアは内心、『巻まき込こまないでよ』と盛せい大だいに言葉を吐はいていた。二人の視線をかわし、騎士らを一いち瞥べつしたフェリアは何とかしなさいよと目で訴える。

　しかし、騎士らは手を横に振ったり、バツを作ったりとそれこそ、こちらに振らないでくださいと言わんばかりだ。

　こういう時、フェリアの心の奥おくから沸ふつ々ふつと上がってくるものは、ケイトよりも強いであろう負けん気である。『ふ、ふふふ』と笑いを漏もらした口角が、綺き麗れいな弓なりになっていく。プツンと何かが弾はじけたようにフェリアは雌豹らに対峙した。

「ケイトさん、王様に命じられたのなら、王様に命じられたことだけをなさって。つまり、私の世話を。後宮の裏をお散歩なんて悠ゆう長ちようなこと、判断など仰あおがずに断りなさい。それこそ、あなたが言ったように『王様に命じられて』ここに来たのでしょ？　こことはこの邸のことよ。ここ以外にあなたが後宮の裏のお手伝いをする必要はなくってよ。それと、名無しの女官長。あなた、こちらに何をしに来たのかしら？　それも告げずに『王様に命じられて』来た侍女に喧けん嘩かを売るなんて、王様に喧嘩を売っているの？　その度胸は感服ものね。たいした用事もなく、こちらまでお散歩にでも来られたの？　さっさと仕事にお戻りなさい。それと用事はそこの素す敵てきな名前のケイトさんに言ってちょうだいな。用事とやらがあったならね。あら、パンが焼けたようだわ。失礼」

　フェリアは踵きびすを返かえした。

『はぁ、すっきりした』と聞こえてくるような清すが々すがしい去り際だ。

　そして、残された雌豹らは、置かれた状況に追いつかず固まっている。

　それを傍ぼう観かんしていた腹筋に力を入れる警護騎士ら。笑いを堪こらえているとも言う。

　女の戦いの火ひ蓋ぶたがきられかけたが、フェリアのぶちまけによって戦いの火蓋は蹴け飛とばされた……ようなものだった。火蓋はゴロンゴロンと転がって、次に点火したのかもしれないが。




　その翌日、またもや訪問者が現あらわれる。夜のお渡りの影響は確実に広がっていた。

「あの、間ま違ちがえてこちらの荷物が届けられたので、持ってきましたの」

　フェリア邸の門扉をくぐろうとしたケイトに、侍女らしき女が声をかけた。

　ケイトは侍女の持つ木箱に視線を移す。いかにも怪あやしそうな箱である。

「どちらの邸に間違えて届けられたのでしょうか？」

「あ、えっと……お気になさらず、あの単なる間違いですので、こちらのことは……ええお気になさらずに」

　侍女はしどろもどろになりながら、ケイトにずいと箱を押し出したが、ケイトは受け取らない。侍女は唇の端はしを嚙む。どうしてもこの箱をフェリア邸に届けねば、主の逆げき鱗りんに触ふれてしまうのだ。それが、小さく体に震えをもたらしている。

「ふぅ、厄やつ介かいな主に仕えて大変ね」

　ケイトは意図してため息を吐き、侍女の頭に声を落とした。

　侍女はバッと箱を地面に置くと『必ずお渡しくださいませ！』と叫んでから、逃にげるように走っていった。

　ケイトはまたハァとため息を吐きながら、木箱を持ち上げた。後宮に届けられる送り主のない木箱がどういうものか、フェリアは知っているだろうか。ケイトはそう思いを巡めぐらせ、フェリアを試ためすように木箱を運んだ。

「フェリア様、こちらが届けられました。間違えて他の邸に届けられたのを、先ほど名のりもしない侍女が置いていかれました」

　フェリアは箱を受け取ると、何の躊ちゆう躇ちよもなく蓋ふたを開けた。




　うにょ

　うにょうにょ

　うにょうにょうにょ




「ひゃあぁぁぁ」

　フェリアは甲かん高だかい声を上げた。

「フェリア様、ミミズぐらいで悲鳴を」

「大地の神よ！　なんてなんて素晴らしいミミズなの！　この太さ、この長さ、この艶つやめき、この素晴らしい動き、なんてなんて神こう々ごうしい！」

[image: ]

　ケイトは絶句した。悲鳴かと思った叫びは歓喜の嬉声だったようだ。

「こんな素敵なミミズを私に贈おくってくださるなんて……とーっても、素敵な方よね」

　ニヤリと笑うフェリアに、ケイトはさらに驚いた。この素晴らしい贈り物の意味を十分にわかっているのだと。

　ケイトは前日、自身と女官長をスパンとあしらった出来事や、ミミズ箱を物ともせずに対処するフェリアの度量に、心を大きく動かされた。弟ゾッドや騎士らが入れ込むはずの妃であると納なつ得とくする。何より、このフェリアの傍そばに侍はべることは心ここ地ちよいのだ。

　ケイトはちらりと弟ゾッドを見た。ニヤニヤしている顔は、他の騎士らも同じだ。『最高だろ？　フェリア様は』と言っているような笑みである。

　その瞳の輝かがやきにケイトは自然に頷いていた。そして、敏腕侍女魂だましいに火がついた。

　そんなケイトの内情など気づかぬフェリアは、ニマニマとミミズ箱を覗のぞいている。

「このミミズたちで、良い土ができるわ。ふわっふわの土を作らなきゃ」

　フェリアはニコニコと笑って発したのだった。




　フェリア邸は慌ただしい。

　王の夜のお渡りに続き、翌々日には侍女がついたこと、その翌日には後宮の洗礼たるミミズ箱も届いたのだ。二カ月半、ある意味穏やかに過ぎていた日々が一変した。

　まず、ケイトによる令嬢たるに見うる教育とやらが始まった。

「フェリア様、おはようございます」

　日の出前に起き出すフェリアより早く出勤したケイトは、邸宅に入りフェリアに声をかけた。

　フェリアは邸宅の扉とびらが開く音で、すでに目覚めていた。入ってきたケイトの挨あい拶さつに、笑みを返す。

「ケイト早いね」

　フェリアはすぐに起き上がろうとするが、ケイトはそれを制する。

「そのままでお待ちくださいませ。井い戸どから水を持ってきます」

「いえ、その程度自分でできるわ」

「いいえ、お・待・ち・ください」

「……わかったわ」

　フェリアは口を尖とがらせた。それに対してケイトはすぐに指し摘てきする。

「そのような可か愛わいらしいお口は、是ぜ非ひとも王様の前でお願いします」

　フェリアは一いつ瞬しゆんにして頰を染めた。パクパクと口が動き、しかし応戦できず、邸宅を出ようとするケイトを睨む。ケイトの思い通りが嫌いやで、起き上がろうとするフェリアに、扉を出る寸前のケイトが振り返った。

「せっかく、お声がかかり張り切って仕事を任されました。ですが、仕事をさせてもらえなければ……お暇いとまとなりましょう。二人の息むす子こが頑がん張ばってと送り出してくれましたが……ああ、母は任されたフェリア様のお世話を放ほう棄きした不届き者として、きっと牢ろう獄ごくに入れられてしまうのですね」

　フェリアの足はベッドから出る寸前であったが、勢いよくベッドに戻った。

　ケイトはわざとらしく、おぃおぃおぃと泣くふりだ。

　フェリアにも、そのわざとらしさは十分にわかっているが、あの文言を言われてしまえば従うしかなく愛あい想そ笑わらいをケイトに向ける。

「ケイト、お顔を洗いたいわ。お水を持ってきてください」

　フェリアにとっては精いっぱいの指示を出す。しかし、ケイトは首を横に振る。

「侍女如ごときに、お願いはいけませんわ、フェリア様」

　ケイトの指摘に、フェリアは起き抜けの頭を回転させた。

「ケイト、お顔を洗うお水を」

　満足のいく発言を得たケイトは頭を下げて出て行った。

　パタンと扉が閉まると、フェリアはふぅと息を漏らす。手持ちぶさたになり、思わず起き上がりそうになるのを必死に堪えた。

　ケイトの令嬢教育は、フェリアに何もさせないことから始まった。それには訳がある。フェリアに世話をされる経験をさせるためだ。いや、経験などでなく、それを日常にしなければならない。

　なぜなら、今さらであるがフェリアは妃候補であるからだ。さらに言えば、夜のお渡り後、マクロンからの要望で侍女がついたということは、フェリアが寵ちよう愛あいされている証明であり、妃候補の候補は外れたようなもの。侍女であるケイトに課せられた使命は、フェリアにまず、令嬢生活を身に着けさせることである。何でも独りでこなしてしまうフェリアに、お世話されることを日常にさせるのが一番の関門だ。

　だが、世話をされることに慣れていないフェリアは早々に痺しびれを切らす。

「ケイト、これは譲ゆずれないわ！」

　フェリアは何もしないことに、心も体も悲鳴を上げていた。フェリアは鍬くわを死守している。薬草畑の仕事だけは譲れぬのだ。

「朝のお着き替がえだってさせたじゃない。髪かみだって任せたわ！　食事作りだって、指示しただけよ。お片付けもしなかったわ！」

　必死に訴えるフェリアを見ている騎士らはその物言いに口を押さえた。発言した内容全ては、普ふ通つうの令嬢であるなら至し極ごく当然のことである。騎士らは笑いを堪えている。

　無敵であったフェリアに、今や強敵が現れた。ケイトではない。その名は『普通の令嬢生活』という曲くせ者ものだ。

「普通の令嬢は、畑仕事などしないものですよ」

「じゃあ、普通の令嬢って何をしてるのよ！」

　フェリアの叫びが邸に響ひびいた。

　ケイトがニヤリと笑う。

「一に教養」

　ケイトはフェリアに一歩近づく。

　フェリアは後退さる。

「二に作法」

　ケイトはずい、ずいっと前に出る。

　フェリアは小さく悲鳴を上げた。

「三にダンス！」

「ひぃぃっ！」

　フェリアは逃げた。ケイトの思おも惑わくがわかったからだ。

「そのようにスカートを翻ひるがえし走るなど、淑しゆく女じよの作法ではありません！」

　フェリアは持ち上げていたスカートから手を離し、それでも逃げる。

「お待ちを！」

「スカートを翻さなければいいのでしょ！　ほら、素敵に軽かろやかに走る作法じゃない」

　まさにこれこそフェリアであろう。フェリアはケイトに向かって鼻高々にふふんと笑って逃げている。

　フェリアとケイトのバトルが始まった。フェリアとケイトの距きよ離りは離れる一方だ。

　ケイトは、負けていられない。

「ご冗じよう談だんを！　淑女はヒールを履はくものですわ。それで軽やかに走れてこそ素晴らしき作法。フェリア様にはご無理でしょうね？　おーっほっほ」

　その物言いに、フェリアは足を止めケイトに向き直った。そうである、売られた喧嘩を買わぬフェリアではない。

「おーっほっほ。ヒールごとき履きこなしてしてみせますわ！」

　フェリアの闘とう争そう心に火がついた。それはつまり、まんまと嵌はめられたことになるのだが。

「まあまあご無理なさらずに。きっと立つこともままならないでしょう。ええ、本当にご無理はなさらずに」

　ケイトは達観した笑みで姿勢正しくフェリアに言い放った。足元は軽やかにステップを踏んで、フェリアを挑ちよう発はつしている。

「いいえー、無理なんてしておりませんわ。ヒールとやらを用意しなさい。履きこなしてみせますわ」

　フェリアはケイトに負けず姿勢を正す……言こと葉ば遣づかいが変わる……それは正しく令嬢らしい立ち姿であった。

　こうして、フェリアの令嬢教育は幕を開けた。本人は気づいていない。

　外堀が埋まっていっていることを。




　慌ただしくなった後宮生活は続く。

「フェリア様、少々よろしいでしょうか？」

　フェリアに声をかけたのは、朝食をフェリア邸でよく食べる騎士である。

「何？　ああ、いつもの？」

「ごっほん！」

　気軽に答えたフェリアにケイトが咳せき払ばらいする。

「ええ、よろしくってよ。いつもの塗と布ふ薬草かしら？」

　フェリアは苦笑いの顔で言いい換かえた。

　この騎士は首のコリが酷ひどく、いつもフェリアに塗布薬草を貰もらっていた。

「はい。ですが、私のではなくて」

　騎士はそこで言いい淀よどむ。

「誰だれのものか詮せん索さくはしないわ。症しよう状じようを教えてくれるかしら？」

　騎士はホッとし、塗布薬草を望む者の症状を口にする。

「首だけではなくて、目も疲ひ労ろうしているようです。本をよくお読みになる方です。たくさんの文もしたためております」

　誰かという詮索はしなくても、誰であるかは明白だ。

　ケイトはゾッドの耳元に声を落とす。

『あの騎士は、何番目のお妃様の警護騎士なんだい？』

『９番目だよ、姉さん』

　騎士の言いようは、毎日顔を会わせる者であり、それも夜よる遅おそくまでとなれば、自おのずと塗布薬草が必要な者が妃だとわかる。勉強熱心な妃なのだろう。

　しかし、フェリアは気づいてはいない。フェリアの興味は症状にしかないからだ。




　翌日、別の騎士が声をかける。

「フェリア様、パンを一つ二ついただけませんでしょうか？」

「ええ、いいわよ」

　フェリアは楽しげにパンを成形している。いつもと違うのは、パンが可愛らしい動物の形をしていることだ。

　ケイトには少々お小言を言われたが、食事を作るのではなく、お菓か子しパン作りは教養の一つだとそれらしく言い、晴れて久しぶりのパン作りに精を出している。

　フェリアはうっぷんを晴らさん勢いでパンを作っていく。うさぎの形、ねこの形、いぬの形、とりの形……ちょうちょ、とんぼ……へび、このあたりで、騎士らはすでに笑いを堪え、ケイトはキッとフェリアに鋭するどい眼光を向けた。

「おほ……おほほほほ、ケイトったら、クルクル渦うず巻まきパンにするのよ。いやあね、そんなに見つめちゃって。ええ、わかっていますわ。息子さんに包んであげてね。あっ、えっとどのパンが欲ほしいのかしら？」

　フェリアはパンを欲しがった騎士に問う。

　騎士は、うさぎとちょうちょのパンを希望した。

「妹さんにかしら？」

　フェリアはパンを包みながら騎士に訊きく。

「あ、いいえ。あの……えっとですね」

　騎士はどう答えようか迷っているようだ。

　フェリアはその迷いを完全に違う方向に勘かん違ちがいした。

「素敵な贈り物ね。私も宝石より、可愛いパンを貰った方が嬉うれしいわ。お幸せに」

　つまり、恋こい人びとにパンを贈るのだと勘違いしている。

　騎士は目をパチパチと瞬まばたかせた。

「い、いいえ！　滅めつ相そうもありません。高貴なお方です。あーもうっ、七歳さいの女の子です。フェリア様が思っているような間あいだ柄がらではありません！」

　騎士は口早に発した。

　フェリアは、キョトンとしている。

　その横でまたもケイトがゾッドに問う。

『あの騎士は、何番目のお妃様の警護騎士なんだい？』

『１番目だよ、姉さん』

『なるほどね』

　後宮の食事に飽あきたのだろう。食が進んでいない妃に、フェリアの作る軟やわらかく甘あまく体に良いパンは打ってつけだ。マクロンとて一口でその美お味いしさにはまったのだから。見た目も可愛らしければ言うまでもない。

「七歳でも女の子は乙おと女めですわ。あなたの真心が伝わるといいですね」

　フェリアはニッコリ笑ってパンを騎士に渡した。

　騎士はフェリアの言葉に、少し顔を綻ほころばせ頭を下げた。

　この騎士の担当の妃は、マクロンの言っていたままごと姫だ。

　姫の年ねん齢れいに合わせ、担当にした騎士は十七歳の新米騎士である。ビンズ騎士隊の最年少騎士だ。強面こわもての騎士では、七歳の姫を怖こわがらせるかもしれないと案じたビンズの配はい慮りよであった。通常、この騎士が姫の遊び相手である。そう、ままごとの相手である。

　早々に邸を出ていく騎士をフェリアは見送る。

「恥はずかしがらなくてもいいのにね」

　その一言で、最後までフェリアが勘違いしたままであると皆が苦笑いした。




　フェリアの情報は王の夜のお渡り以降、後宮に広まっている。フェリアと懇こん意いの妃候補はいないため、情報源の一つは警護騎士である。フェリア邸で寛くつろぐ騎士たちだ。

　妃の情報を安易に口にすることははばかられたが、比ひ較かく的てき妃候補と騎士の関係が平へい穏おんな妃邸では、よく語られていた。

　ゾッドらから伝え聞いたフェリアと女官長との戦いは、語る騎士も、聞く妃候補らも楽しく爽そう快かいな気分になる。高位妃候補や女官長から嫌がらせを受けている低位の妃らは、羨せん望ぼうの眼まな差ざしを想像のフェリアに向けていたりもした。また高位の姫らには、楽しく刺し激げき的な話としてフェリアの武勇伝は伝えられている。

　その過程で、警護の騎士は妃の不調を心配し、フェリアに改善を依い頼らいした。塗布薬草である。また、七歳の姫は、マクロンとフェリアの出会いの話に、うっとりした瞳で聞き入った。それを知る騎士は、フェリアの乙女発言に顔を綻ばせたのだ。

　反して、夜のお渡りのあったフェリアを敵対視する妃候補らの情報源は女官長だ。

　こちらは、いかにフェリアが妃候補に相応ふさわしくないかと蔑さげすむ話ばかりである。

　フェリア本人の知らぬうちに、妃候補の間でもまたフェリアに対する外堀がある意味埋まろうとしていた。




　フェリアの慌ただしい日々はまだ続く。

　朝食の賑にぎわいが、夕食にまで及およんでいるためだ。その背景は、フェリア邸の警護強化である。マクロンやビンズ、騎士らが危き惧ぐしていることが起こらぬように、自然な態勢作りであった。

　しかし、侍女はケイトのみである。そのケイトは、二人の息子の世話で夕刻には邸を出る。

　夕刻になり、フェリアは満面の笑みでケイトを送り出そうとしていた。

「くれぐれも、作法・口調には細心のご注意を」

「ええ、わかっておりますわ」

　ケイトのお小言にも慣れてきたフェリアは、ここで応戦したら時間の無む駄だであることも身を以もつてわかっている。数日間、反発応戦を繰くり返かえし意味がないことに気づいたのだ。

　ケイトが帰った夕刻からが、フェリアの自由な時間であるからだ。ここで応戦しても、寛ぐ貴重な時間を奪うばわれるだけなのだ。図はからずも、フェリアは応戦以外の対応を習得していっている。それは、今後の社交の場で役に立つだろう。腹の探さぐり合あいのような会話こそ、令嬢が習得すべき教養とも言えるのだから。

　ケイトが門扉を出たと同時に、フェリアは令嬢から田舎娘むすめへと変わる。

「ゾッド、服脱ぬいで。袖そでが綻んでるわよ。繕つくろうわ」

　ポン、ポーンとヒールを脱いで、両足が土を踏みしめれば、フェリアのお転てん婆ばは復活する。邸宅にそのまま走っていき、裁さい縫ほう道具を持って帰ってきた。

「皆も今のうちよ！　綻んでいるところは繕うから衣服を持ってきて」

　そんなフェリアだから、騎士らは笑むのだ。

「ゾッド、袖以外にも右みぎ肘ひじのところを厚い布で裏から補ほ強きようしておいたわ」

　フェリアは裁縫が趣しゆ味みである。他の令嬢らが刺し繡しゆうを趣味とするのと同じように、フェリアは裁縫を趣味としていた。趣味の域を超えているのは、服一着を難なく作り上げる腕うで前まえで明白だ。

「よく、わかりましたね？」

　ゾッドはびっくりしている。ゾッドは剣けん以外に、戦いの途中、右肘を使って相手を打つ奇き襲しゆうをすることがある。ゾッドの十八番おはこだ。そのため、騎士服の右肘はよく薄うすくなるのだ。見た目にはわからないのだが、フェリアにそれを指摘されて、ゾッドは驚いた。

「ふふ、兄二人が服を傷いためる名人だからね」

　そうは言っても、簡単に見破られるものではない。フェリアの前で戦ったところを見せてもいないし、服の袖の裏などフェリアは確認などしていないのに、わかってしまったのだ。フェリアの観察眼にゾッドは敬服した。

　それは他の騎士とて同じで、自身で気づいていない癖くせや体のバランスなども、フェリアに服を繕われながら指摘されている。

「これで皆の……弱点はわかったわ。いざ、勝負よ！」

　フェリアの発言に騎士らは啞然とした。

　落ちている木の棒を持つと、フェリアはゾッドに勝負を挑む。

「体が鈍にぶっているから、協力しなさい」

　フェリアの木の棒が勢いよくゾッドに振り下ろされる。

　ゾッドは慌ててかわし、これまた落ちている木の棒を足で蹴けると宙から落ちてくる棒を摑つかんでフェリアと対峙した。

　騎士らから喝かつ采さいが起こる。

　フェリアと騎士らはちゃんばらを楽しんだ。誰もフェリアのお転婆を止める者はいない。ケイトはいない。ビンズもいない。もちろん、マクロンもいないのだから。

　31番邸は今日も賑やかである。

　時に身近に感じる親しさ、時にかしずくほどの芯しんの強さ、騎士らの心はフェリアを妃にと望む。

　外堀は騎士らの間でも埋まる。もちろん、フェリアは気づいていない。もう逃げられはしないだろう……。




　そして、フェリアの情報はもちろんマクロンにも届いている。

　ケイトや女官長を黙だまらせた一件や、後宮の洗礼たるミミズ箱のこと、ケイトによる令嬢教育のことも。伝わっていないのは、騎士らとのちゃんばらぐらいだ。

　マクロンはクックックと笑って愉しそうだ。つと、マクロンは良いことを思いついたと、ビンズにそれを相談した。

「贈り物ですか……」

　ビンズは難しそうな顔で呟つぶやいた。

　マクロンは木箱に入れて贈り物をしたいと考えた。送り主を告げずの木箱をフェリアに開けさせ、驚かせたいと思ったのだ。あの朝のように、頰を桃色にさせる贈り物は何だろうか？　と考えて心がうきうきと軽やかになる。マクロンは、そんな状態の自分を笑った。

　対してビンズは難しそうな顔を崩さない。他のお妃様との公平性が崩れてしまう。そうでなくても、夜のお渡りはすでに周知されているだろう。フェリアに対する他のお妃様の敵対心が煽あおられてしまいかねない。すでに、洗礼たるミミズ箱が届けられたのだ。

　加えて、もし贈り物を実行したとしても中身の問題がある。宝ほう飾しよく品など贈ってもフェリアは嬉しいと思わないだろう。ビンズは頭を悩なやませた。

「公平性を失わず、フェリア様がお喜びになる贈り物とは、難題にございますね」

「生しよう涯がいの伴はん侶りよである妃を選ぶのだ。元々公平性などないだろう。31まで位をつけているのだから。対外的に位があるなら、王である私の心情的優位をつけても良かろう。私は絶対にフェリア嬢に贈り物をするぞ」

　マクロンは、ビンズの心配をのみ込むほど、フェリアはその上をいくだろうと思っている。その実力がなければ、マクロンの求む妃にはなれない。他の妃からの敵対心をさばけるほどの実力を望むのだ。本人には自覚はないであろうが、ビンズや騎士らを惹ひきつける人間性、女官長やミミズ箱をものともせずに対処する器うつわは、きっとそうなのだろう。

　マクロンは、お飾かざりの妃はいらない。愛だけをささやく妃もいらない。愛しか求めない妃もいらない。自身を支えうるかもしれぬ高位貴族の傀かい儡らい妃であっても願い下げである。

「ならば……生き地じはどうでしょうか？」

　ビンズはそう答えながら、考えをまとめている。

「フェリア様は服をご自分で作っておいでです。騎士らの服も繕っておられていたりと。趣味だとおっしゃっていました」

「では、好みの生地を贈ろうではないか。すぐに手配を」

「いえ、贈り物でなくするには王様が望む生地を送るのです。『私の服を作ってくれ』との手紙をつけて。それなら、贈り物になりませんしね」

　ビンズはそう言いながらうんうんと頷いている。

「まあ、作られるのはお忍しのびに使えるように平民の服をと、依頼するのです」

　それを聞いたマクロンは悪戯いたずらな顔をした。

「城下町でデートしよう、としたためたら面おも白しろいであろうな。フェリア嬢の顔はどう色づくだろうか」




　ミミズ箱から三日が経たった。

　妃選びの最初の段階も後一週間ほどである時に、王マクロンからの木箱がビンズによってフェリア邸に運ばれる。木箱にはマクロンが選えりすぐった生地が入っている。

「それは何ですか？」

　ケイトがビンズに問うた。

　ビンズはハハッと乾かわいた笑いをし、その質問をスルーした。そして、フェリアに木箱を差し出す。

「フェリア様、こちらをどうぞ。門扉に置かれておりました」

「まあ、この前より大きな箱ね」

　フェリアはふふふと楽しげに笑った。臨戦態勢ばっちりである。

「私が開けましょう。もしも危険なものが入っていたら大変ですから」

　ケイトが箱に手をかけた。

　ビンズは思う。確かに中身は危険だ。マクロンからのものである。心情的危険物と言っていいだろうと。

「まあ、これは生地ね」

　フェリアは中を覗き込んで呟く。その生地の上に手紙を見つけフェリアは手を伸のばした。

　ケイトがそれを阻み、代わりに手紙を手に取り、刃は物ものなどが入っていないかと確かめた後にフェリアに渡した。

　フェリアは中の手紙を開く。

『私の服を作ってほしい。私がお忍びで城下町に行く際の平民服を。できうれば、私と共に城下町でお忍びデートをしよう。クルクルスティックパンを一緒に食べようではないか』

　フェリアの目がパチパチと瞬かれ、次第に頰が色づいていく。ケイトが不ふ審しんに思い、手紙を確認しようとするが、フェリアは素早く手紙を胸に押し当てた。

　それから、フェリアはビンズにその熟うれた顔を向ける。睨んでいるにもかかわらず、それはそれは美味しそうな……マクロンが望んだ小さな芽吹きのような表情だ。

　ビンズはホッとした。心の土台はあったようだと。

「お、お返事を……」

　フェリアの口から出た言葉にビンズは晴れやかに笑みながら頷いたのだった。




「ビンズ、ここで待っていて」

　邸宅の入口でビンズを待たせ、フェリアは中に入った。邸宅の中で再度手紙を開く。読みながら、フェリアは落ち着かないようでうろうろしている。

『フェリア様、お返事の紙はありますでしょうか？』

　外から声がかけられ、ハッとしたフェリアは荷物の中を探して紙を取った。

「あ、ありがとう。紙、ありますので、ちょっと待ってください！」

　フェリアはテーブルに紙を置き、ペンを取った。しかし、ペンは動かない。フェリアは焦あせった。焦るあまり一言、本当に一言だけを書いた。

『頑張ります』

　たったそれだけで、一日働いた後のような疲労感である。フェリアはその一言と、マクロンの文を並べた。気づいてしまえば、悪戯心に火がついた。

　文には差出人の署名がない。ないが、それはマクロンだとわかる。

　ビンズが持ってきた木箱であること、何より、クルクルスティックパンの記述である。あの朝出したパンだからだ。

　フェリアは荷物箱の中から、リボンを選ぶ。宝飾品はないが、髪を飾かざるリボンはたくさん持ってきた。それだけがフェリアを飾る物なのだ。服作りで余った布にレースをつけたりした凝こったリボンである。

　そのうちの緑の一本を手にし、文に巻く。封ふう蠟ろうと印章のないフェリアにとっての、唯ゆい一いつフェリア自身からだとわかるものだ。あの朝、髪を飾っていたリボンであるから。

　フェリアは扉の前で一呼吸して開けた。

「これをマクロン様にお願いします。それと、マクロン様専任の針子さんから採寸表をもらってきてくれませんか」

　フェリアの口調は幾分早口で、少し愉しげだ。

　ビンズはマクロンと同じフェリアの愉しげな表情に、クスリと笑みが漏れ了りよう承しようする。

　フェリアがその笑みに反応して、何か言いたげに小さく口を開けたが、出てくる言葉はなかったようで『もうっ』と言っただけであった。

「すぐに手配します。……後、一週間でお妃様の意向を伺うことになります。よろしくお願い致します」

　フェリアは、ビンズのその発言に体が跳はねた。浮うき足あしだった心がスーッと引いていく。

「王様のお気持ちは、木箱につまっております。真心のお返事をお願い致します」

　コクンと頷いたフェリアの顔は凜りんとしていた。




　ビンズが邸から去った後、フェリアは稀き少しような薬草の種を蒔いた畑をしゃがんで眺ながめていた。蒔いてまだ一週間しか経っていない種が発芽することはない。

　しかし、フェリアは眺めている。そこにある薬草への希望と……これがこの王城に留まる理由になることを、フェリアは喉のどがつまったかのように感じていた。

『違う……それを理由にしてはいけないわ。会いたい……また、会いたいのだもの』

　思い出すのはマクロンからの手紙である。ビンズの言葉である。

　真心の返事をどう返していいのかと、フェリアはほんのり頰を色づかせ、芽吹いていない薬草畑を眺めながら思うのであった。




　マクロンはリボンを手に遊ぶ。思い浮かぶのは、それが飾られた髪。まだ触れたことのないそれが、どんな手て触ざわりなのだろうかと思う。その思いは、触れたいという欲求だということに気づき、『まいったな』と小さく呟いた。

「え？　何かお困りですか」

　その呟きをビンズに拾われたマクロンは、何でもないと切り返そうとしたが、ふと思い至った事をビンズに問うた。

「次の三十一日は三カ月後になるのだな？」

「そう……なりますね。31番目のお妃様がお残りになる意向であるならば」

　マクロンはドクンと衝しよう撃げきを受けた。常に感情を面に出さないマクロンが、眉み間けんにしわを寄せている。感情をあえて出し、周囲を威い圧あつすることはあるが、心の機き微びを出すことはそうそうないマクロンがである。

　ビンズの言葉の衝撃がマクロンを動揺させた。マクロンの権力を以てして、留まらせることはできるだろうが、それでは駄だ目めであるのだ。心がそれを望んでいないのだから。

　マクロンはリボンを見つめる。

『会いたいものだ』

　ポロンとマクロンの心がその声を落とした。

　フェリアとマクロン、あまりに短い交流が互いの心を惹きつけたのだった。
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　しとしと

　しとしと

　恵めぐみの雨が薬草畑を潤うるおしていく。

　フェリアは、邸てい宅たくの窓から薬草畑を眺ながめていた。

「マントだけで大だい丈じよう夫ぶかしら？」

　フェリアの目は、マントのフードを目ま深ぶかに被かぶった邸やしきを警護する騎き士しらに移っている。

　騎士の真っ黒なマントは雨に濡ぬれていた。門もん扉ぴにはゾッドが立っている。

「騎士らは屈くつ強きようですから大丈夫ですよ。フェリア様、さあこちらへ」

　ケイトがテーブルに積み上げたものは、ダナンの歴史書である。今日の教育は教養ということだろう。

　フェリアは、にっこりと笑えんで椅い子すに座すわった。

　後宮に着いたばかりの頃ころのフェリアなら、きっとげんなりとしたはずだ。

　しかし、フェリアは変わった。何が変わったと言明することはできないが、フェリアは確実に変わっている。心に芽め吹ぶいたものの影えい響きようであろう。

　しとしと

　しとしと

　……

　ザアー

　ザアー

　雨の降り方が変わったのは、夕刻の頃だ。ちょうどケイトが帰宅するちょっと前の時間にである。

「ねえ、ケイト。雨が強くなる前に帰宅なさったら？」

　フェリアは外を気にしながら発した。

　ケイトも窓に視線を向ける。

「そうですね。少々早いですが本降りになる前に帰らせていただきます」

　帰り支じ度たくを始めたケイトをおいて、フェリアは立ち上がり窓まで歩いた。強くなりつつある雨と暗くなった空を見つめている。

　その目に、遠く向こうの灰色の空に光が這はうのが見えた。その瞬しゆん間かん、フェリアの顔色が変わる。ケイトには、外を見つめるフェリアの表情は見えない。

「では、フェリア様、失礼致いたします」

「ええ、ええ……気をつけて帰ってね」

　フェリアの声が少しだけ震ふるえていることに気づいたケイトは、持っていた荷物を置いた。

　新人の侍じ女じよであるなら、見過ごしたであろう。しかし、ベテランの敏びん腕わん侍女であるケイトはフェリアの異変を感じ取っていた。

「フェリア様、どうかなされましたか？　お寒いようでしたら、暖だん炉ろを強めますが」

　それは震える声への対応である。

　けれどフェリアは振ふり向むかない。

「フェリア様？」

　ケイトはフェリアに声をかけながら、横に並んでフェリアを見た。

「フェリア様！　こちらへ！」

　真っ青で、唇くちびるの色を無くしたフェリアにケイトは慌あわてた。

「だい、大丈夫よ。気にしないで。いつものことだから」

　フェリアは言葉を詰つまらせながら、弱々しい笑みをケイトに返す。

　突とつ如じよの異変に、ケイトは怪け訝げんな顔でフェリアを窺うかがった。促うながすように暖炉の前へとフェリアを移動させる。

「ほんと、嫌いやになっちゃうわ」

　フェリアは暖炉の前の揺ゆり椅子に腰こしかけた。いや、崩くずれるように体を落としたと言った方が正しいかもしれない。

　ケイトはすぐに膝ひざ掛かけを用意し、フェリアの膝にかけるとその前に屈かがんだ。

　フェリアと目を合わせ、決して強ごう引いんに促したりはせず、ただ優やさしく微ほほ笑えんで待った。

　フェリアは最初こそ弱々しい笑みで大丈夫だと呟つぶやいたが、外からの小さな異変に体を硬こう直ちよくさせた。

　ケイトはそれに気づく。

「雷かみなりが近づいておりますね」

「雷が怖こわいなんて可お笑かしいでしょ？」

「いいえ、大半の令れい嬢じようはそんなものですよ」

「ふふっ、お転てん婆ばでも？」

「怖いものがない人間などおりませんよ」

　ケイトの返答にフェリアは肩かたの力が抜ぬける。

「私、三年前まで怖いものはなかったわ。だから、きっと人ではなかったかも」

「まあまあ、それは最強でございましたね」

　フェリアもケイトも笑った。その間にも雷は近づいてくる。

「……三年前、雷雨の日に知らせを聞いたわ」

　ぽつりと語り出したフェリアの体はまた小さく震えた。

「お父様とお母様が亡なくなったと聞いたのが雷雨の日だったの」

　その言葉と同時に閃せん光こうが走る。轟とどろきは追ってくるはずだ。

　その一いつ瞬しゆんの静せい寂じやくの中、トントンと邸宅の扉とびらを叩たたく音がした。

　ケイトがフェリアを気にしながらも扉を開けると、ビンズが立っており、待っていたかのように轟きが鳴なり響ひびいた。

「ぃゃょ」

　ケイトの背に聞こえてきたのは、とても小さな声だ。

　すると、ガタンと椅子の倒たおれる音が聞こえ、振り返るとフェリアが蒼そう白はくな顔で立ち上がっていた。

　その姿を見たビンズは慌てる。ケイトも同様で、急いでフェリアの元に戻もどった。

「聞きたくないわ！」

　フェリアは叫さけび、耳を塞ふさぎ蹲うずくまった。フェリアの脳内に、マントを纏まとったずぶ濡れのリカッロが、瞳ひとみを真っ赤にして両親の死を知らせた日のことがよみがえる。

　ケイトは、フェリアを雷雨から守るように包つつみ込こんだ。

「いいえ、違ちがいます！　怖い知らせではありません！　フェリア様、どうかお気を確かに！」

　轟きよりも大きな声でケイトは発した。

　ケイトはそのまま震えるフェリアを抱だきしめ続ける。そして、母親独特の子こ守もり歌を、雷鳴をかき消すように大声で歌い続けた。

「母の匂においがするわ」

　フェリアはケイトに抱きしめられたまま、そうぽつりとこぼし、雷雨の音を拒きよ絶ぜつするように眠ねむりについた。




　その知らせはすぐにマクロンに届いた。しかし、31番邸には行けない。そういうしきたりであるからだ。

「行かせろ！」

　マクロンは感情をあらわにビンズに迫せまった。

　ビンズは王間の扉の前で両手を広げて阻はばんでいる。

「いけません！」

　マクロンはビンズの胸むなぐらを摑つかみ、その体を退どかせようとする。その手をビンズは摑み返し、体を引き戻す。揉もみ合あい互たがいに引かぬ男の意地がぶつかる。二人の競せり合あいは、息がかかるほどの瞳の睨にらみ合あいで止まった。

「惚ほれた女を抱きしめにも行けぬ腑ふ抜ぬけに私をするのか！」

　マクロンは吠ほえた。

「しきたりです。王様は行けません」

　ビンズは鬼き気き迫るマクロンの瞳から逸そらさずに返した。

「ケイトがすでに落ち着かせ、フェリア様は眠りについております」

「確かめさせろ」

　マクロンははやる気持ちを抑おさえられない。あの桃もも色いろの肌はだが蒼白になり、崩れるように眠りについたと聞いて、抱きしめたいと思うことがなぜいけないのかと憤ふん怒ぬする。ビンズや騎士らが会えるのに、なぜ自分だけが会えぬのかと胸が沸ふつ々ふつと苦しくなる。ただ、確かめたいだけだ。愛いとしい者の大事ない姿を。ただ、傍そばに居たいのだ。愛しい者の最も近くに。

　そのマクロンの葛藤は目前のビンズには痛いほどわかっていた。

「黄色い花がお好きです」

　ビンズは突如それを口にした。

　マクロンは眉まゆを寄せ、何を言っているのだというような表情である。

「後宮の生活が始まって少し経たったとき、お疲つかれが溜たまったフェリア様は夕食も摂らず寝ね込こんだことがございました。その時に、世話になった騎士らは、お見み舞まいにと黄色いガーベラをフェリア様に持って行ったそうです。お日様色の黄色が好きなのだとおっしゃっていました。『惚れた女』のお見舞いに花も持たずに行くのですか？」

　マクロンは眉み間けんにしわを寄せたままであるが、ビンズを離はなした。

「今はまだ、後宮は起きている時間。堂々とばれてどうするのです？　しきたり違い反はんでフェリア様がお妃きさき候補から除外されていいのですか？　狡こう猾かつな貴族らに弱みを見せられませんように。『今は』行けません。後宮が寝ね静しずまってから、王様でなく『惚れた女』に会う男としてお見舞いください」

「ビンズ、お前……」

「一応、側近なんでこれぐらいは補ほ佐さできますよ、王様。さっさと庭で花でも摘つんできてください」

　マクロンは強こわばっていた体を弛し緩かんさせた。天てん井じようを見上げ、目を閉じて息を吐はき出だす。

「すまぬ、不ふ甲が斐いなく動どう揺ようした」

　その瞳が窓に移る。雨は降り続いていた。マクロンは冷静になった頭で導き出した。

「お前が王で、私が騎士だ。31番邸は雨あま漏もりが酷ひどいのだ。騎士が補修せねばならんな。さあ、ビンズ、それを脱ぬげ」




　想おもいがしきたりを凌りよう駕がする。黒いマントの騎士がフェリアのベッド脇わきに立った。

「雷雨の日にご両親の死を知らされたそうです」

　ケイトはそう発した。それだけで、この異変の全ては理解できるだろう。

　黒いマントの騎士は、未いまだ色を失っているフェリアの頰ほおに手を伸のばしたが、途と中ちゆうで躊ちゆう躇ちよし握にぎり拳こぶしを作る。マントの内側に隠かくし持っていた黄色いガーベラを出し、ベッド脇の花か瓶びんに挿さした。

「帰ってよい。後は私が傍に居よう。ダナンの王でなく、単なるマクロンが共に居る」

　マクロンは騎士の黒いマントを脱いだ。

　マントを受け取ったケイトは、頭を下げて静かに邸宅を後にした。

「姉さん、今夜雨漏りの修理に来たのはビンズ隊長です」

　ゾッドはそう言って、ちらりとケイトの持つマントを見た。ケイトの手にあるのはビンズの騎士マントである。マクロンがビンズのふりをして羽織ってきたマントだ。

「ああ、わかっているよ。見つからぬように頃合いを見て王様に声をかけておくれ。私は一いつ旦たん帰るけど、明日はいつもより早く登城しよう」




　邸宅内では、マクロンがフェリアの頰に伝った涙なみだの痕あとを、湿しめらせたハンカチで優しく拭ぬぐっていた。

「母が亡くなった日のことを、私も覚えている。私たちは似ているかもしれないな。母が亡くなった日は雨が降っていた」

　優しい音色で、声は紡つむがれていく。

「ずっと、雨の日の亡くなった母しか思い出せなかったのだが、先日あたたかい母を思い出したのだ。フェリア……君の手料理だ。忘れていた幼い頃の思い出は、私を癒いやしてくれた。だから、私も君にあたたかいご両親を思い出してほしいと思う」

　マクロンはその夜、雷雨が止やむまでフェリアの傍に寄より添そった。時おりうなされるフェリアに『大丈夫だ、ここにいる』と優しい声をかけ続けた。

　しかし、マクロンは決してフェリアに触ふれはしなかった。

　ハンカチ越ごしにそっと震えるまつ毛を拭ふき、ただ寄り添う。

　肌に触れるのは、互いに心通わせてからだと、マクロンは思った。いや、初めて触れるなら、フェリアの瞳を……笑え顔がおを見ながらでないとと思ったのだ。

　本当なら、今すぐ抱きしめ、フェリアを慰なぐさめたい気持ちは溢あふれ出でそうなほどある。フェリアの四し肢しを余すところなく抱き寄せ、蒼白になった心と体を温めたいとも。

　ビンズにさらけ出したその激情を否定することはない。間ま違ちがってもいない気持ちをマクロンは抑えたりはしない。その気持ちも、寄り添う穏おだやかさも全てフェリアに向けるものだ。マクロンはここでも『まいったな』と呟いた。

　反する想いの葛藤は、マクロンの胸を苦しくさせるが、それを不快には感じない。苦しいのに、抱いていたい気持ちだからだ。

　夜は更ふける。慈いつくしみが邸宅を温めていた。

　フェリアが、マクロンの秘密の来訪を知ることはない。なぜなら、フェリアがマクロンに告げず給きゆう仕じをしたように、マクロンもフェリアに告げず傍に寄り添いたかったのだから。




　登城したケイトとマクロンが交代する。いつもなら人の気配で起きるフェリアであるが、この日はケイトに起こされた。

　ケイトは、いつものようにフェリアに接する。その優しさをフェリアは受け入れた。少しだけ違うのは、フェリアが時々ケイトに抱だき着ついて母の匂いを確かめていることだけだ。

　まるで、母子のような戯たわむれに、本来なら厳しく教育するケイトであるが、この日ばかりはフェリアを十分に甘あまえさせた。

「このお花……」

　フェリアはベッド脇のガーベラにそっと触れてケイトに視線を移した。

「さあ、私ではありませんね」

　ケイトの返答にフェリアは騎士らを思い出す。前回寝込んだ時も見舞ってくれたのは騎士らだ。しかし、前回と違うのは、ガーベラの茎くきに白い上品なレースが巻かれていることである。だが、騎士らはまだフェリア邸ていに訪おとずれる時間ではない。それに巻かれたレースの上品さが騎士らにそぐわず、フェリアは小首を傾かしげた。

「まあ、素す敵てきなレースリボンですね。本日はそれを結ゆいましょう」

　ケイトが慣れた手つきでフェリアの髪かみにリボンを結った。

「ケイト……」

　フェリアは言いい淀よどむ。あのガーベラは誰だれが持って来たの？　そう問いたい気持ちを胸の内に留とどめた。そっとガーベラを持つと、花びらに残った一いつ滴てきが指を濡らした。『雨の滴しずく』の匂いが鼻をかすめる。誰かが残した一滴の痕跡を、フェリアは感じ取っていた。




　昼過ぎに、ビンズがフェリア邸を訪れた。元気そうなフェリアにビンズは安あん堵どする。

　すぐにマクロンに伝えたいところだが、ビンズはかしこまって頭を下げた。

　フェリアはティーテーブルの上で作業中のマクロンの服を畳たたむと、ビンズに向き合う。

「珍めずらしいですね。こんな昼間に来るなんて。何用です、ビンズ？」

　フェリアは、姿勢正しくビンズに問うた。

「三日後、王様主しゆ催さいのお茶会が開催されます。お妃様全員がお揃そろいになるお茶会になります。最終日夜会に向けてのお妃様のお顔合わせとなりますので、欠席はできません。無理にとは申しませんが、全てのお妃様の情報を網もう羅らしておくことをおすすめします。ご準備をお願い致します」

「お妃様に関しては、私からお伝え致します」

　ケイトのその発言に、フェリアは穏やかに笑んで小さく頷うなずいた。ビンズが招待状を差し出すと、フェリアは受け取らずケイトに視線を送る。ケイトが招待状を受け取り、危険がないかを確かく認にんした後、フェリアはそれを受け取った。

　今日のフェリアとケイトは視線で会話できるほどに繫つながっている。先日までのフェリアは、自身で手紙に触れようとした。しかし、今日には改められている。

　フェリアは中を確認し、小首を傾げた。

「軽装で良いの？」

　招待状には、『のんびりとお茶を楽しめる軽装で』と記されていた。

「王様のご指示です」

　ビンズの返答に、フェリアは『わかりました』と答えた後、ティーテーブルの上の作業中のマクロンの服に目をとめた。

「あ、あの……マクロン様、いえ、王様は」

　フェリアはそこで言葉が途と切ぎれた。

　どう過ごされているの？　今何をしているの？　お元気ですか？　……昨夜はどこにいましたか？　どんな言葉を繫げればいいのかと、フェリアは思案した。

　だが、本当に訊ききたいことは何なのかと問われれば、上う手まく言葉にできないのだ。

　フェリアは、出来上がる寸前の服にそっと手を滑すべらせた。

「ビンズ、ご依い頼らいの状じよう況きようをお伝えしたいのですが、また文を頼たのんでもよろしいかしら？」

　フェリアが今マクロンと繫がれるものは、これしかない。フェリアの頰に桃色が乗った。昨日の蒼白の顔色とは違う熟うれた色づきに、皆みなが安堵の息を心の中で吐いた。

「はい、ご依頼主様もお喜びになりますでしょう。『頑がん張ばり』状況を是ぜ非ひともお伝えください」

　ビンズのその発言に、フェリアはマクロンがビンズに前回の文の内容を教えたのだと知り、羞しゆう恥ちに駆られた。桃色がさらに色味を増した。

　フェリアは邸宅に入り、勢いのまま文字を綴つづる。今回の文は三行だ。

　文に巻くリボンを選ぶ。感情のままに、真っ赤なリボンを手に取った。フェリアは強くリボンを結ぶと、邸宅の前にいたビンズに渡わたした。

『私は誰にも文を見せません。大切な私だけの言葉にしたいから。二人だけが知る言葉にしたいから』

　……ビンズに託たくしてから、フェリアは気づく。その文には服の依頼の状況がいっさい書かれていないことと、赤面ものの言葉を羅ら列れつしたということに……。




　ビンズは王塔とうに戻る。王間で待つマクロンに、妃全員に招待状を渡したことの報告をするためである。

　王間の扉に手をかけたと同時に扉は勢いよく開き、目前にマクロンの顔が迫る。

　マクロンはフェリアの状況を矢や継つぎ早ばやに問うた。今朝早く邸を出たときは、フェリアの顔色は戻っていたものの、夜中にうなされていたフェリアを知っているマクロンは、心配でならなかったのだ。

　ビンズは何度も大丈夫だと答える。しかし、マクロンは執しつ拗ように詳くわしくフェリアの具合を問うた。想いは目の前にフェリアが居れば抑えられるが、離れてしまうと溢れ出る。

　そんなマクロンに呆あきれたビンズは言うしかない。

「王様の服に触れるフェリア様の頰は、桃色に染まっておりましたよ。お加減は戻ったのでしょう。……ええ、それはとても熟れた色づきでして、残念ですね王様。見ることができなくて。ああ、それにレースのリボンもお似合いでした。これまた、見ることができなくて残念ですね」

「……お前、わざと言ってるだろ」

　マクロンは悔くやしそうにビンズに発した。だが、フェリアの回復に表情は明るい。これでやっと安心できる。さらに、ビンズの言った状況が手に取るように思い浮うかばれて、マクロンの口角は若じやつ干かん緩ゆるんでいた。と同時に、ビンズの発言にイラついてもいて、マクロンは髪をクシャクシャと搔かく。

　そのイラつきを察し、ビンズはマクロンにフェリアからの手紙を渡した。

　そうして届けられた文は、マクロンに衝しよう撃げきを与あたえる。

「王様、フェリア様は何と？」

　ビンズの問いにマクロンはそそくさと文をしまい、答えない。

『二人だけが知る言葉にしたい』というフェリアの想いと、マクロン自身もそうしたいとの想いが重なる。この文のやりとりは、二人だけのものであるのだ。

「ビンズ、お前はフェリア嬢じように何と言ったのだ？」

　ビンズの問いには答えず、マクロンは疑問を口にした。依頼の状況だと言うビンズの言葉とは全く違う文の内容に、マクロンはそう問うしかない。

「えっと、『頑張り』状況をお伝えくださいと言いましたが、フェリア様は何と？」

　マクロンは、ああ、なるほどと思った。

　この文の橋はし渡わたしであるビンズが、前回も同じように『フェリア様は何と？』と訊き、『頑張りますと書いてある』と嬉うれしそうに言ってしまったことを思い出したからだ。

　つまり、フェリアは文の内容をビンズに知られたことに、拗すねているのだろう。

　依頼の状況を伝えるのを忘れるほど、フェリアにとってマクロンの手紙がとても大事な物であったとの証明とも言える。

　もし、目前でこの文の言葉を言われたならば、マクロンは有う無むを言わさずフェリアを腕うでの中に閉とじ込こめたはずだ。拗ねて抗こう議ぎするフェリアの口を塞いだかもしれない。それくらいの衝撃であった。

　そんなことを考えているマクロンは、ビンズの二度の問いに答えていない。ただほんのり耳を赤くして、『まいったな』とまた同じ呟きを口にする。早朝まで傍に居たというのに、また会いたい、すぐにでも本当は触れたいという欲求が増すばかりだ。

　そのマクロンの呟きもビンズは拾った。

「また、何かお困りで？　フェリア様から難題が出されたのですか？」

　マクロンは首を横に振る。

「なぜフェリア嬢は、31番目の妃なのだろうな」

　想いが走り出せば、止められないものだ。

　しきたりが二人を会わせ、しきたりが二人を裂さく。いや、二人の想いは裂かれたりしない。互いに同じ想いを抱きながら惹ひかれ合うものだ。

　その切なげなマクロンの呟きに、ビンズは困ったように頭を下げるだけであった。










[image: ]




　フェリアは出来たてのワンピースを着てくるりと回った。後宮生活翌日にビンズが運んだ透すかし織りの生き地じで作ったワンピースである。

　裾すそがふわりと控ひかえめに舞まう。スカートの裾はくるぶしまであり、いつものフェリアの裾丈たけとは違ちがい令れい嬢じよう然とした上品さがある。淡あわいブルーのワンピースに透かし織りの生地をウエストから重ね、ふんだんにギャザリングされている。軽装でありながら、刺し繡しゆうやステッチが施され、随ずい所しよに手の込こんだ仕立て上がりだ。

「……ええ、とてもお似合いでございます。ですが、他のお妃きさき様らはドレスでありましょう。浮ういてしまいますが、よろしいのでしょうか？」

　ケイトは、眉み間けんにシワを寄せた。確かに招待状には『のんびりとお茶を楽しめる軽装で』とは記されていたものの、妃らはそれなりのドレスで参加するはずだ。夜会用でなく、軽く見えながらもドレスの体を崩くずさないだろう。そう、ケイトは思っている。

「ええ、良いのです。私は、招待状のお言葉通りにしたいのです。マクロン様のお言葉を真まっ直すぐに捉とらえたいのです。たとえ、それが間ま違ちがっていたとしても恥はずかしくはないわ。それに、ドレスだってないのだもの」

　ケイトは小さく深呼吸し、わかりましたと頭を下げた。そして、自身も着き替かえる。

　フェリアのお連れはケイトである。他の妃らは、父親や兄弟を連れていくだろう。また、他国の姫ひめらは自国の騎き士しをお連れにするはずだ。

　侍じ女じよをお連れにする令嬢は、フェリアだけであるとケイトは確信している。それと共に、フェリアに対する後宮の女たちの洗礼も予想できた。ケイトはグッと腹に力を込める。フェリアにはきっとケイトしか味方がいないのだからと。

　フェリアは、そんなケイトの様子にクスリと笑った。

　フェリア自身もケイトの杞き憂ゆうに気づいてはいる。どんな目にあうのか、どんな事が起こるのか、心細くなるよりも、楽しみでならない。そんなことはおまけ程度のことであり、フェリアの目的はただマクロンに会いたいだけだ。

　瞳ひとみが重なったあの朝のことをフェリアは忘れない。トクンと胸が新な生き物になり、フェリア自身に主張し出したあの朝を。感謝の意を述べるマクロンの穏おだやかな笑えみを。そして、丁てい寧ねいな文字を。心躍おどらせる悪戯いたずらな台詞せりふを。前日届けられた『二人だけの言葉にしよう』という返事も。きっと、マクロンからであろう寄より添そうように、知らずに置いていかれた黄色いガーベラやレースのことも。全て、忘れない。

　フェリアは、これが一時の気の迷いでなければと、いつも朝あさ陽ひに確かめていた。たった一度瞳を交かわしただけのマクロンが心に棲すみつき離はなれない。

『会いたいの。会って確かめたいの』

　フェリアもマクロンと同じ思いを呟つぶやいた。

「どうして、私は31番目の妃なのかしら」

　次の三十一日までは長すぎる。しきたりがフェリアとマクロンを分かち、しきたりが二人の想おもいを重ねる。

　フェリアの少し下がった眉まゆと呟きは、ケイトの胸を締しめつけた。

　こちらもビンズと同じく、頭を下げるだけであった。




　お茶会は、王城の中庭で開かい催さいされる。

　中庭は、王塔とうと王おう妃ひ塔の間に広がっている庭園である。王妃塔の前に広がるのが後宮で、王塔の前には四つの施し設せつが続いている。中庭側から闘とう技ぎ場、練兵場、武器鍛たん錬れん場、執しつ務む殿でんである。後宮と対ついになる広さで、ダナンの国力の中ちゆう枢すうになる。

　王塔と王妃塔は三階が外通路で繫つながっており、マクロンはそこから王城全体を眺ながめるのが常であった。政務の鬱うつ積せきを発散させるためだ。その通路の眼下に中庭があり、マクロンはここで毎朝鍛錬をしている。マクロンが心落ち着かせる重要な場だ。

　さらに言えば、この中庭は王や王妃の専用庭と言っていいだろう。後宮からは王妃塔を通らねば中庭には出られない。王塔も然り。王塔を通らねば闘技場等からは中庭には通じない。この中庭は、王と王妃の許可なく入れない場所なのである。

　本来、夜会であるはずの全体交流の催もよおしがお茶会になったのはマクロンの意向だ。

　夜会など開こうものなら、三十一人もの妃らとマクロンは踊らねばならない。たった一人、手を取りたい相手まで三十人もの壁かべを打うち砕くだかねばならぬ夜会など、マクロンにとっては苦痛でしかない。最終日には、残る妃を発表する夜会もある。連日に近い夜会の開催よりも、茶会にした方が良いだろうとのマクロンの要望はすんなりと通った。

　そして、マクロンはあえて気軽な服装をお茶会に指定した。どの招待状にもそう記した。これもマクロンの意向である。気軽なお茶会に、王を籠ろう絡らくしようと、ある種艶なまめかしいドレスコードで現れる妃候補を見定める狙ねらいもある。

　邸やしきでの交流時では許容されても、公おおやけの場で、しかもマクロンの主しゆ催さいで勘かん違ちがいも甚はなはだしい格好をする野心溢あふれる妃候補を、マクロンは認めたりしない。その行いを長老らに見せ、判断をあおがせようとの狙いもある。

　さらに、このお茶会にはもう一つマクロンが指定した催しがある。

　お茶会と言うからにはと、マクロンは妃候補ら皆みなにおすすめの茶葉を持参するように命じた。三十一のお茶の中で、マクロンが選んだ茶葉を持参した妃候補と、マクロンはテーブルを同じくすると通達したのだ。

　妃候補は全部で三十一人。一テーブル五人、六テーブルで三十人。王のテーブルに一人で三十一人となる。全部で七テーブルでのお茶会だ。また、お連れは一人だけと指定した。

「さて、行くか」

　立ち上がったマクロンの後ろにビンズも続く。マクロンもビンズも軽装で、ズボンとシャツだけ。準正装にもならぬ出いで立たちだ。

　中庭が見えてくる。きらびやかな装よそおいがマクロンの目に入ってくる。『のんびりとお茶を楽しめる軽装で』という言葉通りの王マクロンに、あのきらびやかな連中は近づくことを躊ちゆう躇ちよするであろう。

　マクロンの策略はすでに始まっているのだ。茶葉の持参も、お連れを一人とすることも。




　マクロンが立ち上がった頃ころより一刻早く、妃候補らは王妃塔から中庭の待機場に通され、淑しゆく女じよの嗜たしなみである噂うわさ話ばなしに花を咲さかせていた。中庭から一番遠いフェリアは出で遅おくれ、すでに妃候補らが集まった待機場に視線を集める形で登場することになった。

　さあ、嵐のお茶会の始まりだ。

　洗礼はまず嘲笑あざわらいから入る。お茶会に姿を現したフェリアを、他の妃候補らが嘲笑っている。ヒソヒソと声を潜ひそめながらも、その声はフェリアに届く程度の大きさであった。

　しかし、フェリアはそれさえも可お笑かしくてならない。

「ケイト、すごいわね。嘲笑いとヒソヒソ話も淑女教育の一つですの？　ヒソヒソなのに聴きこえる程度の大きさの声って、幼い頃から教育しないとできないわよね。それに、あの扇せん子す。口元を隠かくしているのに、嘲笑いが見えるわ。あの目ってどのように教育してできるものなの？」

　フェリアの発言に、ピタリと嘲笑いもヒソヒソ話も止やみ中庭が一いつ瞬しゆんにして凍こおりついた。

　フェリアに憎ぞう悪おの瞳が向けられる。もちろん、全員ではないが。

「王様主催のお茶会で、そのようなみすぼらしい格好をしている31番目さん、少々お口の音が下品ですわよ」

　そう言って、ミミリーがフェリアと対たい峙じした。これでもかと言わんばかりの派手なドレスは、ミミリーの高こう慢まんな態度に似合っていた。令嬢然とした縦巻きの銀の髪かみ。気の強さを象しよう徴ちようするようなパープルの瞳は、フェリアに敵意を向けている。

　隣となりに立つのは父親であるブッチーニ侯こう爵しやくである。フェリアを一いち瞥べつし鼻で笑った。ミミリーとの差を笑ったのであろう。華はなやかと質素の対比は見た目に十分であるからだ。

　後ろで控えているケイトは、悔くやしそうに唇くちびるを嚙かんでいた。そして、フェリアに耳打ちする。

『15番目のお妃様であられるミミリー侯爵令嬢様です。横の方はブッチーニ侯爵様、北ほつ方ぽう鉱山の税収によりダナン国を支えておられます。また、国道の管理職もしておられます。それと、ミミリー令嬢様は先日のミミズ箱の送り主でもあられます』

　フェリアは目を見開いた。

　その顔に、ミミリーとブッチーニ侯爵は位高くフェリアを見つめた。

　侍女の囁ささやきは、自分たちの地位をフェリアに伝えたのだと認にん識しきしている。つまり、フェリアは恐きよう縮しゆくし頭を下げるだろうとの高慢な態度である。

「まあ！　ミミズー令嬢様ですの。先日はありがとうございます！　あんな素す敵てきなミミズを贈おくってくださる素敵な方ですのね。私、ミミズー令嬢様にお会いしたら、感謝をお伝えしたいと思っておりましたの！　ありがとうございます、ミミズー令嬢様」

　ミミリーの顔がピキリと音を出す。いや、実際音は出ないが、ピキリという表現が相応ふさわしい。

「ミミリーよ！」

　盛せい大だいな声がフェリアに降り注いだ。




　その声はマクロンとビンズにも届いていた。二人は少し前から、中庭の待機場に集つどう者らを王塔の戸口の隙すき間まから見ていた。そう、嘲笑いとヒソヒソ話のあたりから。

　ビンズは肩かたで笑っている。

　マクロンも清すが々すがしいほどの笑え顔がおだ。その笑顔のまま、中庭の待機場へと一歩踏ふみ出だした。

　マクロンの登場で、妃候補らが道を開けていく。その道はフェリアに続く道である。マクロンにこの惨さん事じを見てもらおうとの下げ衆すな思いがそうさせていた。幾いく人にんかの心ある妃候補らは、その反対にフェリアへの助たすけ舟ぶねとも言えるマクロンを向かわせようと。

「フェリア嬢じよう、素敵なワンピースだな」

　颯さつ爽そうと現れたマクロンの第一声はフェリアの名を呼ぶことであった。

　心の準備ができていなかったフェリアは、返答できずただ頰ほおを桃もも色いろに染めている。そして、ハッと気づいたように口を開きかけたとき、ミミリーが隙をついて参入した。

「王様、このような素敵なお茶会に参加でき嬉うれしく思いますわ」

　マクロンは一番にフェリアの声が聞きたかった。それを邪じや魔まされ笑みは消え去った。

　そんなマクロンの表情など見えぬのか、はたまた気づいていないのか、ミミリーはフェリアに対して発した声とは一オクターブ高い甘あまったるい声を出す。

「私、このお茶会のために遠方より稀き少しような茶葉を用意致いたしましたの」

　ミミリーはそう続け、マクロンの体に自身を寄せようとした。

　しかし、それをマクロンは許さない。無表情でミミリーを一瞥するとスッと体を引き、傍かたわらのフェリアには優やさしい笑みを向ける。

　そのフェリアは、ミミリーの変わりようにも、マクロンの両極端の変わりようにも、ポカンと口が開き瞼まぶたをパチパチとさせるだけだ。

「さあ、皆始めようではないか。我は今日の茶会を楽しみにしていた。のんびりとした時間を過ごしたく、いや、過ごしてもらいたく軽装でと招待したのだが……どうやら、我と合う服装はフェリア嬢だけのようだな。さて、茶会場まで十数歩であるがエスコートさせてくれるだろうか、フェリア嬢？」

　マクロンはミミリーを完全に無視し、フェリアをエスコートするように肘ひじを出した。

　エスコートなど受けたことのないフェリアは、忙せわしなく瞳を泳がせたが、背後のケイトの指示によってぎこちなくマクロンの肘に手を添そわせた。

「王様、お待ちに」

　ブッチーニ侯爵がたまらずマクロンを呼び止めた。

　一番下位の貧びん乏ぼうくじのお妃様を、マクロンがエスコートするなどあり得ないと思っていたのだろう。思わず声を出してしまったのだ。

　進みかけた二人の歩あゆみは止まる。

「何だ？」

　マクロンはまたも無表情な顔に戻もどりブッチーニ侯爵を見やった。

　そこに至ってやっとブッチーニ侯爵はマクロンの意向を感じ取る。ここまで両極端の顔を見せつけられれば気づかぬはずはない。ミミリーにつけた侍女から、王との親交は芳かんばしくないと聞いてはいたが、まさかここまでとは思っていなかったのだ。

　辞退の通告も挽ばん回かいできると踏んでいた。しかし、王の意向ははっきりと示されている。よって、ブッチーニ侯爵はただ、丁寧に頭を下げ一歩退くしかなかった。

　だが、それに反しミミリーは一歩踏み出す。どこまでも我が道を行くミミリーである。

「王様、私は先日の件を恥ずかしく思い、対処致しましたの。20番目のお妃様の伯はく爵しやく令嬢様と和解致しましたわ」

　ブッチーニ侯爵が諌いさめるように向けた瞳も感じ取れなかったのか、ミミリーはキョロキョロと周りを見み渡わたし、その令嬢を見つけると『こちらにいらして』と猫ねこなで声ごえを出した。

　20番目の妃は、ミミリーとは違い、マクロンとの最後の交流後、自分から辞退を申し出ていた。マクロンの思いを十分に理解しての行動である。その後、ミミリーからの権力をちらつかせた嫌いやがらせで、精神的に追いつめられていた。国道を通さぬとの脅おどしを受けて。

　それらの報告は随ずい時じ騎士よりマクロンに届いていた。

　親の権力を我わが物のようにする行いのどこが和解というのか。

　さらに言えば、この場がお茶会であることを忘れているのか、自身の弁明やら和解などする場ではないことを理解していない言動に、マクロンは今後の対処を思案する。

　呼ばれた不安げな伯爵令嬢を手で制し、小さく頷うなずいてみせた。令嬢も軽く会え釈しやくを返した。

「だから何だ？」

　ミミリーに問うたマクロンの声は冷たい。

「え？」

　ミミリーはマクロンから思っていた言葉を聞けず、どう答えようかとあぐねている。

「だから何だと訊きいている。我が優しい言葉でもかけると思っていたのか？　侯爵の権力を我が物とするその考えを思い直せ。ブッチーニ、子に甘すぎると侯爵家を潰つぶすことになるぞ」

　マクロンは言い終わると、フェリアを促うながし茶会場へと移動した。

　取り残されたミミリーは周りの令嬢らを威い圧あつするように見渡す。それから、フンッと澄すました表情で茶会場に向かう。ミミリーにマクロンの言葉の意味は通じていないだろう。

　だが、ブッチーニ侯爵は状じよう況きようを理解したのか、渋しぶい顔をしてミミリーを諌めていた。

　マクロンらを追うように、ぞろぞろと妃らが茶会場に向かった。




「さて皆様、茶葉をお持ちですね」

　進行のビンズが声を上げた。

「周知の通り、王様にお茶を選んでいただきます。皆様、あちらでお茶を淹いれてください」

　遠くに王宮の侍女らが並んでいる。その前には、お湯とカップが整然と並べられていた。

「皆様の様子が見えぬように、王様と長老様方は一いつ旦たんこの場を離れ、王塔でお待ちいただきます。三十一のお茶がこちらのテーブルに並びましたら、王様と長老様方をお呼び致します」

　長方形のテーブルは三十一客のカップを並べられるほど長い。

「では、王様、長老様、王塔内でお待ちください。お連れの方は番号札をご確かく認にんください」

　色づいた頰のままマクロンを見上げるフェリアに、マクロンは視線を落とす。

　まだ二度しか視線を交わしていないのに、まだちゃんと二人で会ってはいないのに、瞳が離れるのを拒こばんでいた。

「淹れてきます」

　名残なごり惜おしそうなフェリアの言葉に、マクロンは頷く。

「ああ、楽しみにしているよ」

　フェリアの視線を背後に感じながら、マクロンは再度王塔に入った。

　待つ間、マクロンは自身の意向を長老らに伝えることにしていた。十日前であったなら、委ねていたであろう妃選びであるが、今や心が求める妃がいる。

　マクロンは高こう揚ようする気持ちを落ち着かせるように一ひと息いきついた。

「会いたいと思う妃はただ一人だけだ。名を呼びたい妃もただ一人」

　マクロンの意向が伝えられた。




　フェリアはマクロンの背を見送った。

　フェリアと同じようにマクロンを見送る妃候補は少ない。我先にと、お茶淹れ場に妃候補らは向かっていた。お茶は温度が命であるからだ。

　フェリアもビンズが指示した場所に向かう。令嬢らとお連れたち、王城の侍女らが、うじゃうじゃ、うにょうにょと集まるその場所へ。

「フェリア様、十分お気をつけてくださいませ。あの女官長も居おりますゆえ」

　ケイトはフェリアに小声で忠告した。ケイトから妃の情報が伝えられる。それを確認しながらフェリアは歩む。

「ええ、わかっているわ。ケイトも気をつけて。この王城の侍女はあなたを敵視しているわ。唯ゆい一いつ侍女のお連れでお茶会に参加できるあなたを妬ねたんでいるわ」

　二人は目前の敵地に乗り込んでいった。




「まあ、これは、これは31番目のお妃様。並んでくださいましね。あなた様は31番目でございます故ゆえ、最後のお茶淹れとなりますので」

　女官長の言葉である。マクロンのいないお茶淹れ場で、いっさいの加護がないフェリアを手ぐすねひいて待っていたのだろう。

　そう、お湯が冷める31番目でお茶を淹れさせる嫌がらせのために。

　ケイトは悔しそうに顔を歪ゆがませた。手はず通りに。

　フェリアは、『あらぁ、まぁ』と困ったように見せかけている。

　女官長や、フェリアを敵視する妃らは、まさにざまあみろとの顔つきでフェリアを見てふんぞり返った。その妃らをフェリアは頭の中に刻きざみ込こんだ。

　そして、その筆頭たるミミリーが女官長の横に現れる。

「邪魔よ。もうっ、31番目ごときがなぜここに居るのかしら？　後にしてよ。全く気が利きかない田舎いなか娘むすめね」

「まあ、ミミリー様。全く気がつかず、すみません。中庭の豪ごう華かで精密なオブジェかと思っておりましたわ。あまりに素す晴ばらしい出で立ちですから」

　ミミリーの派手な姿に気づかぬはずはない。賛辞を入れ込みながらの罵ののしりこそ、淑女の嗜みであり力量だ。フェリアは、ミミズ箱なる稚ち拙せつな物を贈ったミミリーに対して引くことなどしない。この対応こそ、フェリアが新しくケイトから学んだことでもある。

　ミミリーがグワッと目を見開いてフェリアを睨にらむ。

「ほほほ、そうね。私の存在感はあなたのような一いつ般ぱんの者とは違いますもの。あなたは中庭よりも、畑がお似合いだわ」

「ええ、ですからミミズをいただいたのですね。ありがとうございます。ですのに、私ったら返礼の品も贈っておりませんもの、お怒いかりは当然ですわ。必ず、『生きのいい』返礼品をと思っておりますの。うふふふふ」
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　ミミリーは応戦するも、フェリアの『生きのいい』返礼品発言に小さく悲鳴を上げた。

　ミミズのお返しをしていなかったことを引き出して、『生きのいい』お返しとの発言は、謝意を述べながらの応おう酬しゆうだ。

　フェリアのうふふふふとの笑い声、ミミリーを見み据すえてのニタリとの笑み付きは、ミミリーの想像を確定させる。『生きのいい』生き物のお返しなのではと。

「結構よ！　田舎者に施ほどこされる筋合いはなくってよ」

「あら、残念ですわ」

　頰を引きつらせて叫さけんだミミリーに、フェリアは全く残念そうにない笑顔で答えた。

　このフェリアを数人の妃候補が心の内で応おう援えんしている。フェリア武勇伝を伝え聞いた姫らや、無理やり後宮に召めし上げられた令嬢、ミミリー令嬢たちに虐しいたげられた令嬢らだ。

　彼かの女じよたちは、警護の騎士からフェリアと女官長との戦いを聞いていた妃候補らである。ミミリーとのバトルを耳を大きくして聞いており、扇子で隠れた口角は上がっている。

　また、異い彩さいを放つのは２番目のお妃様で、マクロンからは疎うとんじられていたが、この姫はフェリアを羨せん望ぼうの眼まな差ざしで見つめている。彼女は、気位が高いように見せかけて他の妃候補らとの交流を避さけてきたのだ。元々、人見知りが激しい姫の処世術である。

　独りだけ身分の違った者が、高位の者らと渡わたり合あっていることに、自身とは違う強さをフェリアに感じていたのだ。自分ではできぬ振ふる舞まいに、尊敬の念を抱いだいていた。

　そんなことなど露つゆほども知らぬフェリアは、ミミリーに令嬢らしく一礼した後、後方31番目に控えた。

　ほとんどの令嬢がお連れと共にお茶を持ち、長テーブルに戻っていく。

　フェリアの番になり、女官長や王城の侍女らの監かん視しのもと、フェリアはお茶を淹れた。

　本来なら、妃自身がお茶を淹れたりはしない。手伝わないのも女官長や王城の侍女らの嫌がらせである。しかし、フェリアにとってお茶淹れは至し極ごく当たり前のことで、その嫌がらせの意味はなかった。

　そして、その茶葉の色、お茶の色に周りがざわつく。

　フェリアの淹れたお茶は、爽さわやかな緑色である。そのようなお茶など見たことのない女官長や侍女らは、ゲテモノでも見るような目つきで、さらに口々に蔑さげすんだ。

「田舎茶ね。田舎の青あお臭くさい娘の茶よ」

　フェリアとケイトは気にもとめない。低温で淹れた緑茶を持って嬉しそうに戻っていった。そう、お茶は緑茶である。あの朝、マクロンに目覚めのお茶として出した薬草茶だ。高温の湯より、低温で淹れた方が美お味いしいお茶である。

　所定のテーブルにフェリアはお茶を置いた。ケイトに視線を送り、番号札をソーサーの横に置かせた。

　覗のぞき込こむように令嬢らはフェリアのお茶を見る。ここでもお茶淹れ場と同様に、フェリアのお茶に令嬢らが驚おどろいた。嘲あざけりとヒソヒソが始まる。

　しかし、高位の姫らはそれを見て別の意味で目を丸くした。東方の稀少なお茶であると一目で見み抜ぬいたのだ。

　もちろん、フェリアは東方から取り寄せてはいない、自家製の緑茶であるが。




　三十一のお茶がテーブルに並んだ。すぐに中庭へ戻ったマクロンの動向を妃候補らが見つめる。

「王様、このテーブルに並んだお茶の中から、お好きなものをお選びください」

　ビンズの発言の途と中ちゆうで、マクロンはフェリアのお茶のカップを手に取った。マクロンは一見して、すぐにフェリアのお茶がわかったからだ。目を閉じても、香かおりだけでもわかる自信がある。

「フェリア、こちらへおいで」

　極ごく上じようの甘い声をマクロンは発する。妃らに見せつけるように。

「王様、札の確認がまだですので」

　ビンズは苦笑いで告げた。伏ふせた札を裏返し、皆に見せる。札には31と記されている。

「フェリア」

　マクロンはもう一度フェリアを呼んだ。このお茶会でマクロンが名を呼ぶのはフェリアだけである。マクロンはフェリアに王のテーブルに来るように促した。

　だが、その結果に声を上げる者が現れた。

「王様！」

　声を上げたのはミミリーである。

「皆が懸けん命めいな思いで持ち寄ったお茶にございます。どうぞ、他もご試飲くださいませ！」

　恥はじも外聞もなく、ミミリーは感情のままに発していた。

　それを、高位の姫である妃らは、眉を寄せて一瞥した。マクロンがフェリアのお茶を選んだことに、納なつ得とくしているのだ。

　貴重な緑茶の存在を知っており、自身のお茶の完敗を潔いさぎよく認めているからである。

「三十一杯ぱいを試飲しろと？」

　マクロンはミミリーをいっさい見ない。長老やビンズにそれを問うた。

「王様、失礼致しました。ミミリー、やめなさい」

　すぐにブッチーニ侯爵がミミリーを諌めたが、ミミリーは感情を抑おさえられず口に出してしまう。

「そんな田舎娘の青臭い茶に、私のお茶が劣おとるなんてことありませんわ！　父上、どうか王様を目覚めさせてくださいまし！　王様の目は濁にごっておいでです！」

「今、何と言いましたの？」

　その発言に真っ先に反応したのは、フェリアである。

「ミミリー嬢！　今何と言いましたの！　王様は、睡すい眠みん時間もままならない忙いそがしさで、公務をなさっているわ。それに加え、このようにお妃様選びで心身ともにお疲つかれよ。その心身はダナン国を背負っているのです！　どこが濁っていると？　目覚めていないのはミミリー嬢、あなたでしょう！」

　一いつ介かいの若き領主の妹が、国の重じゆう鎮ちんたる侯爵の令嬢に啖たん呵かを切った。

　マクロンが不敬罪で侯爵家を廃はいする事ができるほどの事態であったものを、図はからずもフェリアがマクロンよりも先に言葉を発することで防いだ。

　ブッチーニ侯爵が深々と頭を下げたが、その行こう為いがミミリーをさらに熱く激高させる。

「父上！　なぜです、なぜ田舎娘ごときに頭を下げるのです。おやめくださいませ！」

「王様、申し訳ありません。お妃を辞退させます」

「嫌よ！　私は王妃になるのよ！　今までだってそうだったわ、私の願いが叶かなわないなんてこと絶対にないんだから！」

　ブッチーニ侯爵の辞退申し出に、ミミリーが食ってかかる。その我わが儘ままこそ、ブッチーニ侯爵が甘やかして育てた証明であった。

「ほおぉ、お前の願いが叶わないことは絶対にないのか」

　マクロンはフェリアをビンズとケイトに預け、ミミリーの前に立った。凄すさまじい気き迫はくで、瞬まばたきもせず彼かの嬢を睨んだ瞳は、怒りで射殺さんばかりの烈れつ火かである。


「お前が王妃になりたいと言えば叶い、

　お前が王になりたいと言えば叶い！

　お前が１番目の妃の国を欲ほつすれば叶い！

　お前が２番目の妃の国の滅めつ亡ぼうを願えば叶い！

　お前以外は全て価値なき者だと言うのだな？

　お前のために世界があると言うのか！」



「あ……ちがっ、違いま……違います。私、そん、な……違う、違うのです！　マクロン様ぁぁ！」

　ミミリー令嬢は膝ひざを崩し泣き出した。ブッチーニ侯爵はその傍らで片膝を着き、首を差し出すように項垂うなだれた。

　ここまでの事態になったことで、マクロンは侯爵家を廃することを余よ儀ぎなくされた。それほどの事態だ。マクロンは口を開く。

　しかし、それはフェリアに阻はばまれた。

「マクロン様」

　フェリアはマクロンに穏やかな笑みを向けた。

「ミミリー様は、とてもお優しい方ですの。私に唯一贈おくり物ものをしてくださいましたし、先ほどのお茶淹れの時だって誰だれにも声をかけられぬ私に、お声をかけてくださいましたわ」

　フェリアは、泣き崩れ恐きよう怖ふに震ふるえるミミリーの肩をソッと抱いて立ち上がらせた。

「返礼品はまだでしたわね。遅おそくなってしまいましたけど、このハンカチを」

　フェリアはミミリーに自身のハンカチを握にぎらせた。しかし、恐怖に震えるミミリーの手は上う手まく涙なみだを拭ふけず、フェリアは困った方ねと言いながら、グチョグチョになったミミリーの顔を幾いく分ぶん乱暴にハンカチで拭ぬぐった。それから、マクロンに向き直る。

「マクロン様、いえ王様」

　フェリアはそこで大きく深呼吸した。

「素敵だと思いましたわ。このように真正直な心をさらけ出せるミミリー様が。私、お茶会でいきなりヒソヒソと嘲り笑いの洗礼を受けましたの。それが令嬢の嗜みとわかっていても、馴な染じめませんでした。ですが、ミミリー様は違います。一直線に私に声をかけてくれました。うふふ、王様に真正面から食ってかかったように。ごめんあそばせ、食ってかかるなど言ってはいけませんわね」

　フェリアは自身を嘲笑った妃候補らに視線を移す。サッと顔を伏せるしぐさにフェリアは笑いが漏もれた。

「私、真正面から勝負をしない者は嫌きらいですの。堂々と私に立ち向かい、堂々と王様に物申すなんて、普ふ通つうはできませんわ。陰かげでは同じ思いを抱いているのに、人様に言わせておいて真っ向から来ない者、こんな状況なのに手を差さし伸のべぬ者、意見も言わぬ傍ぼう観かん者しやの如ごときあなた方が、ミミリー様を侮ぶ蔑べつするなんて許しませんわ！　王様の糾きゆう弾だんをまだかまだかと心待ちにしているのでしょ？　高位の者の没ぼつ落らくを見るのが楽しいんですの？　とっても下げ衆すなお考えですこと！　私、そんな者に屈くつしたくはありませんわ！」

　フェリアは妃候補らに啖呵を切った。

　マクロンはフェリアの啖呵に口角を上げる。

　フェリア武勇伝を聞く妃候補らのような心境であり、また、ビンズや騎士らから伝え聞くフェリア劇場を目まの当あたりにして、心が浮き立った。

「さあ、ミミリー様。堂々と胸をお張りなさい。あなたは真っ直ぐに純じゆん粋すい培ばい養ようされた令嬢ですのよ。そのお心は、まるで夢見る幼子のように清らかですわ。『王子様が迎むかえにきてお姫様になるのお』と私も幼少時に言っておりましたのよ。誰だって、王様や王子様のお妃様には憧あこがれるものです。だって、私たちは永遠の乙おと女めですもの」

　フェリアは眩まぶしい笑顔をミミリーに見せる。

『そうでしょ？』とフェリアが確認すると、ミミリーはコクンと頷いた。

　ミミリーはぐすんぐすんと泣いている。まるで幼子のように。

「さて、ブッチーニ侯爵様」

　フェリアはグインと首を回し、ブッチーニに張りついた笑みを向けた。

　ブッチーニの体が小さく跳はねた。フェリアの次なる攻こう撃げきは自分に向けられていると察して。

「王様もおっしゃいましたわ。子に甘すぎると侯爵家を潰すことになるぞと。意味は十分にわかっておられますね？　ミミリー様を蝶ちようよ花よと育てられたのは侯爵様ですものね。何でもかんでも叶えてきましたのね。自分の願いが叶わぬ現実をやっと今日味わったのでしょう。普通なら、我が慢まんを学ぶのです。心の抑よく制せいを習得していくのです。それが淑女というものでしょう。『世界の中心は私』なんてことは、お子様の間に終わらせるものですわ。『私の願いが叶わないなんてこと絶対にないんだから！』なんて言葉は、正しくお子様なのですよ。全く、国の重鎮たる方が何をお思いになられて、幼子の如き令嬢をお妃様に出したのです？　おっちょこちょいもほどほどにしてくださいましね」

　微び妙みように最後はミミリーを落とすあたりは、フェリアの悪戯心と言うべきものか。

　しかし、それはフェリアの思し慮りよ深ぶかさである。なぜなら……

「王様、幼子の言うことですわ。真に受けないでくださいましね」

　この言葉に繫がるからだ。

　マクロンはフッと笑い頷いた。

「幼子の戯ざれ言ごとである。大目に見よう」

　その発言に、フェリアは大輪の華のような笑みをマクロンに向けたのだった。




　嵐のお茶会は、閉会、解散となり、中庭にはマクロンとフェリア、ビンズとケイトが残っている。フェリアが最後になったのは、お茶をマクロンに選ばれた特権である。一番長く王と親交できる権利だ。

「フェリア嬢、次の三十一日を楽しみにしているよ」

　マクロンは、フェリアの髪に手を伸のばす。その手が、スルリとリボンを解いた。髪には触ふれていない。触れる時は二人の時がいいのだと、またもマクロンは己おのれの欲を抑え込む。

「貰もらって良いか？」

　フェリアの口が小さく開き、吐と息いきのような返事が聴こえた。その吐息に吸すい込こまれそうになったマクロンは、その代わりと言わんばかりに解いたリボンに口づけをした。

「そ、そのように、……お使いになっているのですか？」

　叱しつ責せきのような発言も、耳まで赤く染まり潤うるんだ瞳で言われては、マクロンは答えるべき言葉を意地悪せずにはいられない。男とはそういうものなのだ。

「触れられぬ代わりだと、わかってはくれぬか？」

　ボンッと噴ふん火かのように真っ赤になったフェリアの顔に、マクロンは満足げに微ほほ笑えんだ。

　その満足げなマクロンの顔が、フェリアの対たい抗こう心しんを煽あおる。

「では、私もそのように致しますわ」

　フェリアの赤らんだ顔は、挑いどむような目つきを加えマクロンを見つめている。

「私も、マクロン様のように依い頼らいされた服に、く、口づけを致しましょう」

　マクロンの目が見開かれた。その表情に気を良くしたフェリアは悪戯っぽく笑い、マクロンをさらに追つい撃げきする言葉を紡つむいだ。

「いつかは、触れてくださいましね」

　潤んで羞しゆう恥ちに震えた声、そして紡がれた言葉は、マクロンを石化させるには十分な威い力りよくであった。

　恥ずかしさのあまり早足でその場を去るフェリアの背が小さくなり、ハッとしたマクロンは大声で伝えた。

「手紙を書く！　私の元にリボンが増えることを願う！」

　それに応えるように、綺き麗れいな一礼がフェリアからマクロンに返されたのだった。




　こうして、嵐のようなお茶会が終わった。
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　邸やしきに戻もどったフェリアを待ち受けていたのは、またも木箱であった。

　ゾッドが困こん惑わくげに小さな木箱を持って立っている。

「15番目のお妃きさき様の例の侍じ女じよよりお預かりしました。ブッチーニ侯こう爵しやく様がこちらをフェリア様にお渡わたしするようにとのことでして。お断りはしましたが、半泣きされて受け取ってしまいました」

　フェリアはゾッドに木箱をティーテーブルの上に置くように指示し、ケイトにそれを開けさせた。

「ハンカチでございますね」

　小さな木箱の中に、丁てい寧ねいに折おり畳たたまれたハンカチが五枚ほど入っていた。

「お茶会で、フェリア様に助けられたこと、ハンカチを駄だ目めにしたことへの、ブッチーニ侯爵様からの謝罪とお礼でございましょう」

　フェリアは木箱の蓋ふたをパタンと閉じた。

「後宮の妃に殿との方がたが贈おくり物ものをする事の思し慮りよを欠いていますね。ブッチーニ侯爵様に一筆したためますので、ケイトは届けてください。王様を通してくださいとね。ゾッド、あなたはこのことをビンズに報告して」

　良い判断だと頷うなずくケイトに、フェリアは肩かたを竦すくめてクスリと笑ってみせる。

　つまり、王様とブッチーニ侯爵を会わせ謝罪の機会を与あたえようとする狙ねらい。加えて、事前にフェリアへブッチーニ侯爵が謝罪とお礼を贈ったことを、マクロンに伝えることで、心証を良くする算段だ。

　そして、ブッチーニ侯爵からのフェリアへの贈り物は、マクロンを通すことで正当化される。正式な謝罪とお礼となる。マクロンも許容するということだ。

　フェリアのこの機き敏びんで思し慮りよ深ぶかい判断は、マクロンの横に立つ妃に相応ふさわしいとケイトは心の内で思う。

　お茶会での一幕といい、この判断といい、『王おう妃ひ』に相応しい存在であると。

　そのフェリアの脅きよう威いは後宮に新たな事件を引き起こすのだった。




　嵐あらしのお茶会が妃らを動かす。一妃の失態だけで、後宮の序列が崩くずれることはない。

「やっぱり、ミミリー侯爵令れい嬢じようはボロを出したわね。全く、使えないお馬ば鹿かさんだったわ」

　その令嬢は侍女らに囲まれ、全身を磨みがきあげられている。見た目は上品で清せい楚そという言葉が似合う令嬢である。フェリアの黒とは対比となるような白銀の髪かみは、侍女らによって梳とかされている。深い緑の瞳ひとみは、微ほほ笑えめば癒いやしを与える感かん嘆たんするほどの神秘さであるが、睨にらめば心を凍とう結けつさせるほどの恐きよう怖ふを持っている。

「侯爵令嬢ごときが王妃を狙うなんて、本当にお馬鹿さんだわ。皆みなもそう思うでしょ？」

「はい、誠まことにその通りにございます。王妃に相応しいお方は、サブリナ様にございます」

　侍女の答えに、11番目の妃サブリナ公こう爵しやく令嬢はフフッと上品に笑った。

「田舎いなか虫も追い出せない能無しのお馬鹿さんなんて、王妃になんてなれるわけがないのにね」

　自国の妃候補筆頭であるのは、このサブリナ公爵令嬢だ。

「どんなに愛されても、後うしろ盾だてもない田舎虫だってそうだろうけれどね」

　そう言ったサブリナは、テーブルの上の茶葉を摑つかむと、ゴミ箱に落とした。高級茶葉をである。

「選ばれないモノなんていらないわ。……お馬鹿さんに唯ゆい一いつ同調できるのは、選ばれないなんてあり得ないってことよ！」

　その瞳が見つめるのは、王妃の座。

　このサブリナも侯爵令嬢と同じく、欲ほつするモノを必ず手に入れてきた。ただ、彼かの令嬢のような我わが儘ままな甘あまえん坊ぼうの幼子でなく、狡こう猾かつな手段でその手に欲するモノをおさめてきた令嬢として。選ばれないことがないように、事を運ぶ力を持っている。

「後宮の洗礼、受けてもらいましょう」

　上品であった笑えみが歪ゆがんだ。




　フェリア邸ていには、いつものように騎き士しらが訪おとずれている。

　朝食を食べ、畑仕事をし、仮か眠みんをとり、英えい気きを養い妃候補らの邸に向かう。それは、いつもの風景である。だが、そのいつもの風景に亀き裂れつが入る。

「な、なんてことなのでしょう！」

　見たこともない女が邸の門もん扉ぴで叫さけんだ。

「お妃様であらせられるのに、このように複数の騎士らをたぶらかすなんて！」

　女は目を見開きおおいに叫んだ。その声を待っていたかのように女官長が現あらわれる。

「まあっ！　王様にご報告せねば！　後宮の一大事にございます。31番目のお妃様、邸てい宅たくにて謹きん慎しんくださいませ！」

　取ってつけたような登場に加え、つつがなく紡つむがれていく言葉と行動は、フェリアとケイト、騎士らをポカンとさせるには十分であった。

「不ふ貞ていでございます！　不貞でございます、王様ぁぁ」

　女官長は大声で発しながら走っていった。そして、残された女はさめざめと泣きながら語り出す。

「サブリナ様から、フェリア様をお茶会にお呼びするように仰おおせつかって、参りましたのに……こんな、こんなふしだらな方だなんて。王様のお渡りもあるお妃様だというのに……王様の大切な方だから、サブリナ様も大切にしたいと……後宮で肩かた身みの狭せまい思いをしているのではと……お気き遣づかいになられて……ああ、サブリナ様サブリナ様ぁぁ」

　ここでやっと、この女がサブリナなる妃についている侍女であることを、邸の皆が理解した。しかし、大おお袈げ裟さな芝しば居いのような語りに、フェリアは白けている。相手をする気力も起きず、ほうっておこうと判断した。

「ほら、皆さん！　さっさとお食べになって。時間がございませんわよ。急いでくださいまし。仮眠時間が減りましたら、体がもちませんわ。後二日ですよ、頑がん張ばってくださいまし」

　フェリアは、門扉に蹲うずくまる侍女を完全に無視する。

　騎士らも、イタイ者でも見るように侍女を一いち瞥べつし、日常に戻る。ケイトに至っては、女官長の再登場を心待ちにしているのか、嬉き々きとした表情である。

「……」

　蹲った侍女は、予想に反した周囲の行動にどうしていいかわからず、無言となった。焦あせり、言い訳を口にするフェリアを予想していたのだ。いっさい動どう揺ようしないフェリアに焦ったのは侍女自身である。あれほどさめざめと泣いていたというのに、きょろきょろし落ち着きなくこちらも女官長を待つのみだ。




「こちらです！　こちらでございます、王様！」

　ある種、皆が待ちに待ったお二方の登場である。

　一方は女官長、もう一方はもちろんマクロンだ。

　マクロンは二日連続でフェリアに会えることの嬉うれしさで上じよう機き嫌げんである。

「フェリア嬢、おはよう」

　蹲る侍女をフェリア同様に無視し、マクロンはフェリアの元に向かう。

「おはようございます。マクロン様」

　花が綻ほころぶような笑え顔がおで返答したフェリアに、マクロンは自然と笑みが漏れた。

　そうして、嬉しそうに微笑み合う二人に、騎士らも頰ほおを緩ゆるめている。しかし、二人の穏おだやかな空気に女官長の甲かん高だかい声が割わり込こむ。

「王様、不貞でございます！　後宮の妃邸にこのように騎士らをたぶらかせ……」

　女官長の言葉は途と中ちゆうで止まった。なぜなら、マクロンとフェリアが騎士らに労ねぎらいの言葉を掛かけ始めたからだ。

「長い五カ月間をよく耐たえた。フェリアの茶は美お味いしいだろ、我から皆への感謝の茶だ。我もこの茶で随ずい分ぶん心が落ち着いたのだ。交代に飲んで英気を養ってくれ。フェリア嬢、手間を取らせるが頼たのんだぞ」

「いいえ、これしきのこと。私の到とう着ちやくが遅おくれたせいで、騎士の皆様を長い期間拘こう束そくしてしまったのですから、労いのお茶を振ふる舞まうのは当然ですわ」

　女官長と侍女の思おも惑わくを瞬しゆん時じに察した二人は、機転をきかせ一芝居うった。女官長と侍女の繰くり広ひろげた茶番とは反対に、自然な流れで言葉を紡ぐ二人の連れん携けいは見事である。

　それを後あと押おしするように、ゾッドが声を張り上げる。

「王様がお選びになった一番のお茶をいただけて、光栄にございます！」

　この状じよう況きように、女官長と侍女の顔色が急激に変化していった。

「で、女官長。何用であったかな？」

　マクロンはニコニコと女官長に問いかける。この種の笑顔ほど怖こわいものはない。

　女官長は肩をすぼめて、青ざめた顔で項垂うなだれた。マクロンとフェリアの即そつ興きようで、不貞だなどと言えぬ状況である。

「良い働きであったぞ、女官長。所定の日以外に会わせてくれたのだからな」

　女官長は小さな声で、『滅めつ相そうもありません』と全てを集約し、収束させる言葉を紡いだのだった。

「で、この女は誰だれだ？　警護騎士、何をやっている。不ふ審しん者しやがいるぞ、引っ捕とらえよ！」

　マクロンの追つい撃げきは止まらず、ギロリと睨んだ瞳で侍女を胡う散さん臭くさく見つめていた。侍女とわかっていての発言である。

　侍女の体がビクンと跳はねた。

「ひっ、違ちがいます！　違います！　私はサブリナ様の侍女にございます。フェリア様をお茶にお誘さそいするために参りました」

　女官長よりも青ざめた侍女は、泣き語りの時とは違い必死に言い繕つくろっていた。

「ごめんなさい。私、本日は騎士らにお茶を振る舞う役目を、王様から賜たまわっているの。お茶会には行けそうもないわ。残念ですが、サブリナ様にはお気遣いいただいて嬉しく思いますと伝えてくださる？」

　侍女はフェリアの言葉に首を何度も縦に振る。それから、脱だつ兎との如ごとくフェリア邸から去っていった。

　女官長もそれを追うように、『失礼します』と頭を下げて退いた。

　マクロンもまた、ビンズに引きずられるように小言を言われながら退いていく。

　去り際、咄とつ嗟さにフェリアの髪からリボンを解く芸当を見せたマクロンに、フェリアはクスクス笑いながら手を振っていた。

「ところでサブリナ様って誰？」

　マクロンを見送りながら呟つぶやいたフェリアの一言は、ケイトのみならず騎士らを呆あきれさせるには十分であった。十分なのはその肝きもの座すわったところであり、次し第だいに邸は笑いに包まれていた。

「11番目のお妃様の公爵令嬢様ですよ、フェリア様」

　ケイトにそう教えられ、フェリアは『30人も覚えられないわよ』と尖とがらせた唇くちびるから文句を発していた。




　マクロンは、フェリアの髪からほどいた藍あい色いろのリボンを手に歩く。

　このリボンで四本目だ。藍色はフェリアの瞳の色であり、それを見ていると先ほどまで一いつ緒しよにいたフェリアの顔が思おもい浮うかぶ。

　マクロンはあと何本リボンが貯たまるだろうかと、口元を緩めながら王塔とうに向かった。

　さて、図はからずしてフェリアとの逢おう瀬せが叶かなって上機嫌なマクロンが王塔に戻ると、思わぬ者からの文が届けられていた。

「２番目の妃からか」

　すでに辞退の申し入れがあった妃である。

　その妃がわざわざ手紙を出してきたことに、マクロンは嫌いやな予感しか覚えない。

　先ほどまでの軽かろやかな気持ちが、手を滑すべるように消えていく。高位の国からの文など大半が面めん倒どう事ごとである故ゆえだ。親交という大義名分を掲かかげて、頭を悩なやます内容ばかりである。

　マクロンは苦々しげに文を見つめた後、ハッと息を乱暴に吐はき出だして文を開く。マクロンの顔は最初こそ睨むような目つきであったが、次第に不敵な笑みを作り出した。

「ビンズ、急ぎこれの母国に使者を出せ。これの要求を、我は受けようぞ。これの言う親交なら願ってもないことだ」

　これとは、２番目の妃のことである。あの気位が高く笑みもせぬ、マクロンが疎うとんでいた妃だ。その妃からの要求は、マクロンを喜ばせるものであった。




＊＊＊

ダナン国王様

　妃は辞退しますが、公おおやけには２番目の妃としてダナン国に残りたく申し入れ致いたします。

　私は、ダナン国との友好の証あかしとして『フェリア嬢』のお妃教育を承うけたまわりましょう。ですが、それは内密に。表向きは２番目の妃がよろしいでしょう。公に私が高位の妃候補として存在することで、『フェリア嬢』を疎んずる口うるさい者どもを九カ月後の正式な妃選定まで黙だまらせられましょう。どうぞ、私の存在を存分に使ってくださいませ。

　私も、それを利用し『フェリア嬢』に近づきます。後宮の洗礼と見せかけて、実情は教育にございます。『フェリア様』にとって妃教育は十分な洗礼とも言えましょうから。

　私がフェリア様の盾たてとなりましょう。表向きは剣けんとして存在致します。母国への手紙はすでにしたためております。大国ダナンの密命を承ることで、他国に抜ぬきん出でた貢こう献けんができます。母国の名めい誉よとなります。私の母国での地位は確固たるものになりましょう。

　笑みは苦手ですが、ダナン国王様に九カ月後、笑顔をお贈りできますわ。私の要求をお受けいただくならば、使者を用意くださいませ。


２番目妃　キュリー



＊＊＊
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　無表情こそ、怒いかりの最高潮ではないか。

　フェリア邸から逃にげ帰かえった侍女は、サブリナの表情に震ふるえ上あがった。王やフェリアの前よりも、恐怖は上回る。まさに、心が凍こおるような瞳を向けられているからだ。

　無表情のサブリナが侍女を見下ろす。

「使えないわね」

　その一言で、侍女の運命は変わる。サブリナから切り捨てられたようなものだ。

「サブリナ様、機会を。再度機会をくださいませ！　必ずや田舎虫を排はい除じよ致します！」

　サブリナは地に額をつけて懇こん願がんする侍女に見向きもしない。優ゆう雅がにお茶を飲み、ポツリと呟く。

「私の侍女には、私のことをおもんぱかって、勝手に動くような忠義溢あふれる者はいないわね。そこまで、私を思ってくれる侍女なんて……」

　地べたの侍女はすっくと立ち上がり、ぽつりと『お任せください』と呟き、深く一礼し邸宅を出ていった。

　それは、サブリナの言葉に対する返答だ。サブリナのことをおもんぱかって勝手に動く忠義溢れる者になるために、侍女はその言葉を吐いたのだ。

　サブリナは狡猾である。侍女が勝手に動く言葉を紡いだ。これで先の侍女がことを起こし成功したなら受け入れ、失敗したなら、こう言うだろう。

『フェリア様に失礼をした侍女は、その日のうちに私の一存で解任しましたの。ですが、その侍女が暴走するなんて思ってもみませんでした。すでに、私の担当侍女ではありませんが……私にも責任がありますわ』

　しおらしく、しかしサブリナを咎とがめられないよう上手な言葉を使いながら。

　サブリナの五人の侍女の内、一人が出ていった。きっと荒事を起こすはずだ。

　サブリナは、流し目で他の四人の侍女を見る。

「予定通りでございますね」

　侍女の一人が発した。

「全く、あの侍女は使えない者でしたから」

　別の侍女も追つい随ずいした。

「王城の侍女って、頭が足りないのよ」

　口々に侍女らは、出ていった侍女を貶けなす。

　五人の侍女のうち、唯一王城の侍女であったのが出ていった者である。その侍女は女官長がサブリナにつけた王城侍女であった。

　サブリナが公爵家から連れてきた専属の侍女は四人である。

　サブリナはいつだって、自身の手を汚よごしはしない。四人の侍女がサブリナの意を汲くみ動くのだ。先の侍女はこの四人の侍女に踊おどらされた。

『上う手まく田舎虫を追い出せば、王妃になられるサブリナ様の専属侍女に召めし上あげられるだろう』と耳打ちされたのだ。

『サブリナ様の五番目の専属侍女の席につけるだろう』と。

「何を起こしてくれるのかしら」

　サブリナは楽しげに発したのだった。




　女官長と侍女はヒソヒソと話す。二人とも顔が猟りよう奇き的に鋭するどく、近づきたくない雰ふん囲い気きだ。他の侍女らは、張りつめた空気を理解し二人には近づかない。

「……もう、それしかないわね」

　女官長は侍女の一案を受け入れた。

「騎士を邸から遠ざけてください」

　侍女は女官長にそう願い出た。

　フェリア邸に何かが仕掛けられる。荒事はサブリナの思い通りに始まろうとしていた。




　十四日……第一段階である三カ月の妃選び期間が終わる日。

　まだ一日が始まらない深夜の刻に、フェリア邸に人ひと影かげが三つ。

　いつもは二人体制で夜を警護するフェリア邸に、今、騎士はゾッド一人しかいない。各邸も同じく一人体制である。前日の夕刻から王都郊こう外がいで森林火災が起き、騎士らは二名ずつ駆かり出だされた。

　ゾッドは邸宅の入り口に立っており、三つの人影は易やす々やすと警護騎士のいない門扉を潜くぐった。ゾッドはそれに気づかない。

　人影は農機具小屋の後ろに進む。灯あかりのある邸に目を凝こらした人影は、警護騎士が一人であることを確かく認にんし、ゆっくりゆっくり近づいていく。

　人影の一つがゾッドを誘ゆう導どうするために駆け出した。

「フェリア様！　侵しん入にゆう者です！　起きてください！」

　ゾッドは動かない。誘導には引っかからなかった。警護騎士は、警護対象から離はなれない。至し極ごく当たり前のことであり、特に一人体制での警護時に警護対象から離れることは失態である。

　ゾッドは侵入者が素人しろうとであると判断する。

　それなりの者であるなら、つまり警護騎士のなんたるかを知っている者であるなら、誘導などしないからだ。誘導をし、対象の防備を手て薄うすにさせるやり方……人さらいを目的としたやり方は、犯罪に手を染めるような下げ賤せんな輩やからの可能性が高い。

　ゾッド目がけて二つの影が突とつ然ぜん襲しゆう撃げきを開始した。ゾッドは応戦してはいるが、誘導で離れたもう一人が戻ってきてしまったら、劣れつ勢せいに立たされるであろう。

　ガッシャーン

　その時、勢いよく窓ガラスが破は壊かいされた。邸宅の内側から窓ガラスが飛び散ったのだ。

　侵入者がその音に一いつ瞬しゆん気をとられる。

　その瞬間に、邸宅の入口が開けられた。

「ゾッド！　一人たりとも逃のがさないわ。門扉を守るわよ！」

　叫びながらフェリアは駆け出した。ゾッドもすぐさま反応しフェリアの後を追う。

　ボボボボボォォ

　フェリアが飛び出した邸宅から火の手が上がった。

　続けざまに起こる予想せぬ出来事に侵入者は気を取られる。窓ガラスの破壊や、突然の出火という出来事を頭が認にん識しきすると、侵入者は慌あわてた。なぜなら、出火により邸の異変は一いち目もく瞭りよう然ぜんですぐに応おう援えんが来ることが明らかだからだ。さらに、邸宅から出てきたフェリアの機敏な動きにも内心焦っている。

　フェリアは異変を知らせるために火を放っていたのだ。だからこそ、フェリアは言った。門扉を守れと、一人たりとも逃すなと。邸内は後宮故に高い塀へいに囲まれ、門扉しか出入口はない。侵入者を逃がさない、捕らえることができるとフェリアは判断した。

　だが、侵入者もそう簡単に諦あきらめはしない。騎士一人に、足手まといになるであろう妃一人、三人で囲めば応援が来る前に退散できると踏ふんだ。二対三の争いの勝敗は、簡単に考えれば三が勝つと考えるのが普ふ通つうである。

「チッ、しょうがねえ。二人一気にかっさらうぞ。お二人さんで駆け落ちってこったあ」

　邸の真ん中辺りで、フェリアとゾッドを三人が取り囲もうとする。三人はじわじわと二人を追いつめる。

　ゾッドはフェリアを守ろうと、フェリアに背を向け三人を威い嚇かくするよう動いて防ぼう御ぎよに徹てつした。

　フェリアは瞬時にゾッドの背に自身の背を向けた。二人で視野を埋うめると同時に、三人にわからぬように小声で話すことができる。

「ゾッド、剣を持つ者と一対一で勝負して。私は二人を引きつけるわ」

「そういうわけにはいきません。危険すぎます」

「完全に囲まれてしまったら、剣持ちがお前を打ってくるでしょう。そして、残りは私を捕まえようとするわ。完全に囲まれるまでに二手に分かれた方が活路を開けるのよ。時じ間かん稼かせぎなの。私は簡単に捕まらない……いいえ、決して捕まったりなどしないわ！」

　ゾッドは近寄る三人に向け、フェリアを軸じくに大きく剣を振り回した。

　三人が一いつ旦たん距きよ離りを取る。

　ゾッドは迷っている。警護対象から離れるなどあってはならないが、この状況ではフェリアの言う通り、完全に囲まれ同時に攻せめ込こまれたら、立ち行かなくなるだろう。

「信用しなさい、ゾッド。私は魔ま獣じゆうの凄すむ天空の孤こ島とうカロディア領で育った生きつ粋すいのお転てん婆ばなのです！」

　ゾッドは一瞬で、フェリアに跪ひざまずいた自身を思い出した。かしずく存在だと、覚かく醒せいする。フェリアの言葉は絶対であり、命令である。マクロンと同じくそうすることが確約された存在であるのだと。

「次の一振りの後で二手に分かれます。フェリア様、十分にお力を発揮してください。信しん頼らいしております」

　ゾッドの剣が一ひと際きわ大きく闇やみ夜よに舞まった。

「門扉を守り抜いて！」

　フェリアはゾッドにそれだけを言って、侵入者を引きつけるように走り出した。

　その突然の行動に、侵入者は顔を見合わせてニヤリと笑む。二人がフェリア、剣を持つ一人がゾッドに向かって駆け出した。フェリアの予想通りである。

　これが玄人くろうとなら、剣持ちがフェリアを捕らえ、すぐにゾッドを言いなりにさせるはずだ。フェリアも侵入者が素人であるとわかっていたからの判断である。

　玄人なら、出火の時点で退たい却きやくするはずだと、カロディア領で薬草を狙う窃せつ盗とう団と渡わたり合あってきた経験がフェリアにそう判断させた。

　フェリアは門扉から遠い方へと邸内を駆け抜けた。

　フェリアは、ゾッドが一対一で戦えば必ず勝つと信じている。そして、必ず応援が来るとも信じていた。それまでは、この侵入者に屈くつしたりはしないと駆け回った。

「待ちやがれ！」

「それで待つ奴やつなんているわけないじゃない！」

　口戦でもフェリアは対たい抗こうする。貴族令嬢であったなら、すでに捕まっていただろう。

　侵入者もフェリアの素す早ばやさと捕まらぬ体力に、相当焦り出す。引ひき際ぎわを考えているようだ。

「これ以上はヤバイって！」

「うるせえ！　挟はさみ撃うちにすっぞ」

　二人は連携し始めた。闇雲にフェリアを追っていた二人の動きには、フェリアも対応できたが、連携されると弱い。

　その時……

「ゴフッ」

　ガッキーン、ザシュ

　人のうめき声の後、斬きられる音と倒たおれる音。門扉では勝敗が決まったようだ。侵入者はゾッドの十八番おはこの肘ひじ打ちでうめき声を出し、その隙すきに斬られていた。

　これで二対二だ。ゾッドがフェリアの所に加勢したら、計画は失敗する。侵入者が起死回生するには、目前のフェリアを素早く捕らえることしかない。

「くそっ！　やっちまうぞ」

「ああ」

　二人の侵入者はナイフを出した。そして、フェリアを壁かべに追おい詰つめていく。背後をがら空きにして。

「嬢ちゃん、悪く思うなよ。お前の存在が邪じや魔まなんだとよ」

　侵入者の一人が、フェリアを拘束しようと手を伸のばす。もう一人はナイフを振り上げた。

「私に触ふれられるのは、マクロン様だけよ！」

　フェリアが叫んだ。




　マクロンは王塔と王妃塔の三階の外通路から、郊外の森を見ていた。深夜ではあったが、森林火災の状況が気になり、塔から注視していた。

　夕刻、火の粉が散り、広こう範はん囲いに点在していた火柱は森を焼いていた。後宮の騎士らを急きゆう遽きよ出して消火活動を指示したことが功を成したのか、勢いが増していた火災も、今や鎮ちん火かに向かっていた。ホッと一息ついたその時だった。あらぬ場所から火の手が上がる。

　マクロンは躊ちゆう躇ちよすることなく駆け出した。近この衛えも後を追う。異変に気づいた王塔の見張りもすぐに伝令を出す。

　マクロンは王妃塔を下り、後宮へと駆け出した。くねった道を最速で走り抜けていく。

　その後ろの近衛にビンズが合流する。警護騎士の少なさを補うために、後宮を見回っており、フェリア邸の異変にすぐに気づいたのだ。

「王様、異変時には」

「真っ先に向かうのが王の務めだ！」

　ビンズの言葉をマクロンは遮さえぎった。

　本来王城で異変が起これば、王はすぐに安全な場所に移ることが常であろう。それが危機管理というものだ。

「近道はないのか、ビンズ！」

「邸の庭を突つっ切きって、塀を越こえれば少々早く着けましょう」

　ビンズの発言を聞くや否いなや、マクロンは深夜の妃邸を駆け、塀を登って直進していく。

　後宮三十邸の塀はそう高くはない。貴族令嬢には高く感じられるが、大おお柄がらのマクロンにはそれほど高い塀ではなかった。

　ただ、31番邸は城じよう壁へきに近いから高い塀に囲まれている。侵入を防ぐための高さが必要なのだ。しかし、今回のように引き入れてしまっては意味がない。

　マクロンは三十の邸を一気に駆け抜けた。後ろにはビンズしかいない。

「王様、冷静に！　近衛が遅れをとっています。単独では危険です」

「王に危険はつき物だ！」

　今のマクロンに冷静さを求めても、受け入れられないのは無理もないことだろう。

　マクロンの瞳が、門扉を捉とらえた。暗くら闇やみに動く影と、邸内から響ひびく剣を重ねる音、マクロンは瞬時に指示を出す。

「ビンズ」

　たったそれだけで、ビンズはマクロンの意を汲くみ、暗闇に動く影を捕らえに動く。そして、マクロンが進む先は閉まった門扉だ。マクロンは力いっぱい門扉を蹴けり開けた。

「ゴフッ」

　ガッキーン、ザシュ

　マクロンの目に映ったのは、ゾッドの前に倒れる者と、肩で息をしているゾッドである。その視線はすぐにフェリアを捜さがし、二人の男に追い詰められているところを見つけた。

　瞬間、マクロンの全身の血が逆流した。体は感情よりも早く動くものなのか？　マクロンは激情を体に宿した。突とつ進しんの如く向かっていく。

『息の根を止めてやる』

　激情が煽あおられたのは、二人の男の動きだ。

　一人はフェリアに手を伸ばしている。一人はフェリアにナイフを振り上げた。

『フェリアに触れるのは私だけだ！』

「私に触れられるのは、マクロン様だけよ！」

　マクロンの耳にフェリアの叫びが届いた。いや、マクロンの心にシンクロするように響いた。

　激情のまま、息の根を止めるのは容易たやすいことだ。だが、その激情はフェリアの叫びで吸収される。王たる者としてのマクロンに。

　マクロンは、フェリアと男らの間に駆け込んだ。




　フェリアの目前に大きな影が入り込む。
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「その通りだ、フェリア嬢」

　マクロンは、男らに剣を向け対峙した。

「後宮のお妃様を狙うとは、随分な度胸だな」

　男らのがら空きの背後にはビンズがいる。追いついた近衛に影の捕ほ獲かくを託たくしてマクロンに続いていた。

「侵入者一人、見張りの女一人確保！」

　門扉で近衛が声を張り上げた。

　男らはナイフを闇雲に振って抗あらがうも、呆あつ気けなくマクロンとビンズに確保された。ゾッドが相手をしていた男が、唯一の腕うで利ききであったようだ。

「全く、困った方です。王城に異変があれば、王様は真っ先に安全な場所に退たい避ひなさらねばならぬのに……自ら異変に突つっ込こんでいかれるとは」

　ビンズがマクロンに苦言を呈ていするも、マクロンはしらーっとした顔で、『王は逃げないものだ』と返していた。

「もう、大だい丈じよう夫ぶだ。フェリア嬢」

　マクロンの言葉に、フェリアは疲つかれた笑みで返したが、すぐにその体は大きく揺ゆらぐ。

「フェリア！」

　フェリアの足はすでに立つのも限界で、心もまた限界であった。追いかけられ、逃げ切った足と、最後まで諦めず抗った心は、マクロンの逞たくましい腕うでの中へと落ちていく。

　フェリアは気を失った。その手にはレースのリボンが握にぎられていた。




「頼んだ」

　マクロンは、最も信頼する邸にフェリアを運んだ。

「承知致しました。まさか、このような荒事が早さつ急きゆうに起こるとは思っておらず、こちらもフェリア様の盾としての態勢ができておりませんでした」

「それは、こちらとて同じだ。お茶会の一件で、動き出す妃らがいるだろうとは踏んでいたが、まさか、これほどまでに早いとは思っていなかった」

　盾である２番目の妃と、マクロンの会話である。

「ところで……このような荒事があったにもかかわらず、なぜニヤついているのです？」

　２番目の妃の指し摘てきに答えたのは、マクロンの背後に控ひかえているビンズだ。

「フェリア様の発言のせいですね。『私に触れられるのは、マク』」

「ビンズ！」

　それをマクロンは止めた。少し耳が赤い。

「……なるほど」

　そう言って２番目の妃は扇せん子すを開き口元に当てた。表情を隠かくすその行こう為いに、扇子の向こうの含ふくみ笑わらいが想像できる。

「とにかく！　頼んだ。邸が整うまで、フェリアの居場所は内密だ。じゃあな」

　マクロンはビンズの尻しりを一蹴りし、出ていった。




「ここは？」

　フェリアは目を覚ます。

「おはようございます」

　見知らぬ女性に、フェリアは飛び起き間をとった。

「流石さすがにございます。危機管理が体に染しみついておいでです」

　女はニッコリと笑み、頭を下げた。

「私は、２番目のお妃様にお仕えしております侍女にございます。気を失われたフェリア様を王様はこちらの邸にお運びになられました。ただいま、フェリア様の居所は対外的に内密になっております」

　侍女の言葉をフェリアは頭に吞のみ込こんでいく。

「ここはマクロン様が信頼する安全な邸であるということね。そして、私は匿かくまわれているから……ここから出るなということかしら？」

「流石にございます。状況を吞み込む力もおありなのですね」

　侍女は満足げに頷いている。

　危機管理や状況判断は、あのカロディア領で生き抜くには必ひつ須す条件だ。

　稀き少しような薬草を狙う輩の襲撃やら、夜の薬草守りで魔獣を相手にする際など、一瞬でも躊躇をしたり判断を誤れば死活問題でもある。

　だが、後宮での生活はフェリアの体力を低下させていた。いくら騎士らと、ちゃんばらしていたとて高が知れている。本来なら、武器を持って戦うことができるフェリアでも、武器なしの体力低下では、魔獣より弱い人間二人に手こずったことも仕方がないと頷ける。しかし、当のフェリアは納なつ得とくしていない。情けなさに自身を叱しつ責せきする。

「全然駄目。状況判断を誤ったわ。自分の体力を過信したもの」

　フェリアは憮ぶ然ぜんと答えた。

「これ、やめなさい。起きたばかりであられるのよ。それに、それら教育は私が王様より承っているのですから」

　新たな登場人物にフェリアは驚おどろいた。２番目のお妃様の存在に。侍女に伝えられてはいたが、本当にこの邸がそうであるとは疑わしかったからだ。

　侍女は頭を下げ、キュリーの後ろに控えた。

　入いれ替かわるように、キュリーがフェリアの前に立つ。

「フェリア様、私キュリーがあなた様の教育全ぜん般ぱんを承りました。以後よろしくお願い致します」

　２番目の妃キュリーがフェリアの前で膝ひざを折った。先ほどの侍女も深く頭を下げる。

「ちょちょちょちょちょーっと待って！　教育？　それよりもお顔をお上げください」

　フェリアは慌てふためいた。隣りん国ごくの高貴な姫ひめであるキュリーに膝を折られるなど、フェリアにとって恐怖でしかない。

「何をおっしゃいまする。ダナン国王妃様になられるお方に、膝を折るなど至極当然のことにございますわ」

　フェリアは部屋の隅すみに視線を移す。つまり、明後日あさつての方向に視線があるのだ。

「ここは31番目の邸ではないし、見たこともないお部屋だし、マクロン様はいないし、素す敵てきな方が膝を折っているし、きっと異世界なのだわ。現実であっては可お笑かしいものね。うふふ……さあ、起きなさい私！」

　フェリアは両の頰をバッチーンと叩たたいた。

　キュリーは立ち上がり、扇子で口元を隠しながらクスクスと笑い声を漏らす。

　侍女もニコニコと笑って後方に控えている。

「起きましたか？」

　キュリーが扇子の向こうから声を出した。

「いいえ、まだ夢の中のようですわ」

　フェリアは現実逃とう避ひしているようだ。

「では、そのまま夢の中でお過ごしくださいませ。さあ、夢の中です。どうせですから、綺き麗れいなドレスに着き替かえていただきましょう」

　キュリーは淀よどみなく発した。その発言を合図に、部屋の外からサササササッと十人程ほどの侍女が入ってくる。

　フェリアは『ヒッ』と悲鳴を上げた。

「い、いえ！　このままでぇぇ」

「やっておしまい！」

　フェリアの叫びとキュリーの命令は同時であった。

　担かつがれたフェリアは、豪ごう華かな湯ゆ殿どので身ぐるみ剝はがされ、たっぷりの湯の中に沈しずめられる……鎮しずめられる……静められる……フェリアは途中から抗うこともできなくなっていた。

「まあまあ、なんと張りのある肌はだにございましょう！」

「麗うるわしいほどの鎖さ骨こつの流線でございます！」

「左ひだり腕うで脇わきほくろの美味しそうな色気、これはきっと美味にございましょうね！」

　侍女は褒ほめ言葉を口々に発する。

　フェリアは居い心ごこ地ちが悪い。最初こそ、そんなことはないと言い返したのだが、それを覆くつがえす十倍以上の賛辞が返ってきて、フェリアは静かにならざるを得なかった。

　だが、しかしだ。気になる存在がこの湯殿にいる。なぜか、紙とペンを持った侍女である。嫌な予感しかしないフェリアは確かめねばと、疑問を口にした。

「お気になさらずに。こちらでのフェリア様の様子は余すところなく逐ちく一いち報告せねばと、キュリー様のご命令ですので、侍女の言葉も含ふくめ書面にしたためております」

　フェリアの顔色が一気に燃え上がり、そして一気に青ざめる。

「まさか、さっきのを？」

「はい、フェリア様のお体は余すところなく……王様に」

「や、やめてぇぇ」

　バシャーン

　紙を持ち、ペンを走らせる侍女にフェリアは湯を浴びせたのだった。




　湯殿から出たフェリアに、キュリーが第一声を発する。

「寝ね顔がおの報告しかできなくなったじゃありませんか」

「やめてください！」

　フェリアの顔はカッと目を見開き真っ赤である。嚙かみつかんばかりの勢いだ。

「か、体の特とく徴ちようとか、あれこれを、マクロン様に知られるなんて、恥はずかしいじゃないですか！　キュリー様だって、そうでしょ？」

「王様は、フェリア様のあれこれをいつかはお目になさるのですよ。事前情報ですのよ。それに、この情報は必須ですわ。侵入者にどこも傷つけられていないということを、お伝えしたいじゃありませんか」

　またもフェリアは顔を真っ赤にし、その後考え込んだ。だが、ハッと気づいたように言い返す。

「『身体どこも傷はあらず』……だけの報告でいいでしょ！　それに、寝顔の報告もいりますの？」

　キュリーは扇子を広げ、その内で何やらコソコソと呟いている。ボソボソと聞こえる内容は……『どうせいつかは全身網もう羅ら状態で見られるのに』と、淑しゆく女じよたるヒソヒソ声は、ばっちりフェリアの耳に届いた。

「全身網羅ってなんですかぁぁ！」

　フェリアの叫びにキュリーはおーっほっほと笑った後、『私への謙けん遜そんがなくなって良かったわ』と言った。

　フェリアはパチパチと瞬まばたきし、キュリーの意図を汲んだ。そして、『策略家だわ、キュリー様って。そういうの好きだけど』と言い返す。

　二人はうふふと笑い合った。

　キュリーの人見知りはフェリアの前で発揮されることはない。裏表のある淑女らの前では気位の高い姫であっても、裏表のないフェリアには同じ目線にたてるのだ。

「さあ、フェリア様、本日は妃選び三カ月が終わった最初の日です。妃の意向を王様に伝える大切な日ですわ。夜会が開かれます。フェリア様、このキュリーに全てお任せを」

　キュリーがフェリアに膝を折った。

　フェリアはもう慌てない。

「こちらこそ、お願い致します。キュリー様」




　サブリナは報告を聞き、『やっぱり使えない侍女だったわ』と漏らす。

「次の準備にかかりましょう。まずは、田舎虫がどこに匿われているかを調べなさい」

　サブリナの侍女二人が頷き出ていった。

「これで、王様の閨ねやであったら……あの侍女のせいだわ。荒事にしたって、お馬鹿な思考すぎるわ。本当に使えない！」

　サブリナは腹がたっていた。まさか、最大級の荒事を予想していなかったのだ。それも、こんなに早急な。そのせいで、フェリア邸への監かん視しが追いつかず、フェリアの居所、動向がわからない。

「女官長を呼びなさい」

　サブリナは冷たい声で命じた。




　顔の色を無くしたような女官長は、サブリナの前でカタカタと震えている。

「あんな侍女があなたの右腕？」

「い、ぃぃぇ」

「ふーん、右腕でもない侍女を私につかせたの」

「ぁ、いいぇ……」

「ふーん、で、あなたまだ女官長よね。あの田舎虫のところに侍女をやりなさい。王様に直じき訴そしなさいね。あなた、女官長ですもの。侍女をつかせたいと言えば、あの田舎虫の居所がわかるわ」

「はい！　お任せを！」

「任せられないから、言っているのよ！　あなたは勝手な行動はしないで！」

　サブリナは女官長の顔すれすれで、言葉を発した。

　女官長は声にならない悲鳴をあげ、勢いよく後あと退ずさり土下座する。

「それも、見み飽あきたわ。あのお馬鹿な侍女も同じだったもの。そんなことしかできないの、王城の侍女は？　……解任の腹いせにこんな荒事を起こしちゃって、本当に使えないわね」

　女官長は突つっ伏ぷした顔を真っ赤にして、涙なみだぐんでいる。その眼めは憎ぞう悪おに染まっていた。その憎悪は、サブリナに対して向かうのでなく、自身をここまで貶おとしめたフェリアに向かっている。

『あの小こ娘むすめのせいで！』女官長は顔を上げぬまま立ち上がり、サブリナ邸を後にする。

　その背にサブリナは告げた。

「お馬鹿な侍女の口も塞ふさいでほしいわね」

　女官長の肩がビクンと跳ねる。一寸の間の後、女官長の口から『かしこまりました』と小さな声で返答された。先の侍女の『お任せください』と同じ響きを伴ともなっていた。

　サブリナは自身の手を決して汚さない。




　すでに、フェリア邸は急ピッチで再建が開始されていた。

　ケイトはゾッドから昨夜の事情を聞き、夜に傍そばにいられぬことを悔くやむ。子供は十を過ぎ、寄宿舎に入れようかと悩んでいた頃ころだったからだ。さっさと入れておくべきだったと、ケイトは悔やんでいた。

　ここダナン国においては、十を過ぎた男児は社会勉強のため、教会の寄宿舎や、騎士や兵士の寄宿舎などで下働きをすることが多い。

　それは平民に限らず貴族の子息も同じで、これがダナン国の土台と言っても良いだろう。

　十を過ぎた我が儘小僧を、親元から離して甘あまえのない生活をさせることで、自立を促うながし、身勝手で傲ごう慢まんな人間を作らぬようにするのだ。同じ釜かまの飯を食った仲間意識は、身分を気にしなくもなる。

　反して、女児は根強い身分意識がある。あのミミリーも彼のサブリナも。もちろん、女官長も。それが、このダナン国の負の部分であると同時に、身分制度を崩ほう壊かいさせない砦とりでにもなっている。

　さて、フェリア邸には今ビンズと、ゾッドを含めた担当騎士の三人、ケイトとで、いつもの五人が居る。焼けた邸の検分をして、中の物がいっさい使えない状況であると判断していた。それは、フェリアがカロディア領から持参したもの、さらにはマクロンから依い頼らいされた平民服もしかりだ。

　被ひ害がいが邸宅だけに抑おさえられたのは、フェリアが雑草を刈かり取とり畑にしていたことで延えん焼しようを防げた。三カ月前の雑草荒あれ放題の邸ならば、大火となっていただろう。

　しかし、そうとわかっていても、焼け落ちた邸宅を見るケイトの顔は悲しげだ。そして、その現実に次第に沸ふつ々ふつと怒りが込み上げ、眉まゆが鬼おにのように上がっていく。

「姉さん、顔が怖いよ」

「ああ、そうさね。そこまで怒おこってんだい。皆だってそうだろ？」

　騎士らは険しい顔で頷いた。

　後宮の洗礼のミミズ箱から一気にここまでの荒事に飛ひ躍やくするのは、ありえない。ブッチーニ侯爵家……ミミリーの指示とは到とう底てい思えない。では誰か？

「一番怪あやしいのは、不貞だと騒さわいだ侍女と女官長……森林火災で邸が手薄になったのをいいことに、勇んでことを起こした……背後に妃も嚙んでいるのかもしれない」

　ビンズは、そう発して口を閉ざした。この荒事に妃も関わっているとなると、その対処に頭を悩ませられる。しかも高位の者が関わっていたとなれば、身分をかさに荒事さえ些さ細さいな事にされてしまう恐おそれもある。マクロンがそれを決して許しはしないだろうが。

「今は詰きつ問もん府ふに委ねるしかないでしょうね。全く違う犯人の可能性もありましょうから」

　そう、ビンズは肩をすくめた。
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　捕らえた者を前に、マクロンは十分に圧をかける。

　男らはさっさと女の指示だと口を割った。王城の手引きもその女がしたと。

　31番目の妃だから気にせず拐さらえ、売うり払はらえと指示されたそうだ。下位であるが、妃の名を有した者を好む悪名高い下賤なお貴族や金持ちがいるだろうと唆そそのかして。

『邪魔な妃だからここから連れ出せ。妃を捕らえて騎士に言うことをきかせ、邸から居なくなれば駆け落ちに見えるから、罪に問われることはない』

　そう言って、女は金を見せびらかした。前金の高さと、売り払った金も好きにしろと言われ、おそれ多くも王城に侵入したそうだ。

「さてと、女。いや、王城の侍女であるな」

　マクロンの問いかけに、女はプルプルと首を横に振る。

「侍女でもない女が、王城の妃邸に手引きできるとは思わんがな」

　マクロンは詰問府の長に目配せを送った。

　長は女官長を連れてくる。

　連れて来られた女官長は、女の存在を確認すると顔を強こわばらせた。

「これは誰だ、女官長」

「解任された侍女にございます」

「王城の侍女か？」

「はい、そうでございます」

「解任理由は？」

「騒ぎを起こしましたゆえ」

「『解任された』と言ったな。『解任した』ではなく、された……さて、誰にされたのか？　女官長であるお前でなく、誰に解任されたのだ？」

「そ、それは……」

「言いい淀よどむか。では、騒ぎの報告をせよ」

「……お妃様邸で不貞疑ぎ惑わくを騒ぎましてございます」

「ほお、不貞と騒ぎ立て、我をフェリア邸に運んだのは女官長お前であったと記き憶おくしているのだがな」

「それは！　……そこの侍女が勘かん違ちがいをしまして」

「で、解任された？」

「はい」

「誰に？」

「……」

「まだ、口を割らんのか。女官長の主は我ではないようだな」

「決してそのようなことはございません！」

　マクロンの足元に女官長はひれ伏ふした。

　だが、マクロンは容よう赦しやない。

「王の城において、王を主としない侍女が居おろうとはな。それも、王城の侍女を束ねる女官長も同じである。つまり、我に挑いどむということだな」

　マクロンは詰問府の者に合図を送った。

「王様への反逆は明らかとなった！　直じかにその身で石台の乾かわきを鎮めよ」

　石台とは処しよ刑けい台のことだ。処刑台の乾きを鎮めよとは、血で潤うるおせということ。

　女官長と、侍女が泣きわめいた。詰問府の黒ずくめの執しつ行こう官が現れ、腕を摑まれると真っ先に女官長がその名を口にする。

「11番目のお妃様にございます！　その騒ぎを起こした侍女を解任したのは、サブリナ公爵令嬢様にございます！」

　マクロンは連行を制し、侍女に視線を合わせる。女官長の言葉の真しん偽ぎを確かめるために。

「まことか？」

「はいぃっ！」

「して、11番目は何と言ってお前を解任し、何と唆してお前に荒事を指示した」

「……あっ……あの、指示はありません。ありません」

「ほお、ではお前が勝手にやったことか？」

　ここで侍女はちらりと女官長に視線を動かした。

　女官長はぎょっとし、侍女を睨み返す。

「もう一度訊きく。お前が勝手にやったことか？」

　マクロンは侍女の視線をあえて汲み取らなかった。

　侍女は息を短くハッハッと吐き出す。

　マクロンはいっさい圧を下げない。

「ぉ、ひぃ、王妃」

　侍女はそう溢こぼすと、堰せきをきったように言葉を紡ぐ。

「王妃、侍女になる。忠誠、だから。サブリナ様のためにぃぃ！　手柄だからぁぁ！」

　侍女の内にしかわからぬ言葉の羅ら列れつである。

　マクロンは眉を寄せた。

　詰問府の者も怪け訝げんな面おも持もちで紙にペンを走らせる。

　侍女は『王妃侍女、手柄、王妃侍女、手柄』と狂くるったように紡ぎ口を止めない。

　マクロンは詰問府の者に合図をして、侍女を下がらせた。下がる場所はもちろん牢ろう屋やであるが。

「さて、女官長」

　マクロンの呼びかけに女官長は体を震わせた。

「同じ釜の飯は美う味まいと知っているか？」

　女官長のみならず、その場の者全てがこの質問に対して口をポカンと開けた。

「身分と優ゆう劣れつは別である。お前は高い身分であるが、優劣で言うならば今のお前は劣だ」

　マクロンの言葉に女官長は唇を真一文字に強めた。劣だと言われた悔くやしさを、唇が反する言葉を発さぬように抑え込む。

「お前らが不貞だと騒いだフェリア邸では、フェリアも騎士らと同じ釜の飯を食っていただろう。お前はあの邸に侍女もつかせず、飯も運ばず、妃としての準備もしなかった。あろうことか、我わが足さえも妃邸に向かわせないようにした。お前は、これらしなかったことが、まさか優だと胸を張るつもりなのか？」

　女官長は口を開けた。マクロンは問うたのだから、何か言わねばと口を開けた。しかし、出る言葉はない。

「ましてや、女官長として、解任された侍女が暴挙に出る可能性も考え、邸に心配りすることも怠おこたっている。女官長であるにもかかわらずだ！　いっさい手を出さぬことがどういうことか、誰が見てもその理由は明らかぞ！　お前が、首しゆ謀ぼう者か？」

　詰問府がヒンヤリした。

　最後のマクロンの言葉はマクロンの手となって女官長の首をしめる。

　首をしめられ、そうだと答えれば、石台行きだ。違うと答えれば、誰が首謀者だと問われる。無言を貫つらぬいたとて、ただ終わらぬ詰問府の時間が続くだけだ。

　知らぬ存ぜぬは、封ふうじられた。普通のことを、つまりマクロンが言うように世話をフェリア邸で行っていれば、そう言えたのだと女官長は気づく。妃への対応を、あえてしていなかったということは、フェリア邸を知っていたということだ。

「サブリナ様が、王妃の座に相応しいと思い……担当の侍女が……王様が名を呼ぶ31番目のお妃様を……排はい斥せきしようと……したのでしょう。私も、まんまと……それに、不貞だとのことに……のせられてしまい……見抜けなかったのです。せ、お世話はしなかったのではなく、断られたのです！　だから、不貞だと勘違いしたのです。騒ぎ立てた後、サブリナ様は担当の侍女を解任されました。私の不ふ手て際ぎわですので、路銀を渡し、城から下がらせたのですが、解任を31番目のお妃様のせいだと逆さか恨うらみし、悪党と組んで戻ってきたのでしょう。サブリナ様も私も関わっておりません。サブリナ様の御名に傷がつくと思い、黙っておりました」

　マクロンは口角を上げた。たどたどしかった言葉が、途中から滑なめらかになる。どう答えればこの難局を切り抜けられるのかと働いた女官長の頭を、マクロンは笑ったのだ。

　その言い訳しかないように、誘導したマクロンにとって笑わずにはいられないだろう。女官長は上手く言えたと思っているはずだ。

「そういうことか。……そういうことにしておいてやろう。さあ、女官長立て。お前の主に報告してこい。王は侍女の復ふく讐しゆうだと思っているとな」

　マクロンはあえて敵の予定通りの展開を描えがいただけだ。

　女官長はカタカタ震え出した。王マクロンが、思った通りに事を進めているのだと気づいたのだ。

　あの『よくぞ言ってくれた』という笑みが女官長にもわかる。自身は踊らされていた。いや、それだけではない。サブリナが黒幕であると見抜いた故の、笑みであったのだと。

　女官長は立つことなどできず、『主は王様にございます』そう何度も言って地面に額を擦こすりつける。マクロンがその場を後にしたことも気づかずに言い続けた。

「行かれよ。王様のご命令を遂すい行こうされよ」

　詰問府の長が女官長の肩に触れる。

　女官長はパッと顔を持ち上げた。

「命令？」

「ああ、そうだ。侍女の復讐だと思っていると伝えるのだぞ」




「で？」

　サブリナは女官長に視線を合わせない。夜会の準備で忙いそがしいのだ。

　女官長は部屋の隅で立っている。

「侍女の口は塞いだの？　あの田舎虫の居場所はわかったの？　田舎虫に侍女をつけろと言ったわよね」

　女官長は顔色を失い、なお感情さえ落としたかのように能面だ。マクロンの圧が猛もう獣じゆう獅し子しの牙きばならば、サブリナの牙は豹ひようであろう。女官長はどちらの牙に従うのか。

「侍女は詰問府で気がふれておりました。まともな言葉は発しておりません。居場所は、確認できておりません。王城の侍女はいっさい動いておりませんので、お世話の者が他に用意されたのでしょう。探さぐっている最中です。その状況ですので、侍女をつけることの進言は控えました。時期を見み極きわめます」

　サブリナは滑らかに発する女官長の方へ顔を向けた。違い和わ感かんを持ったからだ。

「……ねえ、それ誰の入いれ知ぢ恵え？」

　女官長は能面の顔をサブリナに向けた。石台がちらつく。同じ猛獣の牙でも、石台への権限を持つ牙と、そうでない牙とでは雲うん泥でいの差さだ。

　しかし、女官長の心は動く。もう一つの牙をあの田舎娘むすめが持つのかと。そうなれば、女官長はすぐに牙の餌え食じきになるのではないかと。

　では、王妃というもう一つの牙は、このサブリナ公爵令嬢であるべきか。女官長は頭の中でぐるぐると思惑を巡めぐらせた。

「王様」

　女官長はそう言葉にした。

「そう……王様の入れ知恵。そうなの……王様は私が黒幕だと勘違いなさっているのね。ね、そうでしょ女官長」

「そのようかと。騒いだ侍女の復讐だと思っている……そう伝えろとおっしゃいました」

　サブリナの眉がピクッと動いた。頭はすごいスピードで回転している。

「サブリナ様」

　そこにサブリナ専属の侍女が二名戻ってきた。今朝がた、フェリアの居所を探らせた侍女である。

　サブリナが視線で発言を促した。

「31番邸に近衛騎士が十名ほど配備されました。匿われているのではなく、その邸から動いていない可能性もあります。確認はできておりません」

「騎士隊長ビンズの動きですが、辞退の妃邸を回ってから、31番邸の再建の指揮をし、その後王様の元で夜会の準備をしている模様です。出向いた中に31番の妃が居るものと思います。私も邸から動いていないのではと感じております」

　二人の侍女の報告を聞き、またもサブリナは考え出す。

　最高の密みつ偵ていであるこの二人の侍女が、その姿を確認できていない。その状況下での侍女の判断は正しいのではなく、間違っているのではないか。王は女官長をどう動かそうとし、ここに向かわせたのかと、サブリナは考え込んだ。

　見えてくる何かを摑もうと手を伸ばす。

　目に映るのは、鏡に映るドレスを着たサブリナ自身。そこに矛む盾じゆんが姿を現し、鏡に映る自身を伸ばした手で撫なでた。

「夜会はどうするのかしら？」

　サブリナが摑んだ矛盾はとても簡単なものだ。

「邸が焼けて、服もない者がどうやって夜会に出るのだと思う？」

　サブリナの頭は高速で回転し出した。

「辞退をした妃邸に居るわ」

　その答えしかサブリナには見えなかった。辞退の妃は公にはなっていないが、自国の情報は摑んでいた。妃候補筆頭たる公爵令嬢に情報が集まるのは当然である。

「高位な令嬢は田舎者など受け入れない。低位の妃候補なら、王の命に従い世話するはずよ。夜会の準備も含めてね。20から30番目の辞退した妃……全員に労いの品を贈りなさい。こちらの味方につけるのです」

　妃邸に居ることまでは、サブリナの勘は当たったが、そこからは身分意識が邪魔をした。

　公爵令嬢からの労いの品に、きっと令嬢らは困惑するだろう。先の妃邸のボヤと関連づけて、何の意味があるのか勘ぐらずにはいられまい。

　女官長は息を潜ひそめ、どちらにつけば立場が守られるのかと、まだ迷っていた。

「女官長、もう一働きしてもらうわよ」

　女官長は頭を下げる。能面だった顔がニヤリと歪んだ。しかし、その顔はサブリナからは見えない。

『共食いすればいい』女官長はそう思い至った。公爵令嬢にもフェリアにも……王にさえつかず、別の主をたてればいいと。公爵よりも高い位の妃候補は十人もいるではないかと。




　フェリア邸の様子をマクロンに報告するため、王塔に向かったビンズは、詰問府の入口でマクロンと出会う。

「まさか、王様自ら詰問なさったのですか？」

　ビンズは呆あきれ顔がおだ。

　そのビンズに詰問府でのあらましを伝え、11番目の妃邸の監視をマクロンは指示した。

「餌えさを撒いた。やられてばかりでは気がすまんからな」

　女官長はマクロンの命令通りに動くだろう。侍女はもしもの時の切り札だ。

　だが、女官長が命令通りに動かなくともかまわないとマクロンは思っている。

　全てこちら側の算段が筒つつ抜ぬけになれば、身を引くことを判断するはずだ。

　どう言い訳しようが、マクロンの信頼は得られない。妃選びの最後の判断は、マクロンの最大限の意向を汲むことである。

　マクロンが名を上げねば王妃どころか、側室にもなれず王城を追い出されるのだ。意固地な令嬢と揶や揄ゆされて。そんなことを、誇ほこり高たかき公爵令嬢が受け入れるものか。

　騒ぎ立てず、静かに身を引けば、マクロンとて深追いはしない。女官長も侍女も善きに計らうこともできる。

『しかし、簡単には退かんだろうな』

　マクロンは心の中でそう思った。

　強したたかな娘である。この五カ月間、可もなく不可もなくの対応を見せている。

　問題あれば長老会議で辞退の申入れを提言できるが、それは塞がれている。至って慎つつましやかで洗練されている令嬢の仮面は、彼の侯爵令嬢のようには崩れたりはしない。

「いずれにしても、今は夜会の準備を」

　ビンズはそうマクロンに促した。

　マクロンは瞬時に脳内を夜会へと変へん換かんさせる。

　マクロンには思惑があった。今夜から、自身の意向が妃選びに反映されるからだ。

「わかった。ビンズ、私が発することに表情を変えるなよ。長老らにも伝えておけ」

　ビンズはこめかみを叩く。マクロンの何らかの企たくらみを示し唆さされ頭痛が始まったのだった。
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　フェリアはキュリーと共に着き飾かざられている。慣れないドレスに戸と惑まどってはいるが、嬉うれしさが顔に表れていた。ドレスに憧あこがれない女性はいないだろう。

　いつだかの、ビンズがドレスを用意すると言った時でさえ、心は動いていた。あの時、それをはねのけたのはフェリアの誇ほこりだ。あの邸やしきで過ごしたままのフェリアでいたかったのだ。付つけ焼やき刃ばのようなドレスを着たって、心は躍おどらないだろうとわかっていたからだ。

　そのフェリアに、マクロンは翌朝微ほほ笑えんだ。着飾らないフェリアに気づいた。

　名を告げてくれたその日から、フェリアの心は動き、熱くなり、加速し、動どう揺ようし、惹ひかれ、求めてしまう。それを何と言うのか、フェリアはわかっている。

「恋こいしちゃった……」

　溢あふれ出でた言葉は、鏡に映る自身の言葉だ。三カ月前のフェリアとは違ちがうフェリアがそこに映っていた。

　扇せん子すが開き、キュリーが口元を隠かくしていた。目は弧こを描えがいている。視線は紙を持つ侍じ女じよに移る。

「書き取ったかえ？」

「はい、確かに」

　そのやり取りでフェリアは気づく。言葉は心の中でなく、現実に溢れたのだと。真っ赤に熟うれた頰ほおと、パクパクと動く口。キュリーと侍女らの生ぬるーい笑みがフェリアをさらに羞しゆう恥ちに追おい込こんだ。

「報告はしないでください！　自分で言いますから！」

　言ってから気づく。さらにとんでもないことを溢こぼしたのだと。




　夜会は、王塔とうの広間で開かい催さいされる。

　居並ぶ三十一人の妃きさき候補ら。背後にはその親族やら後見がついている。背後が寂さびしい妃はフェリアだけだ。だからといってフェリアは項垂うなだれたりはしない。気にもしない。他の妃候補らと違って、どこまでも自立しすぎているフェリアは、この場にリカッロやガロンを呼ぼうとは思っていなかった。後見をつける夜会のマナーなど知ってもいない。

　唯ゆい一いつこの場でフェリアだけが、単体の妃として立っている。しがらみもなく立っている。それがマクロンにとって、どんなに輝かがやいて見えることか。何の配はい慮りよも思おも惑わくも考えず、手を伸のばす存在がいる。傀かい儡らいでない存在が。

　マクロンの頷うなずきを受け、ビンズが楽団に合図を送る。音楽が奏かなでられた。夜会の始まりである。

　先のお茶会が嵐あらしに例えられるなら、この夜会は何に例えられるのか……。




『田舎いなか者ものでもドレスは持っているのね』

『どうせ借り物でしょ』

『それにしたって品のないドレスだこと』

『ドレスは蝶ちようが着るものよ』

『そうそう、蛾がが着たって美しくはありませんわね』

『そういえば、ボヤはあの31番邸なのでしょ』

『身のほど知らずを誰だれかがお教えなさったのでは』

　クスクス

　クスクス

　これまた聴きこえるほどの小声で妃らや参列者が嘲あざけりを言い合っている。

　フェリアは毅き然ぜんと立っていた。プルプル震ふるえる足を何とか踏ふん張ばって立っている。

　走り回った後のフェリアの足は筋肉痛であり、今一番の問題は立っていることなのだ。それだけに集中していた。

　キュリーが見立てたフェリアのドレスは、サファイアブルーの生き地じに薄うす地じの透すき通とおる白を重ねたドレスである。ブルーと白のコントラストは目を惹く。また、銀糸の刺し繡しゆうが裾すそに上品さと華はなやかさを醸かもし出だしていた。

　しかし、フェリアを飾かざる宝石はない。いつものように、唯一リボンだけである。




『ドレスしか借りられなかったのね』

『輝き一つもないなんて、恥はずかしくないのかしら』

『さすがに、輝きを貸してくださる方はいなかったのよ』

『そうよね。私だって、頼たのまれたって嫌いやよ』

『ドレスだって嫌だわ。お貸しした方も気の毒よね』

『気の毒かしら？　田舎者に手を貸す者よ。恥はじも外聞もない方よね』

　クスクス

　クスクス

　嘲り笑いはずっと続いている。フェリアが反論しないのをいいことに、話に花を咲さかせているようだ。後宮が女の戦いなら、この場は社交の戦いと言える。

　フェリアは立つことに何とか慣れて、辺りに気を配る余よ裕ゆうができた。嘲り笑いの集団に格別なる笑え顔がおを向ける。張りついた仮面的笑み、挑ちよう戦せん的な笑みを。

　集団は、扇子で顔を隠しそそと霧む散さんする。それから、また小さな集団を作り嘲り笑いを再開する。

　フェリアはフッと鼻で笑いあしらった。

　その表情にまたも嘲り笑いの集団は敵意をあらわにした。

　その時、ビンズの発言が広間に響ひびく。

「別室にてお妃様の意向をお訊きき致いたします。何名同席されてもかまいません。では、まずは１番目のお妃様から。皆みな様さまは夜会をお楽しみあれ」

　その発言でマクロンが別室に動いた。続いて１番目の妃一行がビンズの促うながしで動く。

　それを見送った後、楽団の音楽が大きく変わった。

　皆がいっせいに動き出す。貴族社会の交流の始まりだ。所々で紹しよう介かい合戦が始まり、『お見知りおきを』などの言葉が飛とび交かっていた。

　しかし、フェリアの周りには誰も寄りつかない。お見知りおきしたい背後の者もいない。一番低位の妃などには誰も声をかけない。損得で言えば得を得られる対象でないからだ。

　嘲り笑いだけがフェリアを包んだ。遠巻きに、しかし確実に浮うかせる存在として、蔑さげすむ存在としてそこに立たせている状じよう況きようである。

　カツン

　フェリアは一歩を踏み出した。キュリーに言われた通りに歩を進める。その歩が進む先はキュリーだ。皆が遠巻きにしているフェリアの進む先は開けている。

　やがて、その道がキュリーの元に自然に導かれた。

　キュリーはフェリアを一いち瞥べつすると、サッと扇子を開き口元を隠した。それは、あなたとはお話ししたくありませんわとの意思表示だ。

　他の妃候補らや参列者の集団はさらにクスクス笑いを継けい続ぞくさせる。

　しかし、フェリアは構わず進んだ。嫌がる風を装よそおうキュリーに、膝ひざを軽く折って一礼した。

「この度たびは、私のためにドレスをお見立てしていただきありがとうございます」

　クスクス笑いがピタリと止まった。まさか、高位な隣りん国ごくの姫ひめの見立てのドレスであるとは思っていなかった妃候補らは青ざめる。品のないドレスだと発していた妃候補に至っては、顔の色を失っていた。

　遠巻きにしていたサブリナは、表情を変えはしなかったが内心驚きよう愕がくしていた。

「嫌だわ。王様から頼まれたから仕方なく、見立てたのですが……私の見立ては、ここダナンでは受け入れられないようね」

　キュリーの辛しん辣らつな発言が、嘲り話をしていた妃候補らを縮こまらせた。

　フォローに向かおうとする親族らの足はすぐに止められる。

「２番目のお妃様、こちらへ」

　そう、ビンズの声がかかったからだ。
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「あなた、私を笑い者にして満足？」

　キュリーはフェリアを蔑む。そのような行いをする。キュリーは剣けんを演じた。フェリアの味方であると思われてはいけないからだ。

「滅めつ相そうもありませんわ。キュリー様のお見立ては完かん璧ぺきです」

「フェ、フェリア様、とてもお似合いよ」

　ミミリーが震える声で参戦してきた。

　これには、フェリアもキュリーも内心驚おどろく。

　フェリアはニッコリ笑ってミミリーに黙もく礼れいする。そして、声を響かせた。

「どんな女性も、ドレスを纏まとえば華になると私は思いますの。ですから、『囁ささやき』こそ華の価値。他の華からの『囁き』は華に魅み入いった敗北宣言ですわ。自ら蝶や餓に下り、華を蔑んでいるのですから。自身の華に誇りがあれば、他の華になど目もくれませんもの。キュリー様のように」

　フェリアの発言は、青ざめた彼かの令れい嬢じようたちの顔を一気に紅潮させた。

「まあ、そうね。ですが、華といっても……あなたは王城の華でなく、野山の華ね。失礼」

　キュリーはさらりと言って、王の待つ部屋へと歩んでいった。見事な剣と盾たてっぷりである。

　残されたフェリアは『ふふふ』と笑んだ。




　マクロンはキュリーの話に顔が緩ゆるんだ。マクロンが退いた夜会の出来事を聞いたからだ。

「文を」

　キュリーが三通の文を侍女から受け取ると、テーブルの上に置いた。その一通をマクロンに渡わたす。

　キュリーの後見もいない。なぜなら、すでに隣国にはマクロンからキュリーの申し入れの返答をしているためだ。

「加えて報告致しますわ。フェリア様の寝ね顔がおですが、とても健すこやかであらせられました。また、寝ね相ぞうも悪くありません。右側を下にして寝ておりましたので、王様は左ひだり腕うででの腕うで枕まくらができましょう。右手はベッド脇わきの剣をすぐ摑つかめるはずです。寝位置を矯きよう正せいせずにすみますね。そちらがその報告の文にございます」

　マクロンは驚愕し、渡された文がパサリと手から落ちた。そんな報告をされるとは思っていなかったのだ。

「あら？　こちらダナンでは寝位置の矯正はされませんの？」

　マクロンは、隣国の恐おそろしさを肌はだで感じた。いや、このキュリーに関してかもしれない。敵には回したくない人物である。

「二通目ですが……荒あら事ごとによる傷がないかを確かめさせていただきました」

　マクロンの顔が変わる。真しん剣けんな顔つきだ。

「まず、張りのあるお肌であったと。また麗うるわしい鎖さ骨こつの流線は、なぞりがいがあるように思います。左脇の色気あるほくろ」

「待たれよ！」

　もちろん止めたのはマクロンである。

「いささか、報告の方向性が間違っていないか？」

「あら？　では、こちらの報告の文はいりませんの？」

　キュリーは二通目をテーブルの中央にあえて進ませた。マクロンに選ばせるためである。マクロンはまたもキュリーにいいようにやられている。

「走りすぎたせいか、両足ともに足裏が赤くすれておりました。また、どこかにぶつけたのでしょうね、右足首に打だ撲ぼく痕あとがあります。いずれも大したことではありません。……ヒールで立つのがお辛つらいくらいでしょう。さっさとこの意向面談をお進めくださいませ。足の負担を軽減されませんと」

　マクロンはすぐに文に手を伸ばした。

「協力感謝する」

　医師ではそこまで確かく認にんしないだろう。侍女だからこその働きである。それを指示したキュリーもであるが。

「侍女がもっと必要だな」

「当面は今まで通りがよろしいかと存じます。急激な変化は他の妃候補らを刺し激げきしましょうから。水面下でご準備くださいませ。それと、夜会後のフェリア様の身の置き所ですが」

「仮設の邸てい宅たくができている。元に戻もどす。それが一番良いと思っている。31番邸は一番遠いが、孤こ立りつしているからこそ警護しやすい。今回のように異変にすぐ気づくからな」

「私も同じ考えにございます」

　マクロンとキュリーは互たがいにニヤリと笑んだ。

　そして、キュリーは三通目を渡した。

「フェリア様の言動をつぶさにしたためました。荒事による心の傷はないように存じます。ご確認くださいませ。いえ、フェリア様との面談後がよろしいでしょう。フェリア様とお約束しましたから」

　キュリーは口元を隠した。含ふくみ笑わらいを隠す。王にさらなる土産みやげを贈おくれるのだから。

　文を読んだ後の王の顔を想像しながら、キュリーは面談部屋から出ていった。




　夜会会場では、１番目のお妃様である隣国の七歳さいの姫が、キュリーと入いれ替かわりで戻ってきた。

　ダナン国の隣国は二カ国である。

　一国はキュリーの母国ターナ国。もう一国が１番目のお妃様の母国であるセナーダ国。

　セナーダの姫は、齢よわい七つのまだ幼女である。妃選びの協力は表向きで、後見人たる第三王子の外交が真の目的であった。

　ダナン国の妃選びの場は、人脈を広げるには打ってつけの場である。故ゆえに、各国はこの場での交流に余念がない。紹介合戦の本丸はこのセナーダ国とターナ国と言っていいだろう。１番目のお妃様一行が会場に戻ってくると、あっという間に人ひと垣がきができた。

　だが……

「皆さん、すみません。姫はもう眠ねむいようなのです」

　セナーダ国第三王子が、姫を抱だき上あげた。

　姫は不服そうに王子を見るも、その目は確かにトロンとして眠たそうに見える。

「しばし、失礼する」

　王子はそう言って、会場を後にした。




　警護騎き士しに先導されながら、姫を抱き上げた第三王子は後宮の通路を進んでいた。

「アル兄様、私眠くはないわ」

　小さく口を尖とがらせる姫に、王子は『ハハハ』と笑って返す。

「私、せっかくフェリア様とお話しできると思っていたのに」

　１番目のお妃様は、フェリアのファンである。

　まだ夢見る乙おと女めである姫は、警護騎士から聞くフェリア劇場に胸を躍らせていた。美お味いしくて可か愛わいいパンも、この姫の心を摑んでいる。

「パンのお礼を言いたかったのに」

「代わりに私が言っておくよ」

　王子は姫の頭を撫なでた。

「……アル兄様、フェリア様は兄様にはもったいないわ」

　姫はジトーッと王子を見る。

「ハハハ、手厳しいな。話を聞くほどに、素す晴ばらしいお妃様だとは思うよ。是ぜ非ひ話してみたいからね。パンのお礼は良い口実になるかな」

「だから、駄だ目め！　兄様の女たらし」

「誰だい、姫にそんな言葉を教えたのは？」

「皆言っているわ。麗しき高貴な女たらしだって」

　王子はまた『ハハハ』と笑う。

「セナーダのため、お見知りおきは必要だしね」

　姫は小首を傾かしげたが、意味を理解したのかコクンと頷いた。




　王子が夜会会場にこっそり戻る。その瞳ひとみはぽつんと佇たたずむフェリアに向かう。

『さて、どんな女性だろうか。妹がファンになり、ダナン国王を虜とりこにする女性か……私にどんな目を見せてくれるのか？』

　そんなことを思っていると、横に気配を感じ王子は身構えた。極ごく上じようの王子スマイル、つまり見せかけの笑みを張りつけ気配の方に顔を向ける。

「今晩は、レディ……サブリナ」

　王子はサブリナの名をなんとか思い出した。他国の高位の令嬢程度は覚えておかなくて、このような夜会での外交などはできない。

「今晩は、アルカディウス・セナーダ様」

　互いの胡う散さん臭くさい笑みに、二人とも口元を歪ゆがめた。見た目には上品な微笑み合いに見える。だが、お互い相手に自身の胡散臭さは伝わっていないと思っている。だからこそ、二人とも表向きの自身を演じる。

　サブリナは心優しき令嬢を……

「後見人も居ず、31番目まで長い間待つ妃がおりますわ。是非、王子様がお相手をさしあげてくださいませ。独り、この貴族社会の中で領主の妹というおかわいそうな方ですの。王子様に声をかけていただけたら、他の遠巻きの皆様も気き兼がねなく接することができますから」

　アルカディウスの見ていた方向、つまりフェリアを見つめながらサブリナは発した。

　これに対し、アルカディウスも演じる。麗しき高貴な女たらしを。

「なんと、おかわいそうに。どうりで一人佇んでいらっしゃるのですね。ところで、そう思っていらっしゃるなら、あなたも声をおかけになられたらどうかな？」

　アルカディウスは裏のない爽さわやかな顔を演じサブリナに訊いた。

　サブリナは困ったようななんともしおらしい顔を演じ、アルカディウスに返す。

　二人ともに素晴らしい演者だ。

「ええ、そうですわね。ですが、私もそろそろ王様との面談ですの。ですから、失礼を承知でお願いしておりますわ」

　懇こん願がんするサブリナの瞳はなんとも清らかな輝きを放っている。相手がアルカディウスでなければ、簡単に信用できるほどに。

「美しいお心に、胸が熱くなりました。慈いつくしみのお心、ダナンの妃にあなたが選ばれますことを望みます」

　アルカディウスは、到とう底てい心にもない台詞せりふを吐はく。相手の望む言葉を発していく。

「まあ！　そんな……私なんて」

　一種の通過儀ぎ礼れいのような言葉の応おう酬しゆうだ。

　その時、ビンズの声がかかる。

「11番目のお妃様、どうぞ」

　サブリナは、アルカディウスに一礼して会場を出て行った。

　アルカディウスはその背を見送る。

『言われずとも、声はかけに行くつもりだったのだがね。このダナンにも雌め豹ひようが大勢いるなあ』

　そんなことを思いながら。




　マクロンは、一息つく。姫妃らの面談が終しゆう了りようした。各国との渡わたり合あいは、神経を消しよう耗もうする。マクロンは、フェリアの茶が飲みたくなった。

「失礼します。11番目のお妃様をお連れしました」

　自国の妃候補筆頭サブリナが面談部屋へ入ってきた。背後には、公こう爵しやく夫ふう婦ふが立っている。

　マクロンは、再度気を引ひき締しめた。

　着席後、まず声を出したのは公爵だ。

「後宮でボヤ騒さわぎがあったそうですな。早く王おう妃ひを決め、後宮を仕切ってもらわねばなりませんな」

　そう言って、サブリナを見つめる。ここに最適な者がいるだろうとの主張だ。

「11番目のお妃様の担当侍女が、ボヤ騒ぎに一枚嚙んでおられます」

　公爵の発言を待っていたかのように、そうビンズが発した。

　公爵夫婦とサブリナは目を大きく開き驚きの表情を見せる。

「な、なんてことでしょう！　私、その侍女を感情的に解任してしまったのです」

「なに？　どうしてそのようなことをした？」

　マクロンにしてみれば、滑こつ稽けいな茶番劇を見ているようなものだ。

　サブリナと公爵は台本通りに言葉を紡つむいでいく。夫人は、扇子で口元を隠し、首を小さく横に振ふっている。

　マクロンは、大げさな芝しば居いに苦く笑しようしそうになる。

「他のお妃様に失礼をしたと聞きましたの。私、恥ずかしくって……感情的になってしまって……解任してしまいました」

　サブリナはなんともしおらしく発言する。

　その肩かたに優やさしく手を添そえるのは公爵。夫人はその手を優しく包む。

「では、その侍女の逆さか恨うらみですな、王様」

　公爵がマクロンに視線を移した。

「11番目妃の意向を訊きたい」

　マクロンはサブリナと公爵夫婦の三文芝居には反応しない。王の言げん質ちをとろうとする公爵家を相手になどしなかった。

　意向を訊く視線もサブリナには向かず、テーブルの書面を追っている。

　サブリナは何とかマクロンの視線を自身に向かわせようと、しおらしく可か憐れんな声を出す。

「王様、私……私は、王城に残りとうございます。私は」

「ビンズ」

　マクロンは言葉を続けようとするサブリナの声を遮さえぎり、ビンズを呼ぶ。

　サブリナは顔にこそ出さなかったが、内心怒いかりの感情で荒あれていた。それを隠し、マクロンを熱く見つめ続ける。

　しかし、マクロンの顔は上がらない。

「意向の確認はできました。どうぞ、夜会会場へお戻りくださいませ。お妃様お一人お一人と、長く時間は取れません。三十一人もいるのです。親族たる後見人の方も含ふくめると莫ばく大だいな人数にございます。本来、長老が伺うかがう意向を王様自ら行っております。王様の身は一つ。意向のみを確認するだけのご無礼をお許しくださいませ」

　ビンズは淀よどみなく発した。そして、不服そうな公爵に深々と頭を下げた。有う無むを言わさぬとの態度である。

　公爵は、マクロンを見る。自国の筆頭公爵を蔑ないがしろにするのかと。

　しかし、マクロンは書面からいっさい顔を上げなかった。

　公爵の顔は憤ふん怒ぬを表した笑みである。貴族とは怒りさえも笑みに変える生き物だ。

「ああ、そういえば、うろちょろする侍女は王城から退いてもらいたい」

　マクロンはそこでやっと顔を上げた。しおらしい表情のサブリナと、憤怒する笑みの公爵の顔を見ながら冷れい徹てつな声で言い放った。

　無表情に冷徹さを加えた声は、マクロンの最上級の圧である。最上級の強さである。狡こう猾かつな貴族らを四年も抑おさえてきた王の凄すごみだ。




　退室したサブリナと公爵夫婦の顔は冷えている。

　あれほど憤怒していた公爵の笑顔は、密みつ偵ていたる侍女の動きを指し摘てきされ一気に冷えていた。冷静に現状を見み極きわめている。妃選びに乗り気でなかった王が、本ほん腰ごしを入れて動き出しているのだと。

　王の本気にこの四年勝ったことは一度もない。公爵の頭に、妃辞退の言葉が浮かぶ。

　しかし、サブリナは冷静になった公爵とは反対に、冷ややかに激情していた。

「父上、王城の侍女を勝手に解任したのです。こちら側も首を切れとのことでしょう。専属二名を連れ帰ってくださいませ。私の失態です。後宮の侍女が王城をうろついたら目ざわりでしたでしょう。それに、あの田舎邸は奥おくまった所にありますもの、関係のない侍女は目立ったのでございましょう」

　サブリナは顔には出さなかったが、強く握にぎられている手から、感情を圧おし殺ころしているのがうかがえる。

「サブリナ、引ひき際ぎわを考えておけ。意固地な妃として王城を後にすることのないように」

　公爵はすでに王の意向を汲くんでいた。冷静に考えればわかることだ。王のあれほどの態度で、わからぬほど公爵は愚ぐ鈍どんではない。

「ええ、ですが、簡単には引きませんわ。王妃の座は、田舎者に務まるほど安易な席ではありませんでしょ。見せつけねばなりませんのよ、その座がどういうものか。誰が座すわるべきかを……しかと王様に判断願わねば。冷静な目で見ていただけたら、きっと王様もおわかりになるはずよ」

　サブリナは引く気などない。

　公爵はそんなサブリナを逞たくましく思いながらも、不安を抱いだいた。

　あのミミリー侯こう爵しやく令嬢の話は聞きき及およんでいる。サブリナも同じように、そこに足を踏み入れたのかもしれない。簡単に落ちるようには育ててはいないが、一いち抹まつの不安が公爵の心を覆おおった。握りしめた手が公爵にそう思わせたのだ。

　だが、サブリナも冷静になれば、同じ答えにたどり着くはずだと公爵は思い至る。

「いずれにしても、残った時間は少ないと思え。王の足がない妃邸が九カ月も続けば、お前の価値は無くなるぞ」

「ご安心を。すでに手は打ってありますわ」




　フェリアは独り壁かべの華だ。キュリーが別室に行ってからは、常に独りである。

　ミミリーは、たった一言の発言をもって恩を返したとばかりに引いた。ブッチーニ侯爵がフェリアに軽く会え釈しやくをし、ミミリーを引き取ったのだ。

『あんまり美味しくないわ』

　軽食を口にしたフェリアの感想である。食は進まず、そっとテーブルに皿を置いた。

『まだ11番目』

　ビンズの呼び出しで妃らは次々と別室に向かう。

　フェリアは自身の31番までが遠く感じている。足裏が少し痛み出した。走りすぎて足裏がヒリヒリしている。皮がめくれるかもしれないと、小さくため息をついた。

　カツカツカツ

　ため息を吐いた床ゆかに現れた靴くつの音に、フェリアは顔を上げた。

「今晩は、フェリア嬢」

　フェリアには知らぬ顔だ。元より、この夜会で知っている者はいない。一領主の妹が出会えるなど思えぬ人々の集まりであるから。

「今晩は」

　フェリアは相手の名がわからぬゆえ、挨あい拶さつのみを返した。

「アルカディウスと申します」

　そう名のられても、フェリアにはどう返していいかわからない。ただ、軽く膝を折った。

　互いに無言だ。

「私を知らないとは、実に驚きだ」

「私、ここで知っている殿との方がたはただお一人だけですの」

　マクロンしか知らぬ、私に声をかけるなと返したようなものだ。何とも上う手まいあしらいである。

　後見のいない妃候補である者に、単体の殿方が声をかける。それをわずかの間もなくさばいたフェリアを、遠くから見ていたキュリーはニンマリと扇子の内側で素晴らしいと笑った。

　フェリア自体、わかってやっているわけではない。胡散臭い男としゃべりたくない、ただそれだけである。

「これは参りましたな。実に素晴らしい妃候補であらせられる。私の妹もあなたのように育ってほしいものです。私はアルカディウス・セナーダ、隣国セナーダの第三王子であり、１番目の妃の後見人だよ」

　そう聞かされたとて、フェリアの態度は変わらない。軽くそうですかと返すのみだ。

「七歳の妹は眠いらしくてね、意向面談を終えて邸に退いてしまったのだ。後見人として夜会に出席しているが、当の妹がいないものだから心こころ寂さびしくてね。フェリア嬢は面談まで一番時間がおありだろう。私と時間潰つぶしでもしようではないか」

　フェリアの横にすかさず移動したアルカディウスは、フェリアと距きよ離りをつめるべく、飲み物を渡そうとする。

　フェリアはその飲み物がアルコールであると知っているし、隣国王子からの杯さかずきを受け取らないのは失礼であることも知っている。

　手を伸ばしグラスを受け取ろうとした。その時、アルカディウスの手のグラスが傾かたむき、飲み物がフェリアのドレスにかかった。

「失礼した！　なんということか！　どうぞ、こちらへ」

　アルカディウスが夜会会場からフェリアを連れ出そうとした。

　しかし、フェリアはアルカディウスの促しをするりとかわす。そして、テーブルにある別の飲み物に手を伸ばし、アルカディウスにグラスを傾ける。

「これでおあいこですわ」

　飲み物はアルカディウスのズボンにかかっていた。アルカディウスは目を丸くする。予想だにしなかったフェリアの対応に固まった。

　それは、夜会にいた誰もがそうである。

　まさか、隣国の王子に飲み物をかけるなど、他の令嬢では決してやれないことだ。




　そのほんの少し前、夜会会場にサブリナらは戻ってきていた。フェリアとアルカディウスの様子を遠からず見ていた。

　その瞳が嬉き々きとしていることに公爵は気づき、サブリナに小声で問う。

『あれが手か？』

　サブリナは薄く笑む。

『アルカディウス・セナーダ、麗しき高貴な女たらしですわ』

　貴族界では有名人である。セナーダの第三王子の肩かた書がきだけでなく、もう一つの名も社交界では広まっている。

「31番まで待たされるかわいそうな妃のお相手をしてあげてくださいと、お声かけしましたのよ。領主の妹という立場ですから、誰からのお声かけもなく、きっと寂しいはずですからとね」

　公爵はフッと笑った。サブリナの意図がわかるからだ。

　一見、優しげな言葉かけであるが、サブリナの思惑はアルカディウスによる女たらしの発揮である。フェリアに男の噂うわさをたてることが目的だ。下げ賤せんな妃は、隣国の王子をたらし込めた……そう噂されるように。

　しかし、思惑は外れる。はたから見ても、フェリアとアルカディウスは親しげには見えないのだ。あろうことか、アルカディウスに飲み物をかけるということまで仕出かしている。

　思惑は外れたが、サブリナはニンマリと笑んだ。隣国の王子に失礼をするとは、妃たるにふさわしくないと大手を振って言えるのだ。だが、自ら言うことはしない。サブリナは父である公爵を促した。『あの者を罰ばつし、隣国の顔をたててくださいまし』と。




「これはどういうことかね？」

　公爵は悠ゆう々ゆうと歩き、フェリアとアルカディウスの前に立った。

「あ、ああ、公爵か……見ての通りだよ」

　アルカディウスは肩を竦すくめた。楽しげな表情だ。

　公爵は眉まゆを少し上げた。どう解かい釈しやくすればいいのかと、頭を回転させた。ただ、これだけは言わねばならぬと口を開く。

「……謝あやまりなさい。隣国の王子様であらせられるのだ。田舎での馬ば鹿か騒さわぎのような集会の無礼講なら許せるかもしれないが、今は王城での夜会である。礼れい儀ぎも知らぬのか？　妃としての資質を問われますぞ」

　公爵の注意に、フェリアは小さくハッと息を吐き出す。

　無礼講ではない。おあいことは、粋いきな計らいだ。これに口を挟はさむ無ぶ粋すいな公爵にはうんざりだと、フェリアはアルカディウスと同じように肩を竦めた。つまり、フェリアはアルカディウスと堂々と渡り合ったようなものであるのだ。

「素す敵てきなお召めし物ものですね、フェリア嬢」

「アルカディウス様こそ、素敵な出いで立たちですわ」

　互いの衣服のシミを見て目で笑み合う。

「失礼、私の見立てのドレスを褒ほめていただきありがとうございます」

　そこに、キュリーも参戦する。

「キュリー姫！　こちらこそ、お声をかけていただきありがとうございます」

　キュリーのターナ国とアルカディウスのセナーダ国、ダナン国は同等位の国である。ダナンを挟んで二国は成っている。両国は反目していないが、浅い関係で成り立っていた。今まで、深く繫つながる駒こまがなかったのだ。

「アルカディウス様でいらしたわね」

　キュリーの声かけに、アルカディウスは嬉々としてキュリーと接する。繫がりの糸口たるキュリーであるからだ。

　ターナ国もセナーダ国もこの場では、互いに外交の本丸である。大国である二つの巨きよ塔とうが、交流できる機会はそう多くない。互いに下手に出られないため、表面上の付き合いしかなかったのだ。幸運がアルカディウスに舞まい降おりた。

　公爵は話し込む二人の横で、自身の発言が宙に浮いている状態にため息をつくしかない。その視線はフェリアに移る。凜りんと立つその姿は、田舎者には到底見えなかった。このような王城での夜会で、物もの怖おじせず立っていられるのだ。王子に飲み物までかけて。

「公爵様、素晴らしいお口くち添ぞえでしたわね。流石さすがにございます。私、ダナンの底力を見せていただきましたわ」

　フェリアはすらすらと発し公爵を称たたえた。宙に浮いた言葉のお返しとばかりの言いようである。

　フェリアは笑む。『謝罪せよなど言いませんわよね』との含みを持って。

　公爵はヒクヒクと口角を震わせ、無言でフェリアに笑んだ。言葉を引っ込めるとの了りよう承しようの意味を込めて。そのぎこちない笑みに、フェリアは『ふふふ』と微笑んだ。




　夜会での笑みの応酬は、色んな思惑を持ち、さらに色んな思惑を封ふうじる。そんな高度な技術をフェリアは実じつ践せんし習得していく。

　サブリナはそれを目まの当あたりにし、その清せい楚そで可憐な顔を歪ませていた。公爵が戻ってきて、小声で指摘するまで自身で気づかぬほどであった。

「サブリナ、引いた方がいい」

　公爵はフェリアに感じ取った大きな器うつわを脅きよう威いに思った。感覚でわかるものなのだ、こういうことは。下働き時代に得た感覚だ。人には身分とは違う格がある。公爵は、フェリアから発せられる格を肌で感じ取っていた。

　公爵はつと視線をブッチーニ侯爵に向けると、公爵の感じているものがわかるのか、神しん妙みような面おも持もちで目礼を送ってきた。公爵も目礼で返す。

　淑しゆく女じよが笑みでの会話をするならば、紳しん士しは目で会話をする。それが、社交界、貴族界の習わしであり、身に着けるべき技わざである。

「サブリナ、彼の嬢は格が違う」

　サブリナをなだめる公爵の言葉は、サブリナを反対に荒あら立だたせるだけだ。令嬢とはそういう生き物である。

「父上、私があの田舎者に劣おとると言うのですか？　格？　格ならば私が上でしょう。毛並みの違う者だからでしょう、未知の者への恐きよう怖ふです、父上が感じているものは。目を覚ましてください。私は退きません」

　サブリナは気づいていない。ミミリーと同じセリフを吐いたことに。

　荒事の次の一手を考えるサブリナの顔は、氷のように冷たく、しかし、憎ぞう悪おにのまれた劣れつ情じようの顔であった。




　ビンズはやっとだとの思いで、フェリアを呼びに夜会会場に向かう。そのビンズの横を足早に過ぎる存在に、ビンズはこめかみに手を置いた。

「王様、どちらへ」

「フェリアを迎むかえにだ」

　答えはわかっていたが訊かずにはいられなかったビンズである。

　マクロンの足に迷いはない。颯さつ爽そうと夜会会場に向かった。




　夜会会場では、フェリアが自分の番であるとわかっているため、痛い足を動かして面談部屋に続く扉とびらに歩む寸前であった。

　そこにマクロンが現れる。

　フェリアを敵視する令嬢らは、31番目の存在を忘れて王が戻ってきたと、フェリアに誇った笑みを向けていた。

『お前、相手にされていないわよ。忘れられているわよ』との笑みだ。

　だが、マクロンの足は玉座でなくフェリアの元に向かう。

「フェリア、さあ行こう」

　マクロンはフェリアをサッと横抱きにした。

　夜会会場に悲鳴が上がる。色んな感情の入り交じった悲鳴だ。フェリアを蔑む者とひそかに応おう援えんする者では、悲鳴の音色は違う。

　フェリアは突とつ然ぜんのマクロンの登場と、横抱きにされた状況に呆ぼう然ぜんとしていた。呆然だが、横抱きにされた時点で、フェリアの腕はマクロンの首に回されている。

「足は痛いか？」

「あ、歩けますわ！」

　フェリアはマクロンの腕から逃のがれようと足あ搔がく。足を地に着けようと伸ばす。

「そうはいかぬ。王城の不始末の責は我にあるからな。痛む足で歩かせるなどできぬ」

「支えて！　支えていただくだけでいいのです！」

　フェリアの反論に、マクロンは首を横に振る。がっちりとホールドした横抱きはびくともしていない。

「長い時間待った足が上手く歩を運べるとは思わんよ。甘あまんじて……抱かれていろ」

　最後のセリフは、フェリアの耳元で告げられた。フェリアにだけ言った言葉であるが、その声は淑女らと同じように、周りにかろうじて聴こえる色気のある小声でだ。その色気とセリフで、幾いく人にんかの女性たちは悶もん絶ぜつしていた。

　フェリアはマクロンに横抱きされてからは、周りの状況が見えていない。

　マクロンは、周りに見せつけるようにフェリアしか見ていない。

　マクロンとフェリアが二人だけの世界を作り、夜会会場から出ていった。




　ビンズはやっちまったなと、小さく息をもらす。それから気を取り直して発する。

「皆様、長きにわたる意向面談も最後の31番目のお妃様となりました。今しばらく……しばらくお待ちを」

　ビンズは深く頭を下げて退室した。しばらくはしばらくだと、最後に暗に示した。今までの妃より時間を取るとの言い回しである。




　フェリアを抱き、面談室に入ったマクロンはそのままの状態で椅い子すに座る。

「あ、あの？」

「ん？」

「おかしくはありませんか？」

「気にするな」

「気にします！」

　マクロンは真っ赤な顔がひかぬフェリアに笑い出す。

　フェリアは潤うるんだ瞳でマクロンを睨にらんだ。王を睨む妃候補はフェリアだけである。

「王様、悪戯いたずらがすぎますよ」

　夜会会場から、面談室に来たビンズが若じやつ干かん怒おこった顔で言った。

「親族も後見人もいないフェリア様と、二人だけの時間を持つことは、本当は憚はばかられることです。かろうじて、フェリア様はお渡りの事実がありますから許されますが、あのように夜会会場から連れ出すなど、フェリア様への風当たりが強くなると思わないのですか？」

　ビンズは段々語気が強くなっていった。

　フェリアとマクロンが仁に王おう立だちのビンズをポカンと見ている。

　それに気づいたビンズが、しまったという顔になり、ばつが悪そうに頭を下げた。

「あの、ビンズ。風当たりって、私、特に感じておりませんよ。目前の魔ま獣じゆうの吐く咆ほう哮こうに比べたら、全然気にも止めませんわ」

　今度はマクロンとビンズが口をあんぐりと開けた。

「そういう、危機的直じかの風でなく……というか、はぁ」

　ビンズはもう覇は気きがない。フェリアはやはり規格外である。

「戦っている対象が人以上の獣なら、夜会に集つどう者など、フェリアにとって猫ねこぐらいのものだろうな。まあ、とりあえずビンズよ、出ていけ」

　マクロンの存外な言い方に、ビンズの覇気が戻る。

「二人きりにするわけにはいかないですから！」

「融ゆう通づうが利きかないやつだな、お前は」

　むっとするマクロンをギロリと睨み、ビンズは襟を正した。マクロンにこの場を預けていたら、いっこうに本題は進まないだろうと、ビンズは話の道筋を強ごう引いんに折り曲げる。

「フェリア様、ご意向をお願い致します」

　ビンズはそう言って数歩後ろに控ひかえて膝を折る。場の雰ふん囲い気きはガラリと変わった。

「妃選び三カ月が経たちました。本日はお妃様のご意向を伺う日。その場でございます。どうぞ、ご返答を」

　フェリアはマクロンから離はなれた。

　マクロンの前に移り、令嬢たるに相応ふさわしい一礼をする。ゆっくりと上がった顔は凜としていた。

　マクロンは頷く。思い出したのは、初めて会った時のフェリアである。

　侍女と見間違うほどの田舎娘むすめであったフェリアが、今や令嬢たる佇まいを見せている。マクロンはどのフェリアも求めてはいるが、王マクロンに必要な妃はこの佇まいのフェリアだ。

「31番目妃私フェリアは、王様のお傍そばに、王様のお心に添いたく存じます」

　マクロンの胸が熱くなった。本当ならすぐにでもこの腕で抱きしめたい。

　しかし、王という立場が愛の言葉を口にすることを抑よく制せいする。

　マクロンは苦しい胸の内をその場に留とどめた。王として告げねばならぬ言葉があるからだ。

「妃として残るならば、キュリーから学べ。私だけでなく、他の令嬢らにフェリア自身を認めさせろ。その力をつけてほしい。それでこそ、ダナン国王の妃として立てるのだ。愛を囁くだけの妃はいらぬ。愛を求めるだけの妃もいらぬ。権力しか待たぬ妃もいらぬ。守られるだけの存在にはなってくれるなよ。私が守れるのは先にあったような外的な危険から身を守ってやるのみ。後宮の洗礼などからは守ってやらぬぞ。その程度のこと、ミミズ箱同様実力であしらえ。さらなる力をキュリーから学び身に着けよ」

　愛を囁き合う立場ならどんなに良いだろうか。心のままに求めることができるなら、どんなに良いだろうかと、マクロンは口にした惚ほれた者にかける言葉とはかけ離れた発言に、苦笑せざるを得ない。

　ただ『愛している。傍にいてほしい』と言えぬ自身が恨うらめしい。突つき放はなすような言葉しか言えぬ葛かつ藤とうが心の中を苦しくさせた。

　フェリアは再度膝を折る。

「謹つつしんでお受け致します」

　その返答に、マクロンは肩の力を落とした。知らずに力んでいたようだ。

　王の妃と言う立場に慄おののいて、断りを告げられることもあると、いや躊ちゆう躇ちよするかもしれないとマクロンは少々思っていた。

　惹かれ合う想おもいだけでまかり通る立場にないのがマクロンである。だから、マクロンはこの妃の意向を訊く場で、軽々しく愛を囁きはしない。

　そんなマクロンの心の葛藤を知ってか知らずか、フェリアはマクロン同様、妃としての決意を口にする。

「必ず、マクロン様の横に立てるような妃になってみせますわ。天空の孤こ島とうカロディア領の田舎者ですので、独りで生いき抜ぬく力は持っておりますの。独りで戦う力を身に着けるのは苦ではありませんわ。ふふふ……愛を囁く妃になりましょう。愛を求める妃になりましょう。力を持つ妃になりましょう。一つも欠けることなき妃になりますわ。私を弱い者にしないでくださいましね。女官長が言っておりましたの、女の園そのでのことは口外しないのが掟おきてであり、美徳であると。今ならわかりますわ。洗礼など、あしらってこそ後宮の主になれるのだと。学びますわ、マクロン様の隣に立てるように」

　フェリアの発言に、マクロンの目が大きく見開いた。

「王様、私を侮あなどらないでくださいまし。妃に求められるものが何たるか、田舎娘にはわからないと思っていたのでしょ？　統すべる力なら、カロディア領で目の当たりにして生きてきました。その力を持つ者の重責も。何を犠ぎ牲せいにしてその責務をこなしているかわかっております」

　フェリアは穏おだやかに笑んでから、髪かみのリボンを解いた。火災の時に唯一持ち出したそのリボンは、姿を教えてくれぬ者からの見み舞まいの品だ。

「今日は奪うばいませんの？」

　フェリアの挑戦的な瞳が、マクロンに向けられる。勝かち誇ほこったようなその笑みを、マクロンはしばし見つめ続けた。

「贈ったものを奪うわけにはいかない」

　マクロンは立ち上がり、リボンをするりと取ると、フェリアの後ろに回り髪を掬すくう。リボンはフェリアの髪に戻った。歪んだリボンの不器用な出来に、マクロンは納なつ得とくいかないのか唸うなっている。

「マクロン様、そのまま聞いてくださいませ」

　小さく息を吸ったフェリアが、その吐と息いきから言葉を発する。

「マクロン様、好きです」

　その告白は王に対する意向でなく、マクロン個人に対する告白であった。その証しよう拠こに、フェリアは先の発言では王様と言い、今はマクロン様と呼んでいる。

　そのことに気づかぬマクロンではない。マクロンは衝しよう動どうを抑えられず背後からフェリアを抱きしめた。

「何も答えぬ私を怒ってくれてかまわぬぞ」

　マクロンはフェリアに心の内を打ち明けない。態度も行動も示しているのに、口にしないのは、王であるマクロンの意思だ。

「卑ひ怯きようだと思うか？」
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　フェリアに言わせておいて自身は答えぬそのことをと、マクロンは自じ嘲ちようした。

「贈ったものは奪わないのでしょ？　私はマクロン様から想いを贈られました。決して奪わないでくださいね。責任を持ってくださいね」

「完敗だ」

　マクロンはフェリアの返答に負けを認めたのであった。

　扉の外ではいつの間にか退室していたビンズが、大きく深呼吸していた。その顔は清すが々すがしい。




「では、王様より発表致します」

　ビンズが夜会会場で声を張り上げた。

　王マクロンが夜会会場に戻ったにもかかわらず、ざわつきがおさまらないのは、フェリアを大事に抱かかえて戻ってきたからで、さらに用意させた椅子に宝物のように優しく座らせたからである。

　ビンズはやけくそ気味に叫さけんだのだ。

　そして、マクロンが口を開く。

「意向は全て通す！

　今回の妃選びは候補が揃そろわず長きにわたり、皆には迷めい惑わくをかけた。本来の帰国期間を過ぎ、冬の悪路を進まざるを得ない国や辺境地の妃より、妃は辞退するが滞たい在ざいを延ばしてほしい旨むねや、国内事情により避ひ難なん地として滞在させてほしい等の様々な意向が上がっている。また、王都での商業計画を実行中の者も、今しばらくの猶ゆう予よを申し出ておる。全ての意向は受け入れよう。ただし！　最長は九カ月までである。都合がつけば随ずい時じ退城していただく。また、我の足は我の意思により妃邸に向かう。我の訪問がない者は、我の意向を汲め。

　以上だ」

　ビンズは何とか表情を変えずに耐たえた。長老らも表情を変えずに、頷いていた。互いの顔をたてるには、この結論しかないであろう。

　夜会会場は再びざわつき出す。妃や親族、後見人らは口々に今後の身の振り方を囁き合っていた。

　その様子を見ながら、マクロンはビンズに合図を送った。ビンズは頷く。

「夜会を解散とします。おのおのの邸に警護騎士とともにお戻りください。親族、後見人の方々は、閉門の時間までお妃様と邸宅にてご歓かん談だんできます」

　ビンズの発言後、誰よりも素す早ばやく動いたのはマクロンである。フェリアを再度抱だき抱かかえて颯爽と夜会会場を後にした。
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　フェリアの視線の先に王塔とうが見える。辺りはまだ薄うす暗ぐらい。

　ケイトが登城する前に早起きしたフェリアは、後宮に入宮した初めての朝と同様に、井い戸どから水みず汲くみし顔を洗う。

　ゾッドら警護騎き士しは、ひやひやしながらそれを見ている。ケイトが来たら目くじらをたてるだろうことを思って。

「今日からまたよろしくね」

　フェリアは、騎士らに笑って言った。

　ちょうどその時だ。ケイトが門もん扉ぴから入ってきた。ズンズンと歩む足は一直線にフェリアへと向かっている。

　フェリアは姿勢正しくケイトを迎むかえた。

「おはよう。ケイト」

「フェリア様、どういうことでございましょう？」

　フェリアはふふふと笑う。笑った声でケイトに向かって告げた。

「先日の荒あら事ごとの際に、自分の力を過信していたと気づきましたわ。後宮の生活で、体力は落ちてしまいましたし、武器を持っての攻こう防ぼうも三カ月も行っておりませんの。ですから、今日から『本来の私』に戻もどろうかと思いますわ。31番目の貧びん乏ぼうくじのお妃きさき様、天空の孤こ島とうカロディア領から来ました田舎いなか娘むすめですもの私は。そこら辺に転がっている令れい嬢じようとは違ちがいますもの。ええ、私は違うのです。認めますわ！　私は、王の妃として立つことを。ただの王の妃なら、そこら辺の令嬢でもいいでしょうね。だけど、王様はマクロン様です。皆みなだって思っていなくて？　マクロン様の隣に立つ方が、そこら辺の令嬢で納なつ得とくしますか？　私が立ちます」

　ケイトは、最初こそ青筋を立てながら聞いていたが、最後の方ではフェリアを神こう々ごうしく見つめていた。

　フェリアは続ける。

「教養、作法、ダンスだけでは王の妃にはなれません。必要なのは、加えて体力よ。敵と戦う腕うでよ。軽かろやかな足さばきは、ダンスだけでは駄だ目めね」

　ケイトの顔色が変わる。ヒクヒクと口元が揺ゆれている。

　フェリアはなおも続ける。

「体力をつけるには、食事も大事ね。ええ、大事だもの。私自身で作らなきゃいけないわ」

　ケイトは口元のみならず、目が吊つり上がっていく。

　しかし、フェリアは止まらない。

「武器は鞭むちがいいわ。カロディアで、魔ま獣じゆうを倒たおすときに使っていたのよ。鞭さえあれば、侵しん入にゆう者しやだって簡単に討うてたのに。あっ、そうだわ。皆と対戦する時は鞭をこれから使うわね。ちゃんばら程度でなく、真しん剣けん勝負よ！」

　騎士らはあわあわと手を横に振ふっている。ケイトに暴ばく露ろしているではないかと、合図を送るもフェリアは全く気づかない。

　そのフェリアは、今にもお小言を言わんとするケイトを真まっ直すぐに見つめる。

「私、真っ向から挑いどむわ。田舎者だと蔑さげすむ女官長に。嘲あざけり笑いを向ける妃らに。荒事まで起こす卑ひ劣れつな者らに。ありのままの自分で真っ向から挑んでみせるわ。だって、ありのままの私をマクロン様は気づいてくれたのですもの。マクロン様が見み初そめた私を、私自身が手放してはいけないでしょ」

　ケイトの目が見開く。それは、騎士らとて同じだ。

「こんな私だけど、皆仕えてくれるかしら？」

　フェリアは小首を傾かしげた。

「一生お仕え致いたします」

　ケイトも騎士らも膝ひざを折った。




　コトコトコトコト

　……畑のど真ん中、お鍋なべがコトコト美お味いしそうに煮に立たっているわ。お玉を持っていては、きっと妃に見えないけれど、そんなの気にしないわ。だって、楽しいのだもの。嬉うれし楽しい後宮生活……




　フェリアは鼻はな唄うた交じりで芋いも煮にを作っていた。

「今日の鍋は見たことがあるような？」

　ゾッドが呟つぶやいた。

「マクロン様にお出しした滋じ養よう強きよう壮そうのスープとほぼ同じよ。カロディアでは一カ月に一度芋煮会をするの。皆にも食べてもらいたくてね」

　フェリアは長い警護期間を一いつ旦たん終えた騎士らに、芋煮を振ふる舞まうために作ったのだ。

　フェリア邸ていでは、朝から騎士がひっきりなしに訪おとずれていた。つまり、慌あわただしさは変わっていない。

「フェリア様、薬草を煎せんじていただけませんか？」

　こめかみを押おさえたビンズもやってくる。

「また、頭痛？」

　フェリアは呆あきれながら、ビンズに芋煮を渡わたす。

「まずは芋煮を。それから食後に薬草茶を出すわ」

「……入宮の翌朝を思い出します」

　ビンズは笑った。

　フェリアも笑う。

「昨日のことのようですね」

　ゾッドも参戦した。

「ええ、でも三カ月前とは、もう違うわ」

　皆の顔がフェリアに移る。




「私は、マクロン様の妃になりますから！」




　フェリアの宣せん誓せいが邸やしきに軽やかに流れたのだった。





終わり
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　はじめまして、桃もも巴ともえです。

『31番目のお妃きさき様さま』をお手に取っていただき、ありがとうございます。

　最初に浮うかんだ物語の種は、貧びん乏ぼうくじのお妃様が、王城の片かた隅すみで奔ほん放ぽうに過ごしている場面でした。それから、一気に育った物語の世界は、作者の執しつ筆ぴつが追いつかないほどの速さで膨ふくらんでいきました。勢いよくお茶会の場面まで描えがいたのを、今でも覚えています。

　そのテンポの良さが、読者様の一気読みに繫つながっていれば嬉うれしいです。

　さて、作者は恋れん愛あいファンタジーが大好きです。それも不ふ遇ぐうな姫ひめ、または令れい嬢じようが、逆転劇のように幸せを手にする物語が大好きです。さらに言えば、不遇を自身の力で変えていく芯しんを持った女性を描くことが大好きなのです。

　物語を描く。作者にとって物語を文字にすることは書くと表現することではなく、描くことなのです。あとがきを書きながら、無意識に物語を描くと書いておりました。

　この描くことが大好きだと言えるようになったのは、ＷＥＢ小説の存在があったからです。脳内で描いていた物語を、実際に文字にして公開することが、ＷＥＢ上でできるようになっています。

　それが、作者に描く楽しみと、今回のような書しよ籍せき化かの機会を与あたえてくれました。

　本作品の内容は、ＷＥＢ上の作品とは同じものではありません。改かい稿こうにあたり、新しい内容や場面を加筆し、深みのあるものができあがりました。深みだけでなく、『ふふっ』と口角が上がる軽かろやかさも加えられたかもしれません。お玉を持つフェリアは、改稿時に現れたお気に入りの場面です。

　それをカバーイラストに描いてくださった山下ナナオ様、本当に感謝致いたします。

　作者でありますが、本をこよなく愛する一読者として申し上げますと、文字だけでなく、挿さし絵えがあってからこそ完成品であると思っています。百文（百聞）と一見で広がる世界こそ、恋愛ファンタジーの醍だい醐ご味みだと思うのです。

　また、担当者様には、改稿時いろいろとご指導いただき、とても勉強になりました。最後まで物語を描けたのは担当者様のおかげです。ありがとうございます。

　そして、なにより『31番目のお妃様』を最あと後がきまで読んでくださいました読者様に、再度お礼申し上げます。




　さて、作者はまた物語の種を育てに参ります。それでは……
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『31番目のお妃様』

電子版特別ショートストーリー













『１番目のお妃様』









「わたし思うのよ。マクロンさまは二十九さいでしょ。わたしは七さい。つまり、二十二の差があるわ」

　地につかぬ足を揺らして、１番目のお妃様は言い聞かせるように述べている。

　言い聞かせたい相手は、自分自身と周りの侍女らと、彼女の脇に控えている騎士の青年だろう。チラチラと視線が青年に移っている。

「おうぞくに、年の差はかんけいないのよ。セオ、ねえ聞いてる？」

　セオと呼ばれた騎士は、優しい顔つきの好青年だ。１番目のお妃様の『お気に入り』の警護騎士である。

「はい。聞いておりますよ」

　セオは膝を折り、隣国セナーダの姫であるお妃様と視線を同じくして答えた。こんな気づかいが、姫お妃様のお気に入りの理由だ。

「あまり食が進んでいないようですが、体調が優れないのですか？」

　そう、こんな言葉かけも。

「へいきよ。わたし、好ききらいはないわ」

　姫お妃様は、そう言ってテーブルのパンを手に取ったが、なかなか口には運ばない。

　気分転換で、外で朝食を摂っているが、姫お妃様の食欲は湧かないままだ。

　心配な顔のセオに、侍女は苦笑いと一緒に小声で告げる。

『七歳の小さなレディには、大人のお食事は口に合いません。こちらの女官長にも伝えたのですが、特別に料理を用意することはできないと言われまして』

「ちょっと！　聞こえているわ。わたしはもう大人よ。だって、きさきこうほにえらばれたりっぱなレディだもの」

　侍女はかしこまって頭を下げた。

「お、おこってはいないわ。ただ子どもあつかいはよしてちょうだい」

　心根の優しい姫お妃様は、侍女を気遣う。

「姫様は、立派なレディです。少食もレディのたしなみと聞いておりますよ」

　セオの発言で、場が和んだ。

「そ、そうよ。今はたしなみ中なの。……あれ？　ちがうわ。そんな話ではなくって、年の話よ。わたしのけっこんに、年はかんけいないの。だから、その……セオは十七さいよね。たとえば、十さいの差もかんけいないのよ。年なんていみがないのよ」

　姫お妃様は、やっと本望を遂げたとばかりに息を吐き出した。

「そうですね。私はまだ若輩の十七です。ビンズ騎士隊では下っ端ですし、実力もありません。ですが、そのように姫様に気にしていただき、嬉しい限りです。隊長とは十歳以上の差ですが、剣技を磨き、隊長を倒す程の腕前になってみせます！」

「……そ、そうよ！　セオの力はきっとのびるわ！　年の差なんてあっという間にきえるわよ。ええ、ええ、……あれ？　えっと、うんそうね」

　どうやら、姫お妃様の真意は伝わらなかったようだ。いや、年の差が関係ないことは伝わっているが、セオには若輩騎士への激励に聞こえたのだろう。真面目ゆえか、単に鈍感なのか。

　姫お妃様とセオのやり取りを、傍らで侍女らが苦笑いで見守っている。少し離れて警護する二人の騎士も、呆れた顔でセオを見ている。この場で唯一セオのみが、姫お妃様の発言の真意を分かっていない。つまり、セオは鈍感である。

　姫お妃様は、小さくため息をついた。

「やっぱり、お気分が優れないのですね。……食事は私が何とかします。邸宅でお休みください。お元気になられたら、ピクニックごっこでもしましょう」

「まあ！　それは良い考えね」

　姫お妃様は、椅子からピョンと下りる。すでに元気なようだが、食が進んでいないのは明らかだ。このまま少食が続けば、体調も悪くなるかもしれない。

　セオは、フェリア邸の朝食を思い浮かべていた。あの柔らかく自然な甘みのするパンなら、姫お妃様の食が進むのではないかと。ピクニックのようにかごにパンを入れて、邸内を散策すれば、適度な運動と楽しい食事で、姫お妃様の気分が晴れるだろうと。

　小さな子が、いくら役目とはいえ決められた邸内でしか遊べない窮屈な状況は、ストレスをため込むはずだ。




　そんなわけで、姫お妃様は可愛らしいパンを、セオとピクニックごっこで食べることになった。

　そして、またも姫お妃様は遠回りにセオに告げる。

「わたし思うのよ。ひめときしのものがたりってすてきよね……」

「はい！　姫を救うため、騎士が邪竜を倒す物語は心が熱くなりますね。あのように強い騎士になりたいものです！」

　相変わらずのセオの返答に、姫お妃様は小さくため息をつく。

　そうやって幾度も空回りする姫お妃様の初恋を、侍女らは微笑ましく見ているのだった。




　さて、この１番目のお妃様の初恋が実るのか実らないのかは、秘密としておこう。











『２番目のお妃様』









「そのうさんくさい笑みはいつまで続きますの？」

　その言葉に、ピキリと笑みが固まった隣国の王子は、アルカディウス・セナーダ、『麗しき高貴な女たらし』である。

「うさんくさいでしょうか？」

　アルカディウスはさらに笑みを固定させて、キュリーに問う。これが地の笑みだと思わせるように、表情を崩すことなくキュリーの瞳を覗き込んだ。大概の令嬢ならポッと頰を赤らめるが、キュリーには通用しない。

「仮面交流は時間の無駄だと思いますの」

　キュリーの扇子はパチンと閉じられ、指先がスカートを撫でるように動く。一礼して退こうとする動きだ。

　アルカディウスは内心慌てる。せっかく摑んだターナ国との交流の機会を逃がすわけにはいかないからだ。

「うっ、さぎのパンを」

　アルカディウスの頭に突如浮かんだのは、先ほど妹と会話した内容であった。その咄嗟に出た言葉は、何とも場違いでアルカディウスは珍しく瞳を泳がせた。

「うさぎ、のパン？」

　アルカディウスの動揺と同じく、キュリーも場違いな言葉に頭が対処できずに、復唱した後パチパチと瞬きし、その言葉を発した本人を見つめ小首を傾げる。

　何か言わねばと焦ったアルカディウスは、頭に浮かんだものをそのまま口走ってしまう。

「うさぎのパンを！　食べる貴女は可愛いと思いますっ」

　幾分強い口調が、熱のこもった発言に聞こえる。そして、その内容はさらにキュリーを困惑させた。

　アルカディウスは言った後で、自身の発言の恥ずかしさに耐えかねて、手で口を覆った。羞恥で耳が赤くなっている。

「……うさぎのパン」

　キュリーは呟いて、アルカディウスの言葉を考える。

「可愛い？」

　キュリーは、自身がうさぎのパンを食む姿を想像した。うさぎのパン自体が可愛いもので、耳を食んだらかわいそう、顔を食んだらいけないわなどと考えて、困惑が加速する。

「どこを食めばいいの？」

　キュリーは無意識にアルカディウスに問うていた。

　よって、二人の視線は重なった。

　しばし見つめ合った二人は、徐々に頰がひくついていく。

「プッフハッハッハ」

「フッフフフフ」

　不毛な会話が、見つめ合った二人の頭の中で繰り返され、その可笑しさに耐えかね笑いだしてしまった。

「す、すみません。アッハッハ」

　アルカディウスは笑いながら謝る。最初のうさんくさい笑みではない自然な笑いだ。

「いいえ、私こそ可笑しな問いをしてしまったわ。フフフフ」

　キラッキラの王子様スマイルは涙目の笑いに変わり、凛と気品溢れる姫様は柔らかな笑みを浮かべた面持ちへと変わっていた。




「ところで、なぜフェリア嬢のお手伝いを？」

　アルカディウスの視線はフェリアのドレスに移る。

「ところで、なぜフェリア嬢にワインを？」

　キュリーはサッと扇子を持ち上げ、口元を隠した。ターナ国姫の仮面に素早く戻ったのは、アルカディウスの問いが、警戒を解いた時に発した探りであるからだ。

　そのアルカディウスに、対となるような問いを返すキュリーは流石である。

「うさぎのパンを、食欲が失せた妹に作ってくれたのがフェリア嬢なのです。お話ししたく、悪癖の手が先走りました。……二つ名を期待した令嬢の企みにのったわけではありませんよ」

　アルカディウスはサブリナを一瞥した後、キュリーにウィンクして答えた。

「まあ、そうでしたの」

「貴女はお答えをくださらないのかな？」

　アルカディウスはそう言うと、キュリーに手を差し出した。

「ならば、一曲踊っていただけませんか？」

「フフ、流石『麗しき高貴な女たらし』ですこと」

　キュリーはアルカディウスの手を取る。

　密着したダンスなら、話す内容は周りに聞かれないだろう。二つの大国の外交が始まる。いや、始まったのは外交だけではない。

　獲物を捕らえるような熱のある瞳が、反らされることなく互いに向かっていた。




　さて、この二人の行く末はどうなることやら。
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